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特殊な条線構造をもっ単縦溝珪藻Achnanthessimplex Hust.の

微細構造と分類学的検討
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Masahiko ldei' and Tamotsu Nafgum02: Fine structure and taxonomy of a monoraphid diatom Achnanthes simplex Hust. with monoareolate 

striae. Jpn. 1. Phycol. (Sorui) 50: 1 -5， Mar. 10， 2002 

A rare freshwater species， Achnanthes simplex Hust. found in an aquarium for tropical fish， has been studied by scanning and transmission 

elecron microscopies. Each stria in both raphid and araphid valves has an elongate areola， though their occlusions are different between them. 

The areolae of raphid valve are occluded by hymens with hexagonal perforations， and those of araphid valve have an unique occlusion whose 

flaps and hymens are fused. The latter type of occlusion is reported for the first time in monoraphid diatoms. This taxon can be related to the 

genus Kolbesia divided仕omthe genus Achnanthes (senslllato). 

Key lndex Words :fine strllcrllre， taxonomy， monoraphid， diatom， Achnanthes， Kolbesia， stria 
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Achnanthes (広義)は，被殻を構成する 2つの殻の一方の

みが縦講を持ち，しばしばそれぞれの殻で模様が異なり，帯

面から見たときに「く jの字に曲がるという特酸によって分

類されてきた (Hustedt1930， Patrick & Reimer 1966)。近年走

査電子顕微鏡による珪藻の観察が一般化するに伴い，従来の

属の分類基準が再検討されるようになってきた (Roundet aI. 

1990) 0 Achnanthes (広義)においても見直しが行われ，狭義

のAchnanthesは， A. Jong伊esやA.brevipesのような大形で横

走肋が発達し，複雑な肉祉状師板(vola) によって閉塞され

た胞紋をもっ仲間に限定された (Roundet aI. 1990)。その結

果，多くの種がAchnanthesから分かれ，Achnanthidium (Round 

et aJ. 1990， Round & Bukhtiyarova 1996) や新属の

Psammothidium (Bukhtiyarova & Round 1996)， Rossithidium 

(Round & Bukhtiyarova 196)などに再分類された。しかし，未

だに帰属の不明確な種類も多く残されており，更なる微細構

造の観察と分類学的検討が必要とされている。

Achnanthes simpJex Hust.は最初 Achnanthessimilis Hust. 

(Hustedt 1935)としてインドネシアのスマトラ島トパ湖 (Lake

Toba)の堆積物中から記載された。しかしこの種名は後続同

名(Jaterhomonym)であったため，新名が与えられA.simp/ex 

Hust. (Hustedt 1936)となった。本種の報告は世界的に非常に

少なく，著者らの知る限り Lange-Bertalot& Krammer (1989)の

中で見られるのみであった。著者らは熱帯魚の水槽のガラス

表面に生育する珪藻を調査したところ，A. krasskei H.Kobayasi 

& Sawatari， A. subhudsonis Hust.， Cocconeis placentuJa Ehrenb.， 

SeJJaphora seminulum (Grunow) D.G.Mann (syn:Navicula 

seminuJum Grunow)， EoJimna minima (Grunow) Lange-Bert. (syn: 

NavicuJa minima Grunow )などに混じって本種を比較的多数

見いだした。そこで本種の殻微細構造と帰属を明らかにする

ために，透過電子顕微鏡(TEM)および走査電子顕微鏡(SEM)

を用いて詳細に観察したところ，特異的な条線構造をもつこ

とが明らかになった。また微細構造を基に本種の分類学的

検討を行った。

材料と方法

試料は2001年7月5日に，都内の熱帯魚店(パウパウアク

アガーデン)に設置されていた水槽のガラス表面を掻き取っ

て採集した。生試料はパイプユニッシュに数分間浸した後，

蒸留水で洗浄し有機物などを取り除いた(南雲 1995)。光顕

観察は定法に従った。 TEM観察は，ホルムパール膜を張った

グリッドに試料を滴下し自然、乾燥させたのち， JEOL-2000EX 

を用いて行った。 SEM観察は，試料をガラス試料台上で加熱

乾燥した後，イオンスバッタコーターで白金パラジウムを

コーテイングし，目立S・4000およびS・900を用いて行った。

結果

本種は原記載によれば，殻は広度針形で殻端がやや鳴状

で，軸域は縦i茸殻では広く，無縦溝殻では狭い。殻長は 12-30

μm，殻幅は5・8μm，条線は放射状で，縦溝殻で、は 10μmに12-

16本，無縦i茸殻ではやや密で 16-18本となっている。しかし，

Hustedtの原スライドから得られたレクトタイプの写真の個体

を計測する限り (Simonsen1987)，縦溝殻と無縦溝殻で条線
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----<冬室 器脳2
Figsト18.Achllill1lhes simpJex. Figs 1-8. LM. Scale bar = 10ドm.Figs 9-18. Raphe valves. Figs 9， 10. TEM. Fig. 9. Srtia巴 withelongate areolae. Fig. 10. 

Elongate areolae occluded by hymens with hexagonal perforations. Figs. 1 1-18. SEM. Figs 1 1. EXlernal view of valve. Fig. 12. Internal vi巴w01' valve. Fig. 13. 

Concave valve. Fig. 14. External view 01' valve center showing central pores 01' raphe. Fig. 15. Internal view 01' valve cent巴rshowing central巴ndings01' raphe. 

Fig. 16. Ext巴rnalview of valve pole showing curvecl t巴rminalI'issure. Fig. 17. Inrernal view 01' valve pole showing tenninal encling of raphe. Fig. 18. Internal 

V1巴wof valv巴showingelongate山 eolaewith hymenate occlusions. Scale bars = 5 J..lm (Figs 9， 1 1-13)， 1μm (Figs 14-18)， 200 nm (Fig. 10). 
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Figs 19-28. Achllathes叩 nplex.Figs 19-27. Rapheless valve. Figs 19，24，25. TEM. Figs 20-23， 26-28. SEM. Fig. 19. Valv巴witha shon stria al lh巴cenl巴r.Fig 

20. External view of valve with raphe vestiges. Fig. 21. Il1Iernal view of valv巴 Fig.22. External view of frustule showing slit-like openings of slria巴 andopen 

bands. Fig. 23. D巴lailof striae showing bilobat巴openingswith hymenate occlusions. Fig. 24. Striae with flaps and hyl11巴ns.Fig. 25. D巴tailof elongate areola 

occuluded by a complex of hym巴nand flap. Note the boundary line between hyl11en and f1ap (arrowheads). Fig. 26. Inner surface of elongate areolae with 

complex occIusions. Note the parts of flaps (arrowheads). Fig. 27. Longirudinal section of valve showing transapaical costae and the extents of flaps (arrowheads). 

Fig. 28. Internal vi巴wof raphe valve showing valvocopula with serrate巴dg巴.Scal巴bars= 5 ~t l11 (Figs 19-22，28)， 1 11m (Figs 23， 24， 26， 27)， 200 nm (Fig. 25). 
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の密度にほとんど違いなく， 10阿nに14・16本であった。本研

究で用いた試料中の殻は，殻長14-40μm，殻幅5.5-6.5μm，条

線は放射状で，縦溝殻では 10μmに14-16本，無縦溝殻では

13・18本であった (Figs1・8)。殻形は広度針形で，大きさにか

かわらず殻端はやや鴫状であった。軸域は縦溝殻では紡錘形

で，無縦溝殻では線状。いずれの特徴においても本試料中の

個体は原記載に一致した。さらに，原記載の図には描かれて

いないが，レクトタイプの無縦溝殻の写真には，軸域に明瞭

な縦溝状の線が見られるが，本試料中の無縦溝殻にも同様の

ものが認められた。

電顕観察縦溝殻は薄く，やや凹状となる (Figs11・13)。

条線は殻縁側に偏り，殻の中央に紡錘形で無紋の軸域ができ

る (Figs9， 11・13)。縦溝の外裂溝は直線状で，中央末端は中

心孔となり (Fig.14)，極裂は大きく湾曲し殻套にまで達する

(Fig. 16)。内裂溝は直線状で，中央も殻端側も真っ直ぐに終

わる (Figs15， 17)。条線は全く区画されず，単一の長い胞紋

となり 6角整列の穿孔をもった薄皮による閉塞 (hymenate

pore ccclusion: Mann 1981) をもっ (Figs10， 18)。無縦溝殻は

縦溝殻に比べやや厚めで凸状となる (Figs20， 22)。また，縦

溝殻に比べ軸域が狭く，中央部の片側の条線が1本だけ短い

(Figs 19・21)。軸域は内面では完全に平坦であるが (Fig.21)， 

外面では線状の窪みが見られる (Figs20， 22)。このような線

状の窪みはAchnan的idiumの種には時々見かけられるもので，

無縦溝殻形成の初期段階で作られた縦溝が，後のケイ酸化に

よって埋められた痕跡と思われる (Mayama& Kobayasi 

1989)。条線は縦溝殻と同様に区画のない単一の胞紋であった

が，より複雑な構造をもっ。条線は外面観では開口の幅にや

や個体差があるものの長いスリット状で，その両端が丸くな

る (Figs20， 22，23)。これに対し内面観は， 1枚の薄皮によっ

て閉塞されたより幅の広い長い胞紋に見える (Fig.21)。これ

は条線が2つの構造物が融合した閉塞を持つためで，ひとつ

は横走肋の縁の部分が薄く張り出したフラップ (flap)であり

(Figs 24， 25・27arrowheads) ，もう一つはフラップと融合し，や

や内面側に垂れ下がる 6角整列の穿孔をもった薄皮である

(Figs 24-27)。外面観でスリット状開口の両端が丸いのは，そ

の部分にフラップを欠くためである (Fig.25)。殻帯は2枚の

開放型の帯片からなり，両方とも無紋であるが，接殻帯片の

内接部 (parsinterior)の縁は波打つ (Figs22， 28)。

考察

本種の条線構造は非常に特異的で，広義のAchnanthesでこ

のような構造が明確に示されたのはこれが初めてである。特

殊な構造のひとつは，縦溝殻も無縦溝殻も条線が全く区画化

されず 1個の胞紋からできている点であり，もうひとつはフ

ラップと薄度が融合してできた閉塞をもっ点である。多くの

羽状珪藻の条線は，珪酸基底を貫通する幾つかの胞紋によっ

て区画されているが，本種の条線は胞紋化されない。すなわ

ち，基底層となる横走肋と横走肋の聞をつなぐ縦小肋(vimen，

Cox & Ross 1981)を持たないことになる。このようなタイプ

の条線構造は，皆無ではないが稀である。また，一般に胞紋

は外側または内側を師板 (velum)，薄皮，フラップのいずれ

かによって閉塞されているが，本種のような薄皮とフラップ

が融合して一体となったタイプの閉塞は，これまでには知ら

れていない新しいタイプの閉塞と言える。

従来の広義のAchnanthesに属していた多くの小型単縦溝珪

藻は，Achnanthidiumに扱われることになったが (Roundet a1. 

1990)，その後Achnanthidiumが再定義され，Rossithidium， 

Planothidium， Karayevia， Kolbesiaが新設され (Round& 

Bukhtiyarova 1996)，さらに Psammothidium(Bukhtiyarova & 

Round 1996)， Pogoneis， Lemnicola， Pauliellaが新設された

(Round & Basson 1997)。これらの属と比較して本種の帰属を

検討してみると，Kolbesiaと最も類似性が高い。 Kolbesiaは，

数個の長い胞紋からできた条線をもつことを属の特徴として，

K. kolbei (Hust.) Round & BukhtiyarovaとK.ploenesis (Hust.) 

Round & Bukhtiyarovaの2種がAchnan的esから組み替えられ

た。 Round& Bukhtiyarova (1996)の示した K.kolbeiのSEM

写真を見ると，縦溝殻の条線は 1個の長い胞紋 (elongate

areola)で，無縦溝殻の条線は2個また3個の胞紋からできて

いる。K.ploenesisのSEM写真は示されていないのでタイプの

光顕写真 (Simonsen1987， Lange-Bertalot & Krammer 1989)か

ら判断すると，縦溝殻の条線は 1個の長い胞紋で，無縦i茸殻
の条線は 1個か2個の胞紋からできているように見える。こ

れらのことから判断すると，これまでに記載されたKolbesia

の2種は，縦溝殻では条線がI個の胞紋で，無縦溝殻では2，

3個の胞紋からできているということになる。この点から考

えると， Lange-Bertalot & Krammer (1989)の示したAchnanthes

laterostrata Hust.は，全く同様の条線構造であり ，Kolbesiaに

組み替えるのが適当と思われる。本種は，Kolbesiaの2種お

よびAchnanthesla館'TOstrataHust.とは異なり，縦i茸殻だけでは

なく無縦溝殻も条線がl個の長い胞紋からできている。この

点では異なるものの，現時点では Kolbesiaに最も近い構造を

持つことは明かであるが，Kolbesiaへの組み替えについては

さらに検討の必要があると思われる。
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大型海藻類の細胞培養

一褐藻コンブ目植物のプロトプラストの単離・培養と再生パターンー
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development from callus-Iike mass， 3: indirect development from gametophyte-like filament. Here， c10nal mass production of seedlings using 

protoplasts was performed in Laminariales. 
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1980年代より，海藻を材料とした組織培養や細胞培養の研

究が盛んに行われるようになり(嵯峨・松永(編)1991)，形

態形成の機構などを解明するための基礎技術，あるいは新し

い養殖手法を確立するための技術として注目されている。組

織培養については，藻体の無菌化，カルス細胞の誘導，葉状

体の再生，海中培養などが多く報告されており，プロトプラ

ストを用いた細胞培養についても，体構造の比較的簡単な紅

藻アマノリ類や緑藻アオサ類では完全な藻体に再生すること

が報告され，選抜育種や細胞融合による有用な株の作出も試

みられている。しかし，褐藻コンブ目植物を材料とした組織

培養では，カルスから正常な胞子体への再分化が起こりにく

く，また再生体も奇形となる場合が多いために研究は停滞し

ており，この方法による養殖用種苗の採苗は実現していなし、

一方のコンプ目植物の細胞培養についても，容易でしかも確

実なプロトプラスト単離法が確立されているとは言い難く，

各研究者が独自に抽出・精製した特殊な酵素液を用いている

のが現状である。 But1eret al.(1989)とSawabe& Ezura (1996) 

は，コンブ目縞物からプロトプラストを単離し，細胞壁の再

生，カルス様の細胞塊の形成や幼胞子体の再生を報告してい

る。しかしながら，プロトプラストから完全な成熟藻体に再

生した例はなく，プロトプラストの培養方法が完全には確立

されていないことから，現状では単離細胞からの再分化や形

態形成に関する基礎的な知見が少ない。

著者らは，これまでに4属7種の北海道産有用コンブ目植

物，すなわち，マコンブLaminariajaponica Areschoug，ホソ

メコンブL.religiosa Miyabe，ミツイシコンブム angustata

Kjellman，ナガコンブL.longissima Miyabe (コンブ属)，ガゴ

メKjellmaniellacrassifolia Miyabe (トロロコンブ属)，スジメ

Costaria costata (Tumer) Saunders (スジメ属)およびワカメ

Undaria pinnatifida (Harvey) Suringar (ワカメ属)の胞子体から

プロトプラストを単離・培養し，その発生過程を詳細に観察

したほか，得られた種苗の海中養殖により，自然藻体と比べ

て遜色のない成熟藻体にまで育成することに成功している

(Matsumura 1999)。このうち，マコンブとワカメについては既

に詳細を報告しである(Matsumuraet aJ. 2000， 2001)が，ここで

は，著者が用いているプロトプラストの単離・培養手法を中

心に解説する。

プロトプラストの単離

し 準 備

器具:i慮過滅菌用フィルター (0.2μmあるいは0.45μm)と

シリンジ (30mL)，カミソリの刃，ナイロンメッシュ (200

μm，80μm)，遠心分離機，プロトプラスト単離用の恒温器あ

るいは恒温室ペシェーカー，血球計算盤。

*温度はある程度まで高い方がプロトプラストを単離しや

すいが，生物試料の高温に対するストレスを考慮し，約 17'C

に設定する。

海水・試薬:オートクレープ滅菌海水 (121'C， 20分)，抗

生物質 (25mgペニシリンGカリウム， 25mgストレプトマイ

シン硫酸塩および、2mgナイスタチン/lOOmLSW)， *細胞壁

分解酵素 (2%Abalone acetone powderと2%C冶llulaseOnozuka 

RS)， **高張液A，B，生存率測定用の染色液(エパンスブルー

あるいはニュートラルレッド)。

*酵素液は遠心分離 (8，000- 10，000即 M，5'C，1O分)後，
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抗生物質を滅菌海水で洗浄 カミソリの刃等を使って胞子体

員F→

醇猿混液で2時間軽〈鋸動
高強液AIこ30分間浸演

|問棚醐1-→|一180;;すィτ|陸盟盟17→》、建富男γメッシュ/ ¥ 

陰祭混波iま0.45μmの
フィルターで遭遇滅菌

80 μmナイロンメッシュで
プロトプラストを分隊

遠心分離 (1500r.p.m 10分間)
醇索混液とプロトプラストを分隊

L-ー』 培養

一一ー I 'kー..11;;.!a>._・-.-.-11
"ヲ守一プロトプラストの層

図1コンブ目植物プロトプラストの単離方法の手順

櫨過滅菌して保存する。

**高張液は，細胞の原形質分離を誘発し，プロトプラスト

が単離しやすくするために用いるもので， Butler et al. (1989) 

が示した次の 2種類を用いる。

・高張液A:700 mmol L-l NaCI， 30 mmol L-l MgCI2， 30 mmol 

L-l MgS04， 20 mmol L-l KCI， 20 mmol L-l EGTAρWpH5.5。
本液は，コンブの細胞壁主成分であるアルギン酸のカルシウ

ムをキレート化して溶解しやすくするために用いる。

・高張液B: 735 mmol L-l NaCI， 30 mmol L-l MgCI2， 45 mmol 

L-l MgS04， 15 mmol L-l KCI， 1 mmol L-l CaCI2， 20 mmol L-l 

MESρWpH6.0。これは，洗浄に用いたり，酵素液を溶解す

るための基本液である。

2.コンブ胞子体からプ口卜プラストを単離するための手順

実際のプロトプラスト単離の手順を図 lに示した。概要を

以下に説明する。

1 )胞子体を滅菌海水で数回洗浄する。天然藻体を用い

る場合は，特に念入りに付着物を取り除く。

2)抗生物質に 30分から 1時間程度浸i賞する(暗所5"C

で保存)。この処理によって，完全な無菌ではない

が，細胞壁のないプロトプラスト培養初期を静菌化

できる。

3 )抗生物質を滅菌海水で洗い流す。

4) カミソリの刃などを用いて藻体を細断し，酵素混液

が組織内に浸透しやすいようにする。幼胞子体を用

いる場合，この処理は省略できる。

5)高張液Aに30分間暗所で浸潰する (17"C)。

6)高張液Bで洗浄する。

7)藻体0.5g当たり 5mLの酵素混液を加え，シェー

図2マコンブ幼胞子体から単離したプロトプラスト

スケール=20μm

カーを用いて 1-2時間軽く振動する (17"C)。

8 )プロトプラストが単離されているのを確認し， 80μm 

のナイロンメッシュでプロトプラストのみを分離す

る。このとき単離したプロトプラストを高張液Bに

懸濁する。

9)遠心分離機を用いてプロトプラスト懸濁液を遠心分

離し(1500RPM， 5"C， 10分)，高張液Bを加えな

がら遠心分離を数回繰り返すことによってプロトプ

ラストと酵素混液を完全に分離し，プロトプラスト

だけを取り出す。

3 .プ口トプラストの収量

この単離方法によって，コンプ目植物 7種の幼胞子体

(0.5g)から約 107個のプロトプラストを単離することができ

た。図2にマコンブの単離例を示した。この方法で単離した

直後のプロトプラストの生存率は，すべての種で90%以上で

ある。

この方法は，容易に入手できる市販酵素を用いるために，

細胞壁分解酵素混液の調整の手聞がかからない。従来法(天

然抽出酵素)と収量の比較をしても遜色なく単離可能である。

なお，細胞壁分解酵素については，今回用いた Abalone

acetone powder (Sigma Chemical Co.)およびCellulaseOnozuka 

RS (Yakulut Honsha Co.)のほかに，他の市販酵素Limpetacetone 

powder (Sigma Chemical CoふLaminarinase(Sigma Chemical Co.) 

も含め，濃度や組み合わせを変え，マコンブ幼胞子体を用い
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培養10日間
光量子量 10μmmolphotons m-2s-1 
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図3プロトプラストの培養方法の手順

た場合のプロトプラスト収量の比較を行っている(表1)。こ

こで紹介した酵素の組み合わせは，この結果から最もプロト

プラスト収量が多かったものである。

プ口トプラストの培養方法

1.準備するもの

器具:組織培養ディッシュ(直径6cm，Iwaki)，スライドガ

ラスの小片(約5mm2)，恒温器または恒温室，照明器具，通

気培養装置，コニカルフラスコ (1000mL) ，蛍光顕微鏡，ク

レモナロープ，屋外培養用水槽，海中培養施設

試薬:ESS培地(嵯峨・ Gibor1986)， PESI培地 (Tatewaki

1966)， CaCI2 (培養液中に細胞壁再生のためのカルシウムを

補うため)，高張液B(上記参照)，細胞壁の有無を観察する

ためのカルコフラーホワイト M2R染色液(0.01% w/v， Sigma 

Chemical Co.) 

2.培養の手順

ここではマコンブ (Matsumuraet aJ. 2000)の培養方法(図

3)を説明するが，他のコンブ目植物についても基本的に同じ

である。

1)プロトプラストの収容

単離したプロトプラストは，組織培養ディッシュに約4X

106個づっ分け，それぞれ高張液BIOmLに懸濁させ，さらに

2mLの50% ESS培地に 5mmol L-1 CaCI2を添加した培養液

を加える。この時，組織培養ディッシュ上に直接フ。ロトプラ

ストを付着させるよりも，スライドガラス小片を底面に敷き

つめ，その上に付着させる方が，プロトプラストの付着率が

高く，均等に植付けることができる。

2 )温度・光条件の設定

組織培養ディッシュを恒温器内に収容し，培養する。温度

は，著者の場合， 5 ~ 18'Cの範囲で、試験を行ったが，後述の

ように再生パターンに影響を及ぼすので注意を要する。光条

件のうち，光周期については明期:暗期が中日(12時間:12 

時間)，長日(14時間 :10時間)のいずれであっても特に結

果に違いは見られない。しかし，培養初期のプロトプラスト

は光強度に対して敏感であるので (Matsumura1999)，培養開

始から 10日間の光量子量は IOJlmolphotons m-2 S-I，それ以後

は20~ 40μmol photons mぢーlで培養する。

表 I マコンブプロトプラスト単離に対する様々な綱胞壁分解酵素混液の効果

AAP*I(%) LAP*2(%) Laminarinase門(%) Cellulase叫(%) 単雛数吋(cell/0.5g) 単離直後の生存率(%)
2.0 < 103 

2.0 < 103 

2.5 2.0 8 X 104 95 

1.0 1.5 5 X 105 91 
0.02 1.5 1.7 X 106 95 

2.0 2.0 1.6 X 107 92 

キ1Abalone acetone powder (Sigma)， *2 Limpet acetone powder (Sigma)， *3 Penicillium species (Sigma)から抽出した酵素， *4 Cellulase Onozuka 
RS，巧胞子体0.5gから単離したプロトプラスト数
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図4 プロトプラストから正常な藻体に再生する発生過程

プロトプラストを保存培養する場合には，水温5"(;，光量

子量 10μmolphotons m-2 S-lで培養し続けると，生存・発生能

力を保持したまま数細胞期の状態で少なくとも 3カ月再生を

留まらせることが可能である (Matsumura1999)。

3 )培地の交換

浸透圧の急激な変化によるプロトプラストの破裂を防ぐた

めに，浸透圧を徐々に減少させる。著者の場合は，培養開始

から 10 日聞は毎日 2~5 回，上記の培養液を 2mL交換し，そ

の後， 20日間は 1日おきに，それ以降は 2日おきに 50%ESS

培地(ただし， 5 mmol L-l CaCl2を含まないもの)を約 10mL

交換した。

4)通気培養

1~2ヵ月後，再生体が全長0.1 ~ 1 cmになった段階で， 1000

mLのコニカルフラスコに移植して通気培養し， 10"(;， PESI 

培地で成長させる。

再生のパターン

海藻のプロトプラストの再生に関する知見は，表2に示し

たように，比較的体構造が簡単であるか特に再生能力の高い

群について得られている。再生の様式は様々で，図4に示し

たように，1)プロトプラストから直接再生する様式， 2)カ

ルス様の細胞塊を経て再生する様式， 3)糸状体に胞子嚢が

形成され，放出された胞子様の細胞によって発生する様式，

または 4)プロトプラスト自体が胞子嚢状の細胞塊となり，

放出された胞子様の細胞によって発生する様式，などが知ら

れている。

コンブ目植物 7種では，得られた全てのサイズのプロトプ

ラスト(直径8~65μm) が上記の室内培養によって細胞壁を

再生するが，明らかに再生能力を有しているのは，サイズか

ら判断して表層細胞由来のプロトプラストのみである。また，

コンブ目植物のプロトプラストから幼胞子体に至るまでの再

生様式については，1)直接再生型， 2)細胞塊型， 3)糸

状体型の3タイプが認められ，各タイプの出現は培養水温と

密接な関係があることがわかっている (Matsumura1999， 

Matsumura et al. 2000， 2001)。表3に種類ごとの再生様式の出

現状況をまとめたが，以下に，各様式について説明する。図

5に，ワカメプロトプラストの3つの再生様式について示す。

直接再生型:7種全てで見られる。特にコンブ属 4種とガ

ゴメではこの発生様式が主であり， 5 ~ 180Cの4段階で比較

した結果では， 5"(;の培養で最も多くの再生体が誘発される

(図6-9)。この再生型は，コンブ目植物の受精卵の発生様式

とほぼ同じで，細胞壁を再生した後(図 10)，2 ~ 10細胞期

に仮根細胞を形成し(図 11)，仮根細胞を分化した再生体に

のみ，仮根細胞と反対方向に茎状部や葉状部が形成される

(図 12)。この葉状部は仮根側から多層域が広がり，やがて多

層の葉状部，茎状部，付着器を発達させ，通常の胞子体と区

別ができないようになる O しかし，仮根が形成された場合で

も，高水温 (150Cと180C)では正常に発達しない個体の割合

が高くなり，正常な発達が阻害される。

細胞塊型:この型は，マコンブ，スジメおよびワカメで観

察される。カルス様細胞塊は 5~ 180Cの水温で、見られ，スジ

メとワカメでは 10"(;と15"(;でよく発達する(図 13)。特にス

ジメではプロトプラストの殆どがこの型を示す(Matsumura

準備中)が，マコンブでは稀であまり発達しない。カルス様

細胞塊は不規則な細胞分裂によって発達し，様々な形，サイ

ズの細胞塊で構成されており， 1~2ヵ月後，縁辺の細胞から

仮根細胞が分化・形成されると葉状部が出現する。 1つのカ

ルス様細胞塊からたくさんの葉状部が成長し(図 14)，いず

れも正常な胞子体と区別ができないようになる。

糸状体型:スジメとワカメのみで認められ，これら 2種は

表2 海藻の細胞培養におけるプロトプラストの再生様式の例

種 再生体 文 献

緑藻 Enteromorphacompressa カルス，胞子嚢様の細胞塊，藻体 Reddy & Fujita 1991 

Monostroma angicava カルス，藻体 Saga & Kudo 1989 

Ulva angustata カルス，藻体 PolnトFuller& Gibor 1987 

褐藻 Cladosiphonokamuranus 胞子嚢様の細胞塊，藻体 Uchida & Arima 1992 

Sphacelaria sp. 藻体 Ducreux & Kloareg 1988 

紅藻 Bangiaatropurpurea E車体 Araki et al. 1994 

Gracilaria asiatica 糸状体，カルス，藻体 Yan & Wang 1993 

Grateloupia filicina 糸状体，藻体 Chen & Chiang 1994 

Porphyra crispata 糸状体，カルス，藻体 Ar Gall et al. 1993 
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図5

いずれも l年生の種類であることを考えると興味深い。この

糸状体 (図15)は，コンブ目の自民小な配偶体と酷似 しており，

プロ ト プラス ト を L5
0

C ま たは 18
0

Cで 2 ~ 3 ヶ月培養した時に

見られ，l ~数細胞で分裂を停止 した細胞(ワカメの場合)あ

るいは未発達のカルス様細胞塊 (スジメの場合)から形成さ

れる。雌雄の配{肉体に酷似した糸状体は同じ株に出現し，造

精器と生卯器が形成され，精子と卵が放出される。受精の有

無は確認できていないが この放出卵に由来する胞子体 (1豆l

16，17，18)は，通常の雌雄配偶体問で行われる受精によって生

じる胞子体と全く同様の発生様式を示す。ワカメの場合，こ

こで示した糸状体型によ って最も多くの胞子体が再生される

が，このほかに，糸状体の休細胞に由来する胞子体 (図 (9)

の出現も認められる。

直接発生型において，数細胞のl時期に仮根を発出できない

t
・‘•• 
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図10-12ホソメコンブプロ トプラス トの再生。直接発生型

図10出1111]包壁を再生したプロトプラスト。スケール =25μm

図11仮級制1¥胞を分化した再生体。スケール=50μm

図12禁状jj:l¥が多層化 (矢1:11)した再生イ本。スケール=300pm
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松岡 1986，三本菅ら 1986)があるのでここでは詳しく述べな

いが，著者らは，約 10CI11に成長した段階で，養殖用のクレ

モナロープ(直径 約2111111)で茎状部を締り， ilu:7l'<.を連続流水
した屋外タンクでさらに成長させ，海水jRLに適応 させた後， 3

個体ずつ養殖用ロープ(親縄，直径約5CI11)に挟みこんで水

深 1 ~ 5111 に垂下させた。

コンブ目植物 H重の再生体はいずれも海中育成中に枯死す

ることはなく， 1月から 6月ま での期間， (水温 15
0C以下)，対

照と同様，順調に成長した。図25には5カ月間海中育成した

マコンブのプロ トプラス ト再生体を示した。7種とも，海中

育成5ヶ月後の再生休と対照の胞子休の全長(ワカメの;場合
14 

ーーーー は茎長)や業IIJmはほぼ同じ(有意差なし)か，対照より長く

図13，14ワカメプロ トプラス トの荷生。k:1I1胞塊型

図13発達したカルス様刻UJJ包塊。スケール =100μm

図141つの細胞塊から多くの再生体が出現。スケール =2111111

発生体は， 茎状部，付着慌を形成 しない主ji層あるいは多層の

葉状部など，種々の奇形を示す。IJG120-24にホソメコンブで

認められた奇形の例 を示したが，これらはいずれも途中で成

長を停止し，枯死する。細胞塊型についても同様で，仮根純II

胞が形成されない場合には奇形(完全体にな らない)を示す。

このことから，仮根細胞の分化が胞子体の成長の方向性 (極

性)を決定するのに不可欠であり ，コンブ目植物の初期lの形

態形成過程で最 も重要な段階と位置付けることができる。

海中育成

著者らの研究では， 1996年 1¥月から1997年の 1I月の l年

間，コン ブ目槌物7種のプロ トプラス トから再生した幼胞子

体と通常のutll:t.fE配偶休から得られた受精卵に由来する幼胞子

体 (対照)の育成試験を行った。いずれも同時期に屋外タ ン

ク;培養に移し，北海道南茅部町臼尻irj'で海中育成を行い，成

長と形態の比I肢を行った (MatslIl11l1ra1999， MatslIl11l1ra et al. 

2001)。

海中育成方法についてはすでに多くの解説(例えば，秋UJ'

|豆115-18ワカメプロ トプラス トの再生。糸状体型

図15糸状イヰの発出。スケール =50μm

図 16，17放出卵からの再生体。スケール =50μm

図18再生した幼胞子体。スケール =2111111

~. 

図 19糸状体の体*IIIJJ包から直接発達した再生体。スケール=50μm

幅広くなる傾向 (主にコンブ属)が認め られた。外部，内部

形態ともに両者間で速いはなく，コンブ目植物に特有の表層，

皮層，髄層からなるラミ ナリア構造を示していた (MatslIl11l1ra

1999)。さらに，プロ 卜プラス ト由来と受精卵由来のマコンブ

とホソメコンブでは 4 ~ 6 月 (禁状部の先端部)と 1\ 月 (全

域)に，スジメとワカメでは6月にそれぞれ子嚢弦E(ワカメ

の場合は胞子葉)が形成された。また，これらの胞子嚢鮮か

ら放1:11された遊定子は，培養の結果，utff:tr:lt異株の配偶体に成

長し， 卵 と精子の受精によって正常な胞子体 を形成すること

が伺:かめられている。

おわりに

褐藻コンブ目植物において，プロト プラ ストの再生体が天

然藻体と同じ JI~状 ・ 大きさに再生することが明 らかにな っ た

20ー回目

24 

1i'S120-24 ホソメコンブAの 1&: jl~剤IIJJ包未分化の奇形再生休

図201:ji陪の再生体。スケール =100μm

図2引1，多多!府荷音部|目l分をもつ開

|図Z辺122，2幻3多昭の忠創刺刺11川11リ!胞泡塊状の再E生lとミ汁イ体本九。スケ一jルレ=300μmηl(ο22勾)， 1 00~l l11 
(23) 

図24カルス械の再生体。スケール=IOOpl11
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は，ここで示 した低水温条件 (5"C)のほかに，植物ホルモ ン

による誘導 (山中 1990)も有効であろう 。もしこのことに成

功すれば，高水温 (ISoC以上)で発生してきた胞子体をうま

く育て， 高ilutifli1性のあるコン ブ目植物の選抜 -作出ができる

かもしれなし、。

ワカメとスジメのプロト プラス トの再生過程では，配偶体

に酷似したutlUft同株の糸状体が観察されたため， これを鉄酢

酸へマト キシ リン溶液によ って染色体を観察した とこ ろ，糸

;1犬体と それから発生 した胞子体はいずれも二倍体であっ た。

このことは無胞子生殖によって二倍体の配偶体から無配生殖

によって胞子体が形成された ことになる。観察数が少ないた

め，今後はフローサイト メ トリ ー等の手法を用いて核相の解

析を行う必要があるが， 結果に よっては， コンブ目植物の三

倍休，四倍イ本作出の有効な手段になる。

著者らの研究では，主に培養 した幼胞子体を用いている。

しかし， JJ包子体の成長段階 (年齢)とともに再生個体数の減

少が観察されており ，このような藻体のプロト プラスト から

効率的に再生諜体を導くことが今後の重要な謀題である。

以上のように，コンブ目植物の細胞培養には課題も多い

が，興味も尽きない。本稿がコンブ目植物のバイオテクノ ロ

ジーに少 しでも役に立てば誠に幸いである。
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表3コンブ目純物 7程から単離したプロト プラストの再生と発生過程

松村

こ とに よ り ， 有用 な 71~質の遺伝子を持つク ロ ーンの培養によ

る品種改良，種苗の生産や保存がある程度実現可 能なと ころ

まできている (表 3)。

著者らの研究で得られた知見では，コンブ田植物の胞子体

の成長には仮根の分化が極めて重要であり ，こ れによ りその

後の成長の方向性が決まってくると考えられる。この仮説が

正しければ，仮根を分化できずに成長を停止 した発生途中の

記III胞でも，仮根の分化を人為的に誘導でき れば，さらに発生

段階を進める ことができることになる。仮根分化の促進に

[;g:[25 5ヶ月|羽海中培養し君子;N加を形成したマコンブプロト プラ

スト由来の完全体 (約7111)。スケール=20cl11

再生様式

直按再生型

細胞塊型

直扱再生型

直接再生型

直抜再生lli

直篠再生型

直妓再生型

*IIIJJ包与l!，型

糸状体型

直J妥再生型

制BJ胞.!lI!，型

糸状体型

L. religiosiJ 

L. e1l1gUSlBl1I 

L. longissima 

何ellma日iellacrassifolia 

Costaria COSlaw 

ム未雌認

Undaria pill1wlilida 

Laminaria japonica 

;渠干]fi

OV'!fj認
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筒井功:ベトナム海藻事情 (1 ) 

ホンダワラ類の生態・採取 -利用

赤い夕日がメ コン川に沈んで、ゆく。 行き交う船の航跡は，

黄金色の乱反射となって残像を残す。そんな風景を眺めなが

ら， この町で海藻の研究ができたらいいのになと感じた。け

れども ，川には海藻がないのだからそんなことはできるはず

がないと，ばかげた想いを頭の中からすぐに消し去ったこと

を今でもはっきりと覚えている。1998年の旧暦正月，旅先の

カン トー(1)(CanTho)という JII]でのことである。当時は能登

半島にある海の自然観察館で海藻類の生態研究をしていたが，

機会あるごとにパックパックをかついでL東南アジアの国々を

歩き回っていた。数多い東南アジアの国々の中で，とごういう

わけかベトナムに惹かれるものがあったのだ。そんなメコン

デルタの問を，その後海藻調査のため幾度となく訪れること

になろうとは，当H寺考えてもみないことだった。

その後仕事を辞め，京都大学の大学院に進んだ。1999年 12

月からは文部省 (当時)のアジア諸国等派遣留学制度によ っ

て，ベ トナムの海藻類について研究する機会を待た。およそ

二年の留学期間終了後は私費に切 り替え，現在も引き続きベ

トナム中南部の都市ニヤチャン (NhaTrang)を拠点として調

査を続けている (匡I1 )。

筆者は，ベトナム の海藻類を題材に学際的な視野から調

査 ・研究を行うことによって， I海藻類からみえてくるベ トナ

ムという国」を理解し，将来は東南アジアや熱帯域の海藻類

に関心をひろげたいと考えている。ここでは，ベトナムに滞

在するなかで見聞したり体験したりしたことの中から，海藻

類に関わることについて紹介したい。

士課程も併設されている。海藻類関連では，1998年にここで

修士号を取得した レ テイ ・ホン ・モ (L巴ThiHong Mo)氏

が分類や生態について教鞭をとっている。ベトナムには水産

大学はこの一校のみで，水産学科がハノイ農業大学，ピン大

学，フエ農業大学，ホーチミン市農林大学，ニ ャチャン水産

大学ホーチミン市分校，カント一大学にそれぞれ併設されて

いる。この大学からバイ クで数分のところには，養殖研究所

第三研究所 (Res巴archInstitute of Aquaculture No. 3)があり ，

海産魚類や甲殻類，員類などの種苗生産 ・増養殖に関する研

究が行われている。しかしながら海藻類に関する研究は行わ

れていない。なお第一研究所はハノイに，第二研究所はホー

チミン市にそれぞれ設置されていて，行政上の立場は三研究

所とも対等である。

調査拠点として筆者がお世話になっているのは，物質科学

中国

海洋研究のさかんな町司二 ヤチャン | タイ
ニャチャンはi旬、業と観光の11汀である。また同時に海洋研究

のさかんな11りでもある。IIQの南には， 1923年に開設された歴

史ある海洋研究所 (lnstituteof Oceanography)があり ，海に関

わる物理学 ・化学 ・生化学・動物学 ・生物工学・ 1漬物学 地

理学などの研究が行われている。小さな博物館なども併設さ

れており，研究者や技師 ・]隊員あわせておよそ 200名を数え

る。海藻類関連では，グイェン ・フウ ・ダイ (NguyenHuu Dai) 

博士やファム ・フウ・チ (PhamHuu Tri)氏 ら数名が分類や

生態の研究を行っている。通常の場合，ベ トナムの国立機関

の本部は首都ハノイ (HaNoi)におかれるが，海洋研究所は

例外である。ニャチャンの研究所が本部であり，ハノ イと北

の港町ハイフォン (HaiPhong)とにそれぞれ支所が設置され

ている。なおハイフォン支所にも海藻研究者が数名いる。

方町の北に位置するホンチ ョン (HonChong)にはニャチャ

ン水産大学 (NhatrangFish巴riesUniversity)がある。この大学

は経済 ・加工 養 殖 漁 業 -漁業機械の 5学部からなり，修

区11 本稿に|刻係するベトナムの111]の位置 ①ハノイ， ②ハイフォ

ン，③ダナン， @クイニョン， ⑤フ'オンマトゥォト， @ニャチャン，

⑦ダラァト， ③ファンラン，①ファンテイエ y 卜，⑪ピンユオン，

ホーチミン1'11，⑫チャーピン， ⑬カント ，⑪フーク オツク島
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研究所ニャチャン支所 (Instituteof Materials Science， Nhatrang 

Branch)の海洋資源 -有機物質研究室である。この支所は 1990

年にun.の中心地に新設されたもので，当研究室には上記海洋

研究所研究員の一部が異動 してきた。当研究室の設立当初の

目的が，オゴノ リ類の養殖事業を拡大するための調査 .liJI究

であったこともあり ，これまでの酬究対象は海藻類のみであ

る。室長であり 研究所の高IJ所長でもあるフイン・ク ァン ・ナ

ン (HuynhQuang Nang)氏を筆頭に，約 15名のスタッフが養

殖技術開発 -分類・生態 ・化学分析-加工などの研究に従事

している。現在当研究室がもっとも力を入れているのが，キ

リンサイ類養殖事業の拡大である。なお物質科学研究所の本

部はハノイにあり ，ホーチミン市にも支所がある。

ホンダワラま買の多いニ ャチャンの海

熱帯海岸の一般的なイメージは 「エメラルドグリーンのサ

ンゴ礁の海」であるが，ベ トナムなど東南アジア大陸部沿岸

では，i可 )11水などの影響をうけるところが多く，サンコ.1i(!~が

見られるところは少ない。

ベ トナム沿岸でホンダワラ類の~E.育がみられるのは， 北部

のハイフォン周辺，ダナン (OaNang)からファンテイエッ ト

(Phan Thi巴t)に至る中~中南部，シ ャム湾のフークォック

(PlllI QUOC)島周辺である (Huynh1998)。その中でも特にベ

トナム中~中南部地域で、の生育量が多く ，沿岸住民によって

ホンダワラ類が採取されいる。

ニャチャン周辺でのホンダワラ藻場としては，北部のパイ

テイエン (BaiTi巴n)からパーラン (BaLang) にかけての禍

岸およびホンチヨン，南部のカウ ダー (CauOa)，ソンロー

(Song Lo)，ミ ェウ (Mieu)島などで比較的大きな群落が発達

している(図 2)。パイティエンなど東に聞いて北東季節風に

より強い波浪の影響を受ける ような場所では，アッパモクや

トサカモク ，Swgassum mcc/urei f. duplicatum， S. oligocystum 

などが多く生育している。いっぽう 波浪から比較的遮蔽され

るパーランやソンロー，ミェウ島南岸などでは S.mcc/ureiや

コパモクなどが優占する。S.mcc/ureiは浅所の岩の上部に多

パイティエン

パーラン
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[~[ 2 ニャチャン周辺の地[~[ ①養殖研究所第三研究所，②ニャチャ

ン水産大学，③物質科学研究所ニャチャン支所， ④海洋研究所

@3コハモクの生育状況 (20001，[:4月ソンローにて)

く，コハモクは岩の裂け目や窪みの1!!1J而ならびに砂や小J擦が

やや被裂したような場所に生育する傾向がある (Ijgl3 )。また

チ ェ 一 (Tre ) 島東部やムン ( Mun) 島などでは，河川水の);f~

響を受けにくいのでサンゴ類が多く ，ホンダワラ類の生育は

非常に少ない。

ホンダワラ類は低沖VWil付近から水i~~K!'J 2mの範囲の浅所に

多く生育し，それ以深では死サンコ、や転石，岩などの着生可

能な基質があっても ，生育する種数や生育量は非常に少ない。

またホンダワラ類の季節消長もはっき りしている。コパモ

クやs.mcc/ureiをはじめ多くの種が， 北東季節風がおさまり

淘が凪ぎは じめる3月頃にも っともイ本長が長くなり， 4月頃成

熟する。その後6月頃にはほとんどの極の主枝は流失する。そ

して，北東風が卓越し雨季が始まる 10月頃より再び主校が

徐々にや|ト艮し始める 。 1 ~ 2 月 には雨季は終わるが，依然とし

て北東季節風の強い日が続き ，多くのホンダワラ類の主枝は

このH寺WJに急伸長する。このような状況なので，潜水観察す

るH寺則により 海中の景観はかなり異なる。

ホンダワラ類の採取

ホンダワラ類はニヤチヤン沿岸一帯の広い範囲で採取され

ている (図4)。ホン夕、ワラ類採取の「口開け」などは特にi犬

められていないが，例年旧暦正月明け (太陽暦の 1 ~ 2 月 の

問)頃から始まり，毎年 3 ~ 5 月 頃に最煤期をむかえる 。 し

かしながら 2002年の場合は，肥料会社からの要求があり， 1日

暦正月前に採取が始まった。ホンダワラ類の採取は，日の1:1:'，

直後の午前 6 ~ 7 時頃には始められる 。 ほとんどの場合ひと

つの採取グルーフ。は一家族で村j成されるが，ホンダワラ類を

採取しないときは，家長などが道路工事などの日扇1い労働等

に従事している場合が多い。彼らは水中マスクだけをつけて

潜水するか，あるいはそのまま海の中にj臨まで‘浸かつてホ ン

ダワラ類の主枝を手で引き採る。その|祭に付着探ごと抜けて

しまう個体の割合も多い。女性が水中マスクを使用すること

はない。採取対象となるのは，コパモクや S.mcc/urei， S. 

oligocystumなど深体が比較的柔らかいホンダワラ類で，特に

極を限定することはない。ラッパモクなどの藻体が硬いも の



は対象にはならない。採取されたホンダワラ類は，およそ 2

日かけて浜で、天日乾燥させる(図 5)。ここ数年の浜値は，乾

fAEホンダワラ1真1kgあたり 500~ 600 ド ン (2)である 。 4 ~ 5

人の平均的採取グループで， 一日働いて20，000~ 30，000ドン

になるという 。ニヤチャンにおいて，道路工事などの 日雇い

労働では一人あたり 一日の賃金はお，000ドン程度， 30歳前後

の大学卒の公務員 (研究職)の基本給から計算した一 日の賃

金(3)は20，000ドン弱，ゴミ回収員のそれ(のではおよそ 25，000

~ 26 ，000 ドンである 。 もちろんこれだけでは一家が食べてゆ

けないので，家長が別の仕事をしたり，また家族が別の手段

で収入を得るなどして，お金を持ち寄って生活するのが一般

的なベトナムスタイルである。ニャチャンのような地方都市

では， 30歳代中ばの平均的家族 (夫 -萎 ・子供 1~ 2人)だ

と，賢沢しなければ一ヶ月2，000，000ドンほどで暮らしてゆけ

る。筆者も彼らの視点から身をもってベ トナム を感じ取りた

いと考えているので，できるだけ地元の人たちと同様の暮ら

しを心がけている。話がそれてし まったが，数名で作業して

いるとはいえ，一日20，000~ 30，000ドン稼ぎだせる機会があ

るホンダワラ類の採取は 良い副収入であるといえる。

ニャチャンには，北はクイニヨン (QlliNhol1)近辺から南

はファンラン (Phal1Rang)周辺までの近郊一帯で採取された

ホンダワラ類を回収する付l買業者がいる。年による変動はあ

るものの，この一帯で年聞に乾燥重量にして約 200~ 400ト

ンのホンダワラ類が採取されるという 。

ホンダワラ類の採取に関するサイズや方法，仁|開けなどの

規制，あるいは漁業協同組合のような組織はなく ，誰でもホ

ンダワラ類を採取できる。

このように採取されたホンダワラ類は， 地元ニヤチャンで

@4 ホンダワ ラ類の採取 (ホンチヨ ンにて)
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ngls採取されたホンダワラ類の乾燥 (バーランからパイティエンに

かけての海岸にて)

は観光客へのみやげ用として市内でもっとも大きいダム

(Dam)市場で売られるほか，残るほとんどはベトナム南部に

運ばれ，後述の「ホンダワラ類を利用した清涼飲料」や肥料

の原料として使われることがわかってきた。

ホンダワラ類の利用

a， rホンダワラ ~J[ を利用した清涼飲料」

ベトナムにおけるホンダワラ類利用の一例としてMaSlldaet 

al，(1993)が甲状腺肥大の治療と予防のための「薬用茶jとし

て用いると報告している。ベトナムには中国から伝わった漢

方をトウオツクパック (thllOCbac) ，漢方をベトナム流にアレ

ンジした「ベ トナム漢方」あるいは「越漢方」とも呼ぶべき

薬草類を 卜ウオツクナム (thuocl1am)と呼ぶ。 トウオツクナ

ムに言宇しい人々に子並!支も聞いてみたカ 卜ウオツクナムには

ホンダワラ類は使わないそうだ。そのため「薬用茶」は

トウ オツクハック的な利用方法であると考えられるが，実|僚

に利用する人々の数はあまり多くない。

むしろ筆者が今注目しているのは. rホンダワラ類を利用

した清涼飲料(5)Jである。ホーチミン市やメコンデルタ各地

のベトナム南部では.rホン ダワラ類を利用した清涼飲料」の

屋台を頻繁に見かける (図6)。この屋台は，特にホーチミン

rl'iの中国系ベトナム人 (輩ー人)が多く居住する地区で多く，

「海草」と漢字で、~ìt記して看板が掲げられていることもある 。

このように，ベ トナム南部では「ホンダワラ類を利用した清

涼飲料」は一般的な存在だが，ベトナム北部~中部では今の

ところその存在を維認していない。筆者の住むニャチャンで

も，地元出身の人々のほか様々な出身地の人たちに.rホンダ

ワラ類を利用した清涼飲料」を飲むかどうか，またかつて飲

んだことがあるかどうかあるいはその屋台を見たことがあ

るかどうかなどについて，機会あるごとに聞いてきたが.r飲
む」とか「知っている」と答えた人々はほとんど南部の出身

者であった。昨年 5月，ニャチャンで初めて「ホンダワラ類

を利用した清涼飲料」の屋台がでているのを見かけ，早速話

を聞きに行ってみたのだが，ホーチミン市から最近ニャチ ャ

ンに引っ越してきた人が新らたに商売を始めたとのことだ‘っ

た。
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「ホンダワラ類を利用した清涼飲料Jは，ホンダワラ類を煮

て諜体を取り 出した後の褐色の液体に，砂糖を入ることに

よって甘味をつけたものである。通常'はこの液体に氷を入れ

て冷やした状態で、販売される (1豆17)。色はjtt褐色で，海藻類

独特の磯臭さもなく飲みやすい。特に女性や子供の問で好ん

で飲まれている。ホーチミン市でもメコンデルタ各地でもグ

ラス一杯が 1，000ドンである。屋台で飲むアイスコーヒーが

グラス一杯約 2，000~ 2，500ドン， コカ ・コーラ一本が2，000

ドンであるのと比べると，比較的安filliな飲み物といえる。飲

んでいる客たちに 「なぜ飲むのか」とたずねてみると ，I暑い

時に体を冷まして疲れがとれるからJなどとの回答が多く ，

薬用的な意味で、飲むという意識はない。売る1J!iJの屋台のおか

みさんなどと話してみると 彼女 らの一部にはホン ダワラ類

が甲状腺肥大などの予|坊として有効で、あることを知っている

人もいる。「ホン ダワラ類を利用した清涼飲料」の屋台では，

菊の花を原料としたやや黄色みの強い「菊茶」なども 同H寺に

扱っている場合が多く ，これらの飲み物もやはり暑いH寺に体

をさますと考えられている。

原料となるホンダワラガ!は，ホーチミン1'11の ii~人街で、は漢

方薬の卸庖で，カン卜ーでは市場の乾物屋なとで，そしてカ

ントー以外のメコンデルタの地方都市では漢方薬庖などで扱

われている場合が多い(図 8)。各地の屋台で， Iホンダワラ類

を利用したj青涼飲料」には どんな種類のホンダワラ類がいい

のかと聞いてみると，カン トーでは別にどの極でもいいと聞

いたが，チャービン (TraVinh)ではコパモクを煮たH寺に早

く色がつくのでよく使う とのことであった。

なお，都市部のスーパーマーケッ トなどでは，中国語で「海

藻茶」と普かれ，ベ トナム詰と 英語でもm:記されたティー

パックが一箱20袋入りで販売されている。これには紅茶やサ

トウキ ピなども混合されているがベ トナム諾で書かれた用

途 ・効用の欄には， Iヨード分が多く含まれている天然成分の

消法、飲料jと説明されている。

「ホンダワラ類を利月3 し た 1r~:涼飲料 」 に関しては，まだ調査

を終えていないのではっきりしたことはいえないカたその利

区16屋台の前で「ホンダワラ鎖を利用 した清涼飲料」を飲む親子

(チャーピンにて)

lil7 IホンダワラJJ!を利用 したj背涼飲料J(ホーチミンiIiにて)

!日がベトナム南部を中心としていて特にホーチミン市の華人

街に多い反而北部などでは見られないことや，ホンダワラ鎖

の多くが漢方薬関連商庖で扱われていることなどから，ハノ

イを中心にベトナムの文化に古くから影響を与えてきた中国

文化と は別で，19世紀はじめ頃ベ トナム南部に入組し開拓 し

ていった華人たちあるいはその子孫たちによって当初jは漢方

薬として利用 されはじめ，それがベ トナム人(6)に伝わり ，そ

の過程で次第に本来の漢方薬的な利用から清涼飲料としての

利用に変化してきたのではないかと感じている。この点に閲

しては，ホーチミン1'11の華人街を 中心に，詳細な調査を進め

てゆく 予定である。

bo lJ~îq 

ホンダワラ類は肥料としても利用されている。特にホン ダ

ワラ類が生育する沿岸部などでは，畑作農家がホンダワラ類

を採 りにきて トマ トやイモなどへの肥料 として使う という 。

しかしながら筆者は，ニャチャン周辺でoj:1J]作農家がホン夕、ワ

ラ類を直接肥料 として使っているのを，これまでに見かけた

ことはない。詳細は今のところ不明のままであるが，化学肥

料が一般化した現在では，このようなかたちで使用 されるこ

とカfなくなってしまったのかもしれない。

いっぽう海藻類を使った肥料製造産業が近年急速に発展し

ている。|主J:iII1の会社がホーチミン市に隣接するビンユオン

(Binh Duong)省に数lj(lあり，そのうちの一軒であるH社の事

例をあげる。オーナーはオース トラリア に渡った越{告の人で、



図8 ~!l:物屋で販売されているコパモク (カント ー にて )

ある。オース トラリア在住11寺に科学雑誌などで海諜類を使っ

た肥料の記事を読んだ|努，多くの先進国がそうであるように

将来ベ トナムでも食品の安全性という観点から， 化学肥料よ

りも有機肥料が見直される|時期がくるだろ うと感 じたという。

その後ベトナムに帰国し， 1997年に海藻肥料会社を興した。

従業員は研究経理 ・管理 ・製造などの各部門あわせて総勢

で 100人弱である。

会社の敷地は，主として事務管理兼研究棟と原料保管倉庫

や作業場も兼ねる製造工場棟の二棟からなり ，空き地などに

は野菜類への肥料の効果を実験するための小さな トマ ト州が

ある。

許証肥は トンの水に対して乾燥ホンダワラ類 300kgの割

合で混合したものを加熱した後，藻体をとりだし，こ れに他

の成分を混ぜあわせて作られる(固め。とり だした藻体もif!l:燥

後に 1kg 以下の粉末にし，鶏;V，rなどと混ぜ，粉末l肥料として

利用される。2000年の実績で 36トンのホンダワラ類が佼わ

れたが，ホンダワラ類の種類は特二にこ だわっていないという 。

できあがった液肥はプラス ティックボ トlレに詰められ，

2001年の時点で， いjットルボトル l個 14，000ドンで販売さ

れている。液肥の用法は主として葉耳目散布であり ，マンゴー

などの果物各種，コショウ，コ ーヒー，キャベツなどの町'菜

類，稲などにも効果があるとのことだった。

売り 上げは年々伸びており ，1998 ""I~ には 3 ，000 ト ン ほ どの

粉末肥料と約 10トンの液肥が売れたにすぎなかったが，2000 

年には約20，000トンの粉末肥料とおよそ 120トンの液肥が売

れたという 。これまでの売り上げのすべては南部地方である

が，今後は I~哨[Sや北部にも プロ モ ー シヨン を行いたいとオー

ナーは語った。中部のダラ ァト (DaLat)は高原野菜の産地

であるし，ブオンマトゥォト (BuonMa Thuot)にはコーヒー

のプランテーションがある。そこのj克家の人たちに海藻の液

JJ巴や粉末肥料が受け入れられるならは、，今後液)J目産業はかな

り伸びてゆくのではないかと感じた。

C.その他

ホンダワラ類は，かつてアルギン酸工業の原料としても利
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用されていた。ニャチャンでも ，ある工場が 1993年からアル

ギン酸と寒天の製造を開始したが，双方とも品質が低く，ア

ルギンl般はお よそ2年で，寒天の方は約 5年で製造が中止さ

れた。現在はミネラ ルウォータ ーとビールの製造工場として

稼働 している。なお現在ベ トナムでは，アルギン酸を主とし

て中国から!愉入しているが，輸入量などの詳細は不明である。

Masuda ec al. (1993)によれば，ホンダワラ類は食用として

も利用 される。しかし残念ながら，筆者自身はホンダワラ類

を自分自身が実際に食べる とか食べていたという 人たちに ま

だ出会ったことはない。ドイモイ以降のベトナムは様々な面

で変化が非常に早いので，このような習慣もなくなりつつあ

るのかもしれない。ただしホンダワラ属ではないが，中国産

のヒジキが一部の漢方薬庖では販売されており，もどして豚

肉などと一緒に煮たりスープの具にするなどして食用にされ

ている。値段は 1999""1三7月の|時点で，乾燥ヒジキ Ikgあたり

80，000ドンであった。なお当日寺， 同庖でのベ トナム産乾燥ホ

ンダワラ1耳の{耐格は 1kg 6，000ドンである。

終わりに

ホン夕、ワラ類を一例として，海中の生育状況から，地先で

の採取，その利用 までを概観した。ホンダワラ類は浅所に生

育 し， 3月頃に もっとも藻休が長 くなる。この時二期は北東季

節風がおさまって海が静かになり，また水温も上昇するので

容易にホンダワラ類を採取できる。さらに乾季でほとんど雨

が降らないため，採取 した藻体の乾燥にも適している。この

ようなベ トナム 中南部特有の気象現象とホンダワラ類の季節

消長 ・分布特性などに より 潜水などの専門技術を特に必要

としない簡単な方法で副収入を提供できるのである。こうし

て採取されたホンダワ ラ類は生産地から航れたベ トナム南部

で，主として「ホンダワ ラ類を利用 した清涼飲料」や薬用茶，

または肥料などとして使われる。現在のと ころ，ベ トナムに

おけるホンダワラ類の需要はあまり多いとはいえず，筆者の

潜水観察で、も資源的には特に問題がないように思われた。今

後「ホンダワラ類を利用した清涼飲料一」ゃ薬用茶の消費がベ

トナム国内で、急激にi則J日するとは考えられない。しかしなが

1:g19海藻)肥料製造会社の販売促進HJカレンダーの一部(各種ボトル

がifiiJl~のパッケージである )
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ら，もし海藻肥料産業が拡大しホンダワラ類の需要が高まれ

ば，ホンダワラ類の採取に関して， I口開け」などの採取開始

時期をはじめ，サイズや場所，方法，量などについての規制

がなにもなく，付着器ごと無造作に採取してしまうような現

在の状況では，すぐに資源が枯渇してしまうであろうことは，

簡単に想像することができる。資源保護の立場からも，様々

な視点からホンダワラ類を調べておく必要性を感じている。

本稿の執筆にあたり，京都大学大学院農学研究科の鯵坂哲

朗博士にご教示いただいたので，ここに感謝の意を表します。
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of the world. (Critchley， T. A. and Ohno， M. EdsふJapanlntemational 

Cooperation Agency， Tokyo. 

Masuda， M.， Ajisaka， T.， Kawaguchi， S.， Huynh， Q. N. and Nguyen， H. D. 
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Phycol. 41 :39-42. 

脚注

(1)本稿では，ベトナムの地名や人名などについて，できるだけ現地

語の発音に近くなるようカタカナで表記し，初出時にはそれに続いて

カッコ内にアルファベットでも示した。ただし使用できるフォントの

都合から，このアルフ 7ベットはベトナム語正書法とは異なる。国名

に関して，日本では「ベトナムHヴェトナムHヴイエトナムJなど

が使用されているが，最も通用している「ベトナムjを使用する。ま

た方言によって人々の発音が異なるため，地名はできるだけ地元の

人々が使っている発音に近いかたちでカタカナ表記した。なお人名は

姓・ミドルネーム・名の順で，ミドルネームを持たない人や逆にミド

ルネームを 2つ以上もつ人もいる。本稿でも人名についてはこの順番

で記す。人を呼ぶ際には姓ではなく名を呼ぶのがベトナムの習慣で，

肩書きや敬称も名に用いる。たとえば，チャン・マイ・ドゥック (Tran

Mai Duc)という人がいたとすると，英語では通常Mr.Tranであるが，

ベトナムではMr.Ducというように{受う。このようにまぎらわしいの

で，外国人がベトナム人の姓と名を混同してしまう場合が多い。

(2) 2002年2月の時点で l円=約 120ドンである。

(3)週休二日のため， 1ヶ月の労働日数を 20日として算出した。

(4) 1ヶ月の休日が 1-2日なので，労働日数を30日として算出した。

(5)この飲み物を増田らのいわれる「薬用茶」と混同することなく，

また誤解を与えない呼び名をまだ考えついていないので，ここでは仮

に「ホンダワラ類を利用した清涼飲料Jと呼んでおくことにする。

(6)この場合は狭義のベトナム人，すなわちベトナムの人口の約90%

をしめるといわれるキン族の人々。

(606-8501京都市左京区吉田下阿達町46京都大・院・アジア・アフ

リカ地域研究研究科現住所:Institute of Materials Science， Nhatrang 

Branch， 2 Hung Vuong， Nha Trang， Khanh Hoa， Vietnam) 
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シリーズ

寺脇利信 l・新井章吾2: 9 .宮崎県門川湾乙島地先

はじめに

本シリーズ4で，九州太平洋岸の日向灘中央部にあたる，宮

崎県川南地先のクロメEckloniakuromeの藻場について報告し

た。ここでは， 1989年に観察されたクロメが， 1994年にはア

イゴS忽anus命'scescens等藻食性魚類の採食によって衰退する

という，藻場の景観の劇的な変化を模式図として表現した(寺

脇・新井 2000)。

今回は，川南地先から 30kmほど北上した門川湾乙島地先

において， 1990年と 1997年に砂泥海底に築造された防波堤

沿いの藻場を観察する機会を得た。宮崎県沿岸では，カジメ

Ecklonia cavaが門川湾の南方に隣接する日向市地先まで確認

され，それ以南では認められていない(百合野ら 1979)。月

館ら(1991)によると，宮崎県において，カジメは，門川，都

農および川南地先に認められるが，岡村(1936)が記載した宮

崎県南部の油津にはクロメが認められなくなっている。また，

門川湾の乙島地先に生育しているカジメについては，平均全

長74cm，茎長30cm以下の小型の藻体であるなどの形態的特

徴から，基本的に年齢3年以下と考えられている(月館ら

1991)。

1994年には門川地先においてもカジメとクロメの藻場が著

しく衰退し， 1995年と 1996年に門川湾の数カ所からクロメ

o 200km 
'--ー......... 

の小規模な藻場が確認された(清水ら 1999)。門川町地先で

は，カジメが消失した範囲に，後からクロメが入植している

のである。

門川湾においては，宮崎県水産試験場を中心に継続的な調

査が行われているため，藻場の長期的な変動を捉えることが

できた。温暖化による特に冬季水温の上昇傾向が続けば，高

知県にも波及したカジメ消失などの現象(芹津ら 2000)が，

さらに広範囲に発生する可能性が高い。これらの原因の解明

に向けて，定期的な藻場のモニタリングを地道に継続するこ

との重要性を，改めて強く感じている。

9.宮崎県門川町乙島地先

現地の概要と方法

九州の太平洋岸中部では延長60kmにわたって日向灘とし

て砂や礁の海浜が続く。しかし，宮崎県日向市から門川湾以

北では，豊後水道との境界域に近づき，リアス式海岸の地形

的特撒に変化し始める(図 1)。

1990年7月12日に， SCUBAi替*1こより，門川湾の乙島か

ら北西方向にのびる防波堤の沖側に沿って観察した。まず防

波堤の付け根から先端方向に至る水深 l.5mの被覆用コンク

リートブロック上の測線aを観察した。次に防波堤の先端部

図 l宮崎県門川湾乙島地先における防波堤と測線の概略位置



大被度80%，最大全長 81cm，44本1m2，現存量3.0kg/m2で繁

茂していた。しかし，防波堤の付け根部の砂泥海底に散在す

る巨磯上では，カジメの着生基質となる岩~礁が浮泥で被覆

され，カジメは被度，密度，全長とも小さかった。

1997年には， 1990年に調査した乙島から北西方向にのびる

防波堤周辺では，カジメもクロメも観察されなかった。

まとめ

1990年7月12日に，門川湾乙鳥から北西方向にのびる防波

堤の沖側沿いに観察した。カジメは，水深1.5mの被覆用プ

ロック上の中央部から先端部，および，水深9.5mの砂泥海底

に散在する巨磯上に繁茂していた。しかし，被覆用ブロック

の防波堤付け根部，および水深7ふ9.5mの石積みマウンド部

ではカジメの生育が認められず，ウニ類の生息密度が高かっ

た。 7年5カ月後の 1997年 12月の同じ場所で，カジメもクロ

メも観察されなかった。

の被覆用プロックから深所の石積みマウンドを経て砂泥海底

に達する測線bを観察した。最後に測線bの終点から砂泥海

底を防波堤の付け根に戻る測線cを観察した。測線上でカジ

メの生育状況が変化する毎に， 1辺50cmの方形枠を用いて，

カジメの被度を測定した。カジメの被度が小さい測点では，

藻食性の大型底生動物であるウニ類の生息密度を測定した。

さらに，カジメの繁茂状況を代表する数点で1辺50cmの方形

枠を用いて，カジメを刈り取り，個体別の全長と生重量を測

定した。 1997年 12月5日に，同じ測線でSCUBA潜水し，観

察を行った。
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注目点

1990年に，門川湾乙島から北西方向にのびる防波堤の沖側

において，カジメは，水深1.5mの被覆用プロック中央部から

先端部および、水深9.5mの砂泥海底に散在する巨傑上で繁茂し

た。しかし，カジメは，ウニが多数生息する防波堤付け根部

および‘水深7.5-9.5mの石積みマウンドでは認められなかった。

被覆用プロック部は水深が浅く表面の空隙が少ない。一方，

石積みマウンドでは水深が深く空隙と空隙の聞に突起的な基

質が点在すると言える。すなわち，この両者は，カジメの生

育基盤としては，水深および空隙の大きさという表面形状の

両面で異なっている。北海道におけるコンブの場合でも，人

工基盤の構造と表面形状は，海藻類の着生量およびウニ・ア

結果

1990年における宮崎県門川湾乙島地先における藻場の景観

模式図を図2に示した。

被覆用コンクリー卜ブロック上の水深 1.5m(測線a)

防波堤沖側の付け根部では，カジメの生育が認められず，

ムラサキウニAntbocidariscrassip.加a等ウニ類の生息密度が24

個体1m2であった。カジメは，防波堤の中央部では被度50%，

先端部では被度 100%，最大全長98cm，32本1m2，現存量

1.5kg.w.w./m2で繁茂していた(図3)。

被覆用コンクリートブロック上の水深1.5・7.5mおよび石積

みマウンド上の水深 7.5-9.5m(測線b)

コンクリートブロックで被覆された水深7.5mまでの斜面で

はカジメが被度100%で繁茂していた。しかし，水深7.5-9.5m

の石積みマウンド部ではカジメの生育が認められず，ガンガ

ゼDiademasetosumが石積みの空隙部を中心にして40個体1m2

の高密度で生息していた。

砂泥海底に散在する巨醸上の水深9.5m(測線c)

防波堤の先端部から中央部までは，カジメが，巨磯上に，最

門川漁港

…の巨礎

，
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宮崎県門川湾乙島地先における藻場の景観模式図(1990年7月)図2



図31990年7月のI"JJII湾乙島地先防波堤先端部におけるカジメ

ワピ類のすみかとしての有効性に大きく影響することが報告

されている(町口 ・飯泉 1997)。従って，防波堤の付け根音1)

および深所の石積みマウンドでは 石積みの空隙 とい う波

浪・流動の影響が小 さな条件の範囲に藻食性のウニ類が集中

的に生息し採食することによって，カジメの生育がiliiJ限され

ていると考えられた。また，基質を覆う浮泥の影響は，ここ

では，カジメの生育密度を低下させるものの，カジメの生存

を制限するまでには大きくないことが伺われる。さらに，石

積みマウンドより深所であるにもかかわらず， 砂泥海底上に

散在し，砂泥の作用の影響を受けやすい巨磯上では，ウニ類

が少なく採食圧が低いため， 川南地先 と類似の条件 (寺脇 ・

新井 2000)となり，カジメが繁茂していたと考えられる。

清水ら(1999)によると， 門)11地先では， カジメまたはク ロ

メの藻場が， 1994年にアイゴ等の藻食性魚類の採食によって

著しく衰退 し， 1996年には自然に回復した。乙島の東側にあ

る防波堤沖側においては， 1995年に 3x3mの範囲に，翌 1996

年に20x30mの範囲にクロメが確認されているが青水ら 1999)。

しかし， 1997年に，乙島西側にあるこの防波堤沿いには， カ

ジメもクロメも，硲認されなかった。乙島西側のこの防波堤

では，カジメの消失後に入槌したクロメも ，i;菜食魚類の採食

によって，消失したと推定された。
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今後，この防波堤沿いの生育基盤におけるクロメとカジメ

の種交代等を含めた藻場の盛衰と環境条件との関係の把握に

関心がもたれる。その際， この防波堤等に関し， 人工構造物

沿いに一定の勾配で生じる実験的条件を見出 し，護岸マウン

ドの場合(寺脇 ら 1998)と同 じように，実験生態学的な研究

現地として用いる視点が重要で、ある。

また，定置枠内の海藻群落を対象とした，繁茂期と衰退期

の年 21fj]ほどの長期的なモニタ リングによって，優占種の交

代， i:出身の消失または回復などの現象の解明が進むことが望

まれる。
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崎県水産試験場の成原淳一氏 (当時)，大木雅彦氏(当時)，清

水|尊氏(当u寺)，および本模式図を描いていただいた芙蓉海洋

開発の月館真理雄氏(当時)に感謝する。本模式図の公表に
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内村 真之 l・沖幸祐2.アマモ場を水槽内に再現

一宮島町立宮島水族館一

宮島の歴史

本編に入る前に，宮島における水族館の重要性をわかって

頂くために宮島について若干紹介する。

593 iJ'-推古天皇即位の年に厳島中111杜が意IJOsされたのが宮島

の歴史の開始である。宮島は古くから天橋立，松島とならん

でEI本三景の一つで，瀬戸内海国立公園の一角として，特別

名勝 ・特別史跡，風致地区，天然記念物などの指定を受けて

いる。そして宮鳥は長さ約 9km， 1間約 6km のほぼ長)JJI~で，

広島湾の中に浮かぶ一つの鳥であり ，弥LLi， !日りヶ林，岩船!吉

山塊の山々があり，いずれも海岸から急にそそり立っ た JI~で

鳥を形取り ，山塊では花向岩が大きく露出し景観に変化を添

えている。

古くより島そのものが布11として信fJ[Jされてきた宮島は，農

業・漁業，人の居住も禁止されていた。1997年に|止界文化遺

産に指定された厳島ネ11寸J:さえも海(干潟)の上に建てられて

いる(図 1)。現在も鳥内の 10%以下の土地にしか人は住んで、

いないため自然がよく保たれて，南西日本を代表する植物が

驚くほど多く残されており ，街中から 山の]頁まで訓痢1のとれ

た生態系でつながれている。

水族館の歴史

昭和]34年5月に広島県立宮島水族館として創立され，次の

年には博物館相当施設として文部省に指定された。そして，

昭和42年4月には，宮島111]営となり現在に至っている。最近

は大きな水族館が全国に増えていて，それらに比べるとその

規模はやや小さい。大小5011111の展示水槽には，日本国内はも

とより世界各地の海や川から 350種類もの水生動物が集め ら

れ，その数は約 13，000におよび，地域ごとにわかりやすく分

|孟1I lii!i. i:.~神社大XJ};'i} とその Jj'iJjllの hP，)
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類され自然さながらの生息環境で、展示されている。他にも 7

1重の海獣類， 8種のカメ類も生育されており ，特にアシカの

コミカルなショ ーやペンギンが館内を散歩する姿も見られる。

テ yポウウオにエサを捕らせたり，デンキウナギの発電など

の楽しい実験コーナーや水の生き物に直接触れて観察できる

「ふれあいの磯」など，様々なエンターテイメン 卜が25り込ま

れていて，大人も子供も楽しめる水族館とな っている。

藻場 (アマモ)水槽

宮島水族館で、は，最初Jに入ると ，直径 11111の 12角形水槽

(300 m3)に30種3，000尾の魚が乱刻する大型回避水槽を展示

している。さらに，次の暗li'fJの1:1:1に鮮やかに浮かび上がって

いるのがカラフ ルで幻想的な熱部:魚、の泳ぐ浅海サンコni(~水柚

が目につく 。そのすぐ近くに誰もがチラッと目を向けただけ

でj盈り過ぎてしまうような地l床な水槽がある。それがアマモ

場水械で、ある(医12)。この水れlliは，2，000年7月に前述のサン

コ礁水槽と同|時に設置されたが，これらの展示目的は，藻場

(アマモ)とサンゴ礁がそれぞれの海域で果たしている機能

すなわち，相f:魚の成育j揚として，また，水のj争化や|りI:nl!i.の機
能などが似ていると考えられたからである。この2つの水J1111

を同時に展示することで多くの人々に華鹿なサンゴと比較

して，地味な謀j易やifin*'も重要であることを同じように理解

してもらおうというねらいがある。すなわち，海に潜ること

のない人々に，実際の海の生態系を再現化 し，海と|箆と の接

点であるほんのわずかな海域，海や|径の大きさからいえば点

にしか表わせなし、ぐらいの狭い所で、地球の生態系が守られて

いるのだということを，環境保護を含めた大きな視点で考え

てl頁く ことを本来の目 的としている。

|刈2 アマモI1Ui、水41111



本水槽はIlljjj1.5m，高さ 1m，奥行き 0.7mと天然の藻場と比

べてかなり 小さいが，その生態系が上手に再現されている。

水槽の底に敷かれた砂の厚さは 20cmで，表層 2~ 3cmに好

気層，その下が嫌気層とし微小な底生動物が巣を作ってい

るのが観察される 。 水槽にはアマモだけでなく，アマモ j~j に

生育する動物として約 10種類の魚類 (メバル，アミメハギ，

ウミタナゴ，マダイ，クジメ，クロソイ ，ギンポ，クサフグ

など)，ナマコ類，ゴカイの仲間のケヤリムシや，巻貝のコシ

ダカラガンガラ，ナガニシ，アカニシなども謀場の生態系の

一部として展示されている。

水機内の展示アマモは，宮島周辺の天然アマモ場からの株

を移植 l，1年半経った今でもその個体数は変化していない。

分校 (新生)株が出なかった訳ではなくて，出芽は数多くし

たものの水槽内にいたウマヅラハギの稚魚、の摂餌のためにダ

メージを受けて全滅してしまった。ウマヅラハギを排除した

後，再び分校株が発生したが，今度は流入海水とともに混入

したアオサに埋没し光条件の悪化によって， ~Iニ育不良や枯死

が観察された。アオサの繁茂によるアマモの発芽阻害は，天

然の海域でも示唆されている(DenHartog & Pold巴rlllan1975)。

現在このアマモ場水槽は改良工夫され，ほと んど手を加え

ることなく展示が可能になった。設置半年間位は，たった l

日でフk槽壁面やアマモが真茶色になるほど藍諜や珪藻類が繁

茂し，毎日その除去作業で展示が困難なほどであったが，現

在では安定状態にあり， r掃除が不要」と言ってもいいぐらい

手のかからない水槽にな っている。7Jciili'cはアマモが花枝を

作って枯死しないように，18:t2
0

Cに年中保たれ，海水も基

[::113 プロテインスキマー
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本的には循環式でサンゴ砂でろ過されている。何よりもこの

水柚を維持するのに大事なシステムは，リン酸やタンパク質

と併せてプランクトンなどを除去するプロテインスキマーで

ある(!豆13)。これは，天然海岸で見られる ri皮の華」からヒ

ントを得て作られたフィルター装置である。

ここ宮島水肱館では藻場の水槽展示は20年以上前から試み

られていたが，長い間成功しなかった。しかし，近年照明器

具やポンプの質の向上等，色々な新しいシステムが開発され

たことにより，簡単ではないがそれが可能とな った。このア

マモ場水槽システムには，新鮮な海水が毎分2Lの量で流入

しているが，これは水槽内の硝酸塩濃度を下げるためで，当

初， 11:水で、行な った時は，硝酸塩が増えすぎ一緒に展示して

いた魚類が全滅してしまった経験が生かされている。しかし，

新鮮な海水を流入させると，珪藻等の付着藻類が増えてくる。

その除去方法としては，設置後2 ~ 3 ヶ 月間は毎日水槽掃除を

するしかなかったが，天然ろ過水槽 (Seagrassbiofilter)とし

て咋立された後はほとんど手がかからなくな った。また，ア

マモと 一緒に展示しているアミメハギ等の小魚がアマモの葉

に付いた珪誌を好んで食むなど大変貴重な役目を果たしてい

ることも観察された。

次に，アマモの成長には光量が大きな影響を与えているが，

この水械の照明にはメタルハライドランプ (400W，10，000K) 

と，太陽光に近いとされてい る白色光の水銀灯 (I，OOOW，

6，500K)の2個が用い られている (図的。水中の光量子量は

どのくらいあるのか，それぞれのランプ直下で光量子討を

使って光量子量を測定した(表 1)。 それぞれのランプ下のア

マモの成長には大きな差がみられ，光量子量が比較的多いメ

タルハライドランプの方に比べて，水銀灯下のアマモの方の

成長が大きく速いことが判明 した。手探りで始めたアマモ場

水曜l製作て、あったが，これらの結果から以下のことが考えら

れる。

1.950 L容の水槽で l日当たり 3倍の海水交換率下では，ア

マモは問題なく成長した。

2.白色光 (6，500K)と青色光 (10，000K)下という色視度の

1Z!14 アマモ水4111の妄↑!!IIJ.r.I¥ 右側11 :メタ ルハライドラ ンプ，

k1!!11:水剣リI
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表1 光量子計によって測定したアマモ水槽中の光量子量

(μmols.1m勺

水銀灯 メタルハライドランプ

1，000W; 6，500K 400W; 1O，000K 

ランプ直下 1，800 -1，860 3，720・3，840

水面下 586 -594 1，500・ 1，512

アマモ中央部 292 -264 336 -394 

水槽底面 48 -60 64司 72

差によっては，アマモの成長に差が生じた。

宮島水族館におけるこれからの生きたままの海藻展示の将

来的計画としては，より大きな水槽(幅2.5m，高さ 2m)で

のホンダワラ類の培養を考えている。この中でリーフィー

シードラゴンの日本初の人工癖化を目指す予定である。この

オーストラリア南部に生息するタツノオトシゴの仲間は，浅

海のアマモやホンダワラの茂る藻場に棲み，その繁殖方法は

ホンダワラの主枝に絡みながら雄と雌が上昇し水面で繁殖す

ることが観察されていて，そのホンダワラの高さはl.5m 以

上が最低必要条件とされている。このためにもホンダワラを

水槽内に繁茂させ，リーフイーシードラゴンの人工癖化を成

功させてみたいものである。

(1東大海洋研・海洋生命科学宮島水族館)

宮島町立宮島水族館

所在地:干 739・0534広島県佐伯郡宮島町 10-3

TEL 0829-44-2010 FAX 0829-44-0693 

ホームページ:

http://www.netmarketweb.com/guide/miyajima/index.html 

E-mail: sunameri@hiroshima-cdas.or.jp 

交通 :JR宮島口駅から宮島口フェリー乗り場まで徒歩3分，

宮島口からフェリーで約 10分，宮島港から徒歩 15分。他の

交通機関では， JR広島駅から，広島電鉄で宇品行きに乗り終

点下車，広島港から，フェリーで約25分及び高速艇で約10分

宮島港，宮島港から徒歩 15分。

開館時間:8:30 -17:30 休館日:12β6 -12/31 

入館料:一般 1，050円，中・高生520円，小人(4歳以上)310円
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新山優子 :熊本市江津湖の?菜類

江津i初は熊本rli内南東部に位置する (図 1)。今から約400

年ほど前，力[1勢川沿いにあ った沼沢地の西側に加藤清正に

よって堤防が築かれてできた河川iliJJである(図2)。豊富な湧

水にはじまる清流には水鳥が飛来し，夏には蛍が抑う憩いの

場として，江津湖は長く熊本市民に親しまれてきた。江津iMJ

の湧水の温度は，年間を通じて約 17-IS
OCを保っている。また

湧水の査は例年4-6月に少なく 9-10月に多いものの，梅雨期

や台風などの降雨量によって毎年少しずつ異なる。現在，熊

本市の人口は60数万人を越えており ，都市化の進行に伴って

江津湖の湧水量は相当減って しま った(江主Ik湖研究会 1991)。

またヘドロがたまって水深が浅くなると同時に，ヨシ原や在

来の水生動植物は衰退し，オオカナダモやティラピアなどの

外来種が多くなってきている。護岸工事も進み，古い写真に

見られるかつての江津湖とは随分と様変わりしている。

藻類についても顕著な変化が見られる。スイゼンジノ リは

1935 :i:1~頃には，江津ìMのあちこちに生育していた(江津湖研

究会 1991)が，今で，(;t絶滅が危倶される状態とな ってしまっ

た。江津湖研究会の馬場美代子氏によると ，シヤジクモやカ

ワモズクも かつては豊富だったそうだが，現在では全く 見ら

れない。しかしながら，スイゼンジノリに関することを|徐け

ば，これま で、江津湖lのi菜類柱l全般に閲する調査研究は行われ

ていなかった。筆者は 1994年から 1996年にかけて，主とし

500m 

よ陪2ド駅

図 l 江津湖!の{立世

企は ±七な採集j也，~'. . JRおよび熊本市屯路線を示す

て上江津iM東i!!lJの湧水域て7菜類を採集 し観察した。都市化に

よって急速に変化 している江津湖の藻類種の現況を記録する

こと が急務と考え， ここに観察結果を報告する。

試キ|は生きたままか固定した状態で光学顕微鏡による観察

を行った。表 lに江津iilJJで、観察された藻類の一覧表を示す。

紅藻類のうち，Hildenbrandia ril'ularisは上江津湖各所の岩

や石に着生していた。通年観察され岩または石全体が紅色

を呈していることも多かった。1990年頃までは，オオイシソ

ウが繁茂していた(江津iMJ研究会 1991)が以後消失 し，本調

査中には確認できなかった。 しかし， 1994年に採集した

Cladophora glomel百IBの試料中に Compsopogonの小さ な藻体

が僅かに混在していることを最近になって確認した。

緑i~~では ， 1994年秋に健軍川からの流入部で CJadophora

glomerataが繁茂しているのを観察した。しかし，その後に行

われた護岸工事以来，この程が繁茂することはなかった。水

量が多く流れの速い所には Rhizoc/onillmhieroglyphiclImが通

年観察された。これには Spirogyraspp.が混在していた。また

I勇7J<.音1¥近くの流れがほとんどない浅瀬には 10月から 12月に

かけてHydrodictyonreticlIlatumやScenedesmllsspp.が繁茂して

いた。SpirogyraおよびOedogonillmは生殖細胞が観察できず，

種の同定まではできなかった。

指緑色藻類の Tribonema1'1I1gareは 1995年 12月に大量に繁

茂しているのを観察したが，それ以外の時期には小さな藻体

の生育を稀に確認したに過ぎない。

fii誌は最も多くの種知が観察された。特に多かったのは

Achnanthes lanceolata var. lanceolata， Fragilaria brevistriata， 

Me/osira varians， Nitschia amphibia， Nitschia pa/ea等だった。珪

藻は大~I;i込類.7]<.草 - コケお よ び岩 - 石 ・ コンク リ ート設一岸

に若生するだけでなく，底泥上に著しく繁茂し， また浅瀬で

は茶色の大きなキiil様の塊を形成して浮遊しているのが観察さ

れた。

図2 判I水 (く わみず)JtJ:'1I場付近。i勇水池のひとつ。季節によって

出現純が異なるが、アミミド口、 Triboncma、珪i菜類、 Sccncdcsmusな

どが多数出現したぬ所。
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表I 熊本市江津湖の藻類

Cyano.Pyceae 

Komvophoro.叩sp.

Oscillaωlriaspp. 

Synechocystis aquatilis Sauvageau 

XenococαlS yonedae Umezaki & M.Watanabe 

Rho.do.phyceae 

Audouinella chalybea (Ro.th) Bo.ry 

Co叩1fJ.叩'[logoncoeruleus (Balbis) Mo.ntagne 

Hi1denbrandia rivularis (Liebman) J.Ag. 

Chlo.rophyceae 

Chaeω叩 orphaokamurai Ueda 

αadoph捌 glomerata(L.) K首位.

Clo叩iop加畑pulmosa(Kutz.) Bo.urre11y 

白 'smariumsp. 

Hydrodict)側 reticulatum(L.) Lagerhaim 

O也dogomiumsp. 

RhizocJonium hierogl)例icum(C.Ag.) Kutz. 

Scenedesmus arcuatus Lemmermann v紅 .arcuatus 

S. eco.叩 is(Ralfs) Cho.dat var. eco叩 is

Spirogyra spp. 

TetJ百四:pOI冨gelatinosa(Vaucher) Desvaux 

T. lubrica (Ro.th) C.Ag. 

Xanto.phyceae 

Tribonema vulgare Pascher 

Bacillario.phyceae 

Achnanthes lanceolata (Breb.) Grun. var. lanceolata 

A. lanceolata var. dubia Grun. 

A. sp. 

Amp必oracopulata (Ku包.)Schoeman et Archibald 

A. inaeriensis Krammer 

Caloneis si1icula (Ehr.) Cleve 

Cocconeis placentula Ehr. var. lineata (Ehr.) Van Heurck 

Coscinodiscus lacustris Grun. 

Cymbella affinis Kutz. 

C. aspera (Ehr.) Pera伊 110.

C. heb.吋'dica(Grun.) Cleve 

C. mesiana Cho.lnoky 

C. si1enciaca Bleish 

本調査を行うにあたり，江津湖研究会会長で九州東海大学

農学部教授椛田聖孝博士，同会幹事で同大学工学部金子好雄

助教授はじめ，江津湖研究会の会員諸氏にご協力いただいた。

文献の調査には国立科学博物館植物研究部第三研究室長渡辺

真之博士，長崎大学名誉教授右田清治博士，東京水産大学助

教授庵谷晃博士にご助力いただいた。また，渡辺博士には校

C. tumida (Breb.) Van Heurck 

Diploneis elliptica (Kutz.) Cleve 

Eunotia pectina1is (Kutz.) Rabh. var. minor (Kutz.) Rabh. 

Fragilaria brevistriata Grun. 

F. capucina Desmazier四 var.vaucheriae (Kutz.) Lange-Bertalot 

丹'Ustriavulgaris ('日waites)DeTo.ni 

Gomphonema angustatum (Kutz.) Rabh. 

G. auger Ehr. 

G. clevei Fricke 

G. gracile Ehr. 

G. parvurum Ku包.

G. tJ'Uncatum Ehr. 

Hantzschia amphioxyis (Ehr.) Grun. 

Melosira varians C.Ag. 

M.aJ官'nariaMo.o.re 

Navicula baci11um Ehr. 

N. cJementis Grun. 

N. cIYlロt町 .ephalaKutz. 

N. cryptotenella Lange-Bertalot 

N. decussis Oestrup var. decussis 

N. gI官~garia Do.nkin 

N. menisculus Schumann 

N. pupula Kutz. var. pupula 

N. radiosa Kutz. 

N. reinhardii Grun. 

民 saxophilaBo.ck ex Hustedt 

N. subrhyncocephala Hustedt 

Neidium binodis (Ehr.) Hustedt 

Nitzchia amphibia Grun. 

N. dissipata (Kutz.) Grun. var. diss伊a飽

N. gracilis Hantzsch 

N.linearis (C.Ag.) W.Smith 

N. palea (Kutz.) W.Smith 

Rhopalodia gibba (Ehr.) O.Mu11er var. gibba 

Surirella barrowcJiffia Do.nkin 

S. tenera Gregory 

Synedra ulna (Nitzsch) Ehr. 

聞もしていただいた。以上の方々に慎んで感謝申し上げます。

引用文献

江津湖研究会 1991.江津湖荒廃の経緯と再生対策.江津湖 5:1-55. 

(305・0032つくば市竹園 3-306-2)
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熊野茂 l・香村真徳2・新井章吾3・佐藤裕司4・飯間雅文5・洲淳譲6・洲津多美枝7• 

羽生田岳昭8・三谷進9: 1995年以降に確認された日本産淡水産紅藻の産地について

はじめに

淡水産紅藻の多くは絶滅のおそれがあり，保護上重要な野

生生物であるので，絶滅危倶種として日本版レッドデータ

ブックに掲載されている。水質汚濁，河111や農地の改修など

の影響を受けて，年々その生育地が少なくなっていて，天然

記念物指定地においてさえ既に絶滅している。従って，かつ

て報告のあった産地に淡水産紅藻が現在も生育しているか否

かは必ずしも明らかではない。淡水産紅藻の現在の分布状況

を調査することは，これら分類群の分類系統学，生物地理学

の研究のため必要なだけでなく，日本の湿地環境保全のため

の基礎資料としても重要であると言えよう。

淡水産紅藻の系統分類学的研究のための材料採集の過程

で，我々は既報告のいくつかの産地で淡水産紅藻の生育を再

確認し，さらに多くの産地で淡水産紅藻の生育を新たに確認

したのでその結果を報告する。既報告産地は主な関連文献に

従ってその発見の経緯を記載し， 1995年以降2002年2月初旬

までの調査で確認した産地を分類群別に示した。再確認が必

要とされている各分類群の学名は， Vis et al. (1995)などが提

案している学名と歴史的旧学名とを併記した。各産地名の末

尾の括弧内に今回の調査における採集年月と採集者氏名とを

示した。

このリストには希少種や絶滅危倶種として新たに指定か望

まれる淡水産紅藻の分類群の産地が多く含まれている。国ば

かりではなく，地元の自治体はいくつかの産地を天然記念物

に指定し，地元の教育委員会や「守る会」などはその産地を

手厚く保護している。従って，研究材料としてこれら分類群

を採集する際でも，無断で採集するのではなく，地元の教育

委員会や「守る会Jに問い合わせ，採集許可などの手続きを

必ず取って欲しい。さらにこれら分類群が生育している産地

付近の地域整備や開発に際しては，保全措置に十分の配慮が

望まれる。

Order Compsopogonalesオオイシソウ目

Fami1y Compsopogonaceaeオオイシソウ科

Genus Compsopogonopsisオオイシソウモドキ属

1) Compsopogonopsis japonica Chiharaオオイシソウモドキ

本種のタイプ産地は群馬県堺町利根川河川敷(Chihara1976) 

で，そのほか埼玉県行田市(中村 1996;1999)，沖縄県石垣市

川平フーガカー (Seto1982環境省選定希少種の生育する重要

湿地)から報告されている。現在，この場所に本種の生育は見

られず，今回の調査で次の産地で確認できた。

-沖縄県:石垣市川平 (2000-4;2001・10Arai & Hanyuda)，こ

の新産地は上記の既報告産地から約 600m離れた水田の小流

である，平久保川の支流 (2002・1Arai) 

2) Compsopogonopsis sp.オオイシソウモドキ属の 1種

本藻はオオイシソウモドキ属の新分類群の可能性がある 0

.福島県:耶麻郡猪苗代町 (200トIOYふlzawa)

Genus Compsopogonオオイシソウ属

I)Com戸opogoncoeruleus (Balbis) Montagne (= C. oishii Okamura) 

オオイシソウ

本種は大石が東京都多摩川河口から 1900年に藻体を採集

し，岡村(1915)によりオオイシソウC.oishii Okamuraとして

記載された。その後，北限の産地北海道阿寒湖(新井・佐野・

若菜 1996)，福島県(岡本 1975，Seto 1987)，栃木県・群馬県・

茨城県(山内 1923，野沢 1971，長谷井・中村 1980)，埼玉県

(萩島 1949)，千葉県(吉崎 1996)，東京都(大石 1900，山内

1923，東 1923，萩島 1949，神谷 1955，野沢 1971)，神奈川

県(野沢 1871)，愛知県(神谷 1955)，京都府・大阪府(瀬戸

1982)，香川県(納回 1982，1986)，愛媛県(八木 1939)，熊本

県(東 1923)，鹿児島県(野沢 1971)，沖縄県(瀬戸 1982) な

どから報告がある。

今回の調査で確認できたのは次の産地である 0

.青森県:弘前市平川(1999・11Y.Suzawa) 

-裏磐梯川上湯沼 (2001-9;2001明 10Y.Suzawa) 

-埼玉県:行田市下中条北河原用水水郷橋附近 (2001・II

Hanyuda) 

・群馬県:邑楽郡邑楽町下中野矢場川小曽根橋の下 (2001・11

Hanyuda) 

-栃木県:足利市駒場町出流川権田久橋の下 (2001-11

Hanyuda) 

-東京都:多摩市新井浅川 (2001・IIYふlzawa)

-神奈川県:川崎市登戸多摩川 (2001・7T.Suzawa) 

・岐阜県:大垣市川口と今福水門川 (2001・10Arai)，オオイシ

ソウがコンクリート護岸の両岸と水草に着生し，今回の調査

でオオイシソウの最も広範囲の生育が確認できた群生地であ

る。

-滋賀県:草津市集町葉山川支流 (2001-8Hanyuda) 

・島根県:菱川町高瀬川 (2000-10Arai)，平田市園町宍道湖

(2000-10 Arai) 

-香川県:丸亀市飯野町土器川(1999・8Y.Suzawa) 

・福岡県:古賀市大根川 (2001-4Arai)，山門郡瀬高町中土居

矢部川本流 (2001・11Y.Suzawa)，浮羽郡田主丸町八幡の堰の

下流左岸筑後川本流 (2001・11Y.Suzawa) 

・熊本県:球磨郡錦町西球磨川本流 (2001・11Yふlzawa)，上

益城郡嘉島町下六嘉緑川水系矢形川 (2001・llYふJzawa)，鹿

本郡鹿本町菊池川本流 (2001・IIY.Suzawa)，菊池市木柑子

(2001・IIY.Suzawa) 

-沖縄県:具志川市後原 (2000-4Arai & Hanyuda)，名護市大

東の側溝(1997・10Arai)，名護市大浦大浦川 (2001-10Arai)， 
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石垣市平久保川 (2002・1Arai) 

2) Compsopogon hookeri Montagneインドオオイシソウ

本種は中村・千原(1983)によって，宍道湖畔の島根県松江

市秋鹿町，平田市園町から日本新産として報告され，その後，

大谷・大賀 (1995)により宍道湖畔での生育が確認され，千葉

県等から報告(中村 1996;1999)されているが，今回の調査で

確認できたのは次の産地である。

・千葉県:松戸市 (2001・12Hanyuda) 

3) Compsopogon chalybeus Kuetzing 

・群馬県:大泉町内ケ島町休泊川藤四郎橋附近 (2001-11

Hanyuda) 

4) Compsopogon corticrassus Chihara et Nakamuraアツカワオオ

イシソウ

本種のタイプ産地は埼玉県行田市見沼代 (Chihara& 

Nakamura 1980)であり，その後，群馬県太田市や鹿児島県菱

刈町などから報告(中村 1996，1999)されているが，今回の

調査では確認できなかった。

5) Compsopogon aeruginosus (J.Agardh) Kuetzingイバラオオイ

シソウ

本種は中村・千原(1983)によって，宍道湖畔の烏根県松江

市秋鹿町，平田市園町から日本新産として報告されたが，す

でに消滅しているとの報告(大谷・大賀 1995，瀬戸 1996)も

あり，今回の調査では確認できなかった。

6) Compsopogon prolifucus Yadava et Kumanoムカゴオオイシ

ソウ

本種は千葉県山武郡松尾町木戸川からの報告(吉崎 1996)

があるが，今回の調査では他の産地では確認できなかった。

Order Bangia1esウシケノリ目

Fmi1y Bangiaceaeウシケノリ手ヰ

Genus Bangiaウシケノリ属

1) Bangia atropurpurea (Roth) C.Agardhタニウシケノリ

本種は岡田(1944)が日本の淡水域では始めて山梨県雨畑

川支流奥沢谷で発見し，熊野(1977)の報告もあるが，今回

は生育確認の調査はしなかった。

Order Acrochaetialesアクロカエチウム目

Family Acrochaetiaceaeアクロカエチウム科

Genus Audouinellaオージ‘ュイネラ属

1) Audouinella amahatana (Kumano) Kumano (= Acrohaetium 

amahatanum Kumano) 

本種は Kumano(1978)が日本の淡水域で、は始めて山梨県雨

畑川支流奥沢谷で発見したが，今回は生育確認の調査はしな

かった。

Order Batrachospermalesカワモズク目

Family Batrachospermaceaeカワモズク科

Genus Batrachospermumカワモズク属

Section Batrachospermumカワモズク節

1) Batrachospermum gelatinosum (L.) De Candolle，巴mend.Vis et 

a1. 1995 (= B. moniliforme Sirodotカワモズク)

本種は東京都，埼玉県，愛知県 (Mori1975)，福井県，兵庫

県，岡山県，愛媛県などから報告(熊野 2000)があるが，今

回の調査で確認したのは次の産地である。

-青森県:左京沼 (1996-4Arai) 

-新潟県:長岡市乙吉町城下川(1997-6Y.Suzawa) 

-滋賀県:草津市馬場町草津川支流(2001・5; 2001 ・10

Y.Suzawa) 

-京都府:船井郡園部町南八田本梅JlI(2001-5 Y.Suzawa) 

.愛媛県:松山市高井町室の木泉水路 (2001-4Takei) 

・兵庫県:三田市田中羽束川 (2000・3Sato)，上郡町山野里安

室川 (1995-2;1995-3 Kumano: 2001-3 Sato)，氷上郡香良加古

川支流(1999-3Sato) 

-香川県:坂出市神谷町神谷川中流 (2001-3Mitani) 

-福岡県:太宰府市太宰府天満宮公園の池(1997・2Arai) 

2) Batrachospermum skujae Geitler (= B. sporulans Sirodot， B. 

gelatinosum (L.) De Candolle emend. Vis et a1. 1995) 

本種は愛知県，広島県，熊本県などの産地から報告 (Mori

1975)されているが，今回の調査で確認したのは次の産地であ

る。

-香川県:大川町八幡JlI(2001-3; 2001-4 Mitani)，白鳥町大

影谷川 (2001-4Mitani) 

-福岡県:山門郡瀬高町本郷の幸作橋上手の堰附近矢部川

(2001-11 Y.Suzawa) 

・長崎県:東彼杵町塩鶴JlI(2000-5 T.& Yふlzawa)

3) Batrachospermum japonicum Moriニホンカワモズク(=B. 

gelatinosum (L.) De Candolle， emend. Vis et a1. 1995) 

Vis et al. (1995)はニホンカワモズクをB.gelatinosumのシ

ノニムとしている。

本種のタイプ産地は栃木県足利市南大町芋森明神宮弘法の

池 (Mori1975，足利市指定天然記念物)であるが，今回の調

査で確認したのは次の産地である。

-栃木県:足利市南大町芋森明神宮弘法の池 (2001・11

Okamura) 

・兵庫県:加古川市八幡町野村湧水池 (2000-3Sato & Kumano) 

Vis et a1. (1995)がそのすべてをB.gelatinosumのシノニム

としている次の種は今回の調査でその生育を確認できなかっ

た。B.decaisneanum Sirodotヒラカワモズク(石川県川尻，愛

知県若松， Mori 1975)， B. radians Sirodot (東京都井の頭，狛

江，埼玉県川越，愛知県石巻など， Mori 1975)， B. reginense 

Sirodotベニカワモズク(熊本県， Mori 1975)， B. godronianum 

Sirodotコカワモズク(北海道，愛知県棚山高原， Mori 1975)， 

B. polycarpum Moriフサナリカワモズク(長野県井上， Mori 

1975)。
4) Batrachospermum sp. 1カワモズク属の l種

本藻はカワモズク節の新分類群の可能性がある。

-福島県:北会津郡会津町和合湧水池 (2001-10Sakashita) 

5) Batrachospermum sp. 2カワモズク属の I種

本藻はカワモズク節の新分類群の可能性がある。

・香川県:仲多度郡仲南町塩入川 (2000-5;2001-4 Mi刷 i)



6) Batrachospermum sp. 3カワモズク属の l種

本藻はカワモズク節の新分類群の可能性がある。

・香川県:大川郡白鳥町五名大影谷JlI(2000-5 Mitani) ，仲多

度郡琴南町明神川 (2002-1Mitani，雄株，雌株)

7) Batrachospermum arcuatum Kylin 

熊野 (2000)はMori(1975)， Kumano (1993)の本種の定義を

改め， Vis et a1. (1995)の定義に従って，雌雄性に基づいて本

種と同定したので，既報告文献の産地とは直接に対応できな

い。北海道真駒内，東京都，茨城県，福井県，大阪府，兵庫

県，香川県，愛媛県などから報告(熊野 2000)があるが，今

回の調査で確認した産地は次の通りである。

・秋田県:象潟町洗釜出坪湧水(2002-1Dairui，雌株)，象潟

町洗釜洗釜湧水 (2002・1，Dairui，雄株)，象潟町大砂川水林

湧水 (2002・1Dairui，雌株)

・岩手県:遠野市北上川支流(1999・5YふlZawa，雌株)，宮古

市閉伊川支流 (2000・5YふJzawa，雌株)

・福島県:福島市阿武隈川支流 (2001・5YふJzawa，雌株，雌

雄同株)

・茨城県:つくば市小和田桜川中沢 (1999-5Y.Suzawa，雌株)，

那珂郡瓜連町下江戸下坪久慈川支流(2001-4Y.Suzawa，雌株)

・東京都:八王子市浅川支流(2001-4YふlZawa，雌株)

-神奈川県:横浜市新治梅田川 (2000-3T.& YふJzawa，雌株)

・滋賀県:草津市馬場町草津川支流 (200ト5;2001・7Y.Suzawa， 

雌株)

・兵庫県:氷上郡氷上町香良加古川支流(1999・2;1999-3; 2001-

2 Sato，雌株，雄株)，宝塚市切畑の農業用水路(1999-4;2001-

4 Sato，雌株，雄株，雌雄同株)，小野市福旬町女池近くの農

業用水路 (2000・2;2001-2 Sato: 2000-3 Sato & Kumano，雌株，

雄株)，小野市山田町山田川 (2000-3Sato & Kumano，雌株)，

赤穂郡上郡町山野里安室川(1999-1Kumano，雌株)

・香川県:三豊郡財田町戸JlI(2000-3 Takahashi，雌株)，三豊

郡山本町蜂ヶ谷川中流 (2001-3Mitani，雌株)，香川郡塩江町

椛川中流 (2001-3Mitani，雌株)，三豊郡山本町河内川中流

(2001-3 Mitani，雄株)

・愛媛県:川之江市金生町山田井石ノ口金生川源流 (2001-4，

Takahashi，雌株)，南宇和郡御荘町長州日の平川下流(2001-4

YふJzawa，雌株)，温泉郡川内町お吉泉(1995-3Kumano: 2001-

4 T.& Y.Suzawa，雌株)，西条市橘楢木中山川 (2001-4

Takahashi，雌株)

-徳島県:徳島市八多町大久保勝浦川八多川仕出川源流

(2001-4 Y.Suzawa，雌株)，海部郡海部町海部川 (2001-4

YふJzawa，雌株)，三好郡池田町鮎苫谷川 (2000・3Takahashi， 

雌株)

-高知県:安芸郡東洋町河内河内川下流(2001-4Y.Suzawa，雌

株)，安芸郡東洋町野根野根川 (2001-4YふJzawa，雌株)

・熊本県:菊池市木柑子 (2001-1Arai & Hanyuda，雌株)，熊

本市加瀬川 (2001-1Arai & Hanyuda，雌株)

・福岡県:粕屋郡新宮町上府湊川水系の側溝 (2001-4Arai，雌

株)，宗像郡津屋崎町勝浦 (2001-4Arai，雌株)，山門郡瀬高町

坂田矢部川本流 (2001・11Y.Suzawa，雌株)，筑紫野市萩原
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(2002-1 Yoshida，雌株)

8) Batrachospermum anatinum Sirodot (= B. ecωcarpum Sirodot) 

熊野 (2000)はMori(1975)， Kumano (1993)の本種の定義を

改め， Vis et a1. (1995)の定義に従ったので，既報告文献の産

地とは直接に対応できない。 Mori(1975)は B.ecωcarpum 

Sirodotを栃木県，愛知県，島根県，山口県，愛媛県，福岡県，

熊本県などから報告しているが，今回の調査で本種と確認で

きる藻は採集できなかった。

Section Setaceaセタケア節

1) Batrachospermum atrum (Hudson) Harveyイシカワモズク

本種は岩手県盛岡，東京都井の頭，小石川植物園，愛知県

福釜，豊橋，島根県松江 (Mori1975)，兵庫県姫路市，揖保郡

新宮町，神戸市など(熊野 2000)，Vis et aJ. (1995)が本種のシ

ノニムとしている変種，B. atrum v訂 .tenuissimum Sirodotは神

戸市北区鈴蘭台からの報告 (Kumano1982b)，皇居内の産地に

ついては，渡辺・コマーレク (2000)，渡辺 (2000)の報告があ

るが，今回の調査で確認した産地は次の通りである。

・青森県:六ヶ所村内沼湯沢からの水の流入地点 (1999-4

Arai) 

-栃木県:安蘇郡田沼町山形，加賀フイツシングエリアの池

(2001-6 Arai) 

-東京都:千代田区皇居内中道濯濠 (2000-4Y.Suzawa) 

Section Tu巾 'saツルフォサ節

1) Batrachospermum turfosum Bory (= B. vagum Sirodot)ホソカ

ワモズク

本種は岩手県八幡平，愛知県棚山高原，兵庫県明石市大久

保(Mori1975)，富山県立山，兵庫県姫路市，西宮市，神戸市

など(熊野 2000)から報告があるが，今回の調査で確認でき

た産地は次の通りである。

・北海道:猿払村カムイト沼(1999-5Arai) 

.新潟県:苗場山(1999-11Takizawa) 

-福井県:刈込池 (2001-7Adachi) 

-広島県:大野市大野自然の森公園中津岡川上流(1996-11

Arai) 

Section Hybridaヒブリッダ節

1) Batrachospermum virgato-decaisneanum Sirodot 

本種のタイプ産地は神戸市北区大池(Kumano1983b)である

が，今回の調査では確認できなかった。

Section Virescentiaヴィレスセンチア節

1) Batrachospenηum helminthosun】Boryアオカワモズク

Vis et a1. (1995)がすべてを B.helmin的osumのシノニムと

している次の種の産地は今回の調査で確認できなかった。 B.

bruziense Sirodotタニカワモズク(愛知県豊川，熊本県宇土な

ど， Mori 1975)， B. testale Sirodot (群馬県太田市，栃木県足

利市など， Mori 1975)。また，B. helmin的osumの産地として

熊野 (2000)は北海道旭川市，東京都石神井，茨城県つくば市，



32 

千葉県四街道市，市原市，兵庫県姫路市，篠山市，西宮市，香

川県香南町，愛媛県西林寺，宮崎県小林市などを挙げている

が，今回の調査で確認できたのは次の産地である。

・福島県:福島市阿武隈川支流 (2001・5Yふlzawa，雄株)

・茨城県:東茨城郡常北町増井藤井111(2001-4 YふIzawa，雌

株)，つくば市小和田桜川中沢(1999-5YふIzawa，雌株)

-千葉県:松戸市 (2001-3Sando，雌株)

・神奈川県:横浜市新治梅田111(1999-3 T.& YふIzawa，雌株)，

川崎市麻生川支流 (1999-6;2001・7T.& Y.Suzawa，雌雄同株)

・兵庫県:三田市田中羽束111(1999-3 Sato，雌株，雄株)，三

田市波豆川の農業用水路 (1999-3Sato，雌株)，宝塚市切畑農

業用水路(1999-4Sato，雌株)，赤穂郡上郡町安室川(1995-3

Kumano: 2001-3 Sato，雌株)，加東郡社町山国農業用水路

(2001-3 Kadono，雌株)

・岡山県:玉野市滝加茂川(1999・5Arai，雌株)

・広島県:三和町大上小田111(1999-4 Y.Suzawa，雌株)

-愛媛県:西条市橘楢木猪狩川下流 (2001-4Takahashi，雌株)，

温泉郡川内町吉久お吉泉(1995-3Kumano: 200ト4T.& 

Y.Suzawa，雌株)，川之江市金生町山田井石の口金生川源流

(2001-4 Takahashi，雌株)

・徳島県:阿南市福井町福井川 (2001-4YふIzawa，雌株)，海

部町高園海部川 (2001-4Y.Suzawa，雌株)，徳島市八多町大久

保勝浦川 (2001-4Y.Suzawa，雌株)

・高知県:中村市中筋上の土居中筋川中流 (2001-4Y.Suzawa， 

雌株)，安芸郡東洋町野根野根川 (2001-4Y.Suzawa，雌株)

.宮崎県:西諸県郡高原町広原後谷 (2001・1Arai & Hanyuda， 

雌株)

-福岡県:粕屋郡新宮町上府湊川水系の側溝 (2001-4Arai，雌

株)，古賀市久保大根川水系の側溝 (2001-4Arai，雌株)，宗像

郡津屋崎町勝浦 (2001・4Arai， rt雄株)，飯塚市鹿毛馬川 (1998-

5 Y.Suzawa，雌株)

・熊本県:球磨郡錦町西球磨川本流 (2001-11Y.Suzawa，雌

株)，出水砂取橋の下加瀬川 (2001-1Arai & Hanyuda，雌株)，

菊池市木柑子 (2001・1Arai & Hanyuda，雌株)

・長崎県:東彼杵郡東彼杵町塩鶴111(2000-5 T.& Y.Suzawa， 

雌株)

・鹿児島県:大口市曽木滝 (2001-1 Arai & Hanyuda，雌株)

・沖縄県:具志川市天願川上流(1999-3Arai，雌株)

2) Batrachospermum helminthosum Bory var.アオカワモズクの

l変種，本藻はアオカワモズクの新分類群の可能性がある 0

.京都府:丹波町小滝池 (2001-6Arai) 

3) Batrachospermum virgatum Sirodot (=B. helminthosum Bory 

emend. Vis et a1. 1995) 

Vis et al. (1995)は雌雄同株の B.virgatum Sirodotアオカワモ

ズクを B.helminthosumのシノニムとしているがその正否は

再検討の必要がある。本種は愛知県豊橋，熊本県宇土など

(Mori 1975) から報告があるが，今回の調ftで確認した雌雄

同株種の産地は次の通りである。

・富山県:富山市三熊林家山林 (¥997・5Hamada，雌雄同株)

・兵庫県:赤穂郡上郡町山野里安室川 (1995-2Kumano，雌雄

同株)

・香川県:大川町八幡111(2001-3 Mitani，雌雄同株)

・沖縄県:名護市大浦大浦川 (2002-1Arai，雌雄同株)

4) Batrachospermum elegans Sirodot (= B. coerulescens Sirodot) 

ミドリカワモズク

本種を Mori(1975)は東京都，千葉県市原，愛知県豊川，香

川県下倉，愛媛県温泉郡川内町お古泉，島根県松江市，山口

県下関市，山口市，福岡県久留米市，松橋市，鹿児島県甑島

などから報告しているが，今回の調査では本種と推定できる

標本を次の産地から採集した。

-筑紫野市萩原 (2002・1;2002・2Yoshida，雌株)

Section Aristataeアリスタタエ節

1) Batrachospermum turgidum Kumano 

本種のタイプ産地は三重県御在所岳北谷 (Kumano1 982b)で

あり，タイプ産地と岐阜県木曽赤沢(熊野 2000)で報告され

ているが，今回の調査では新たに次の産地から採集された0

.京都府:船井郡園部町大河内園部111(瑠璃渓に入る小流)

(2001-5 Y.Suzawa) 

-広島県:大野町経小屋山 (2001-4Arai)，大竹市黒川町大膳

111(2001・6Arai)，佐伯郡大野町渡瀬遊水池の東端から流入す

る渓流 (2001・7Arai) 

Section Contortaコントルタ節

1) Batrachospermum kusiroense Kumano et Osaki 

本種のタイプ産地は北海道釧路湿原中の三ヶ月湖 (Kumano

& Ohsaki (¥ 983)であるが，今回は生育確認の調査はしなかっ

た。

2) Batrachospermum iriomotense Kumano 

本種のタイプ産地は沖縄県西表島後良川 (Kumano1982c)で

あるが，今回は生育確認の調査はしなかった。

2) Batrachospermum tortuosum var. m司jusKumano

本種のタイプ産地は沖縄県石垣島富良川 (Kumano1982c)で

あるが，今回の調査では確認できなかった。

Genus Sirodotiaユタカカワモズク属

1) Sirodotia suecica KyIin 

・京都府京都市右京区鳴滝三本松菩提川 2001-5Yふlzawa)，

この産地(沢の池)に生育する本藻を梅崎(1967)はS.de/icatu/a 

Skujaと同定したが， Kumano (1982a)は本藻を S.suecica Kylin 

と同定している。

2) Sirodotia segawae Kumanoニセカワモズク

本種は瀬川 (1939)が京都市宝が池践の標本を Sirodotiasp. 

ニセカワモズクとして報告したが，瀬川|はタイプ標本を指定

しなかったので， Kumano (¥ 982a)はJi{都府岡部町T留j肉渓lf.の
標本をタイプ標本として正式に記載した。今阿の調査では両

産地ともにその生育を確認できなかった。

3) Sirodotia segawae Kumano var.ニセカワモズクの l変種，本

藻はニセカワモズクの新分類群の可能性がある。

・滋賀県草津市馬場町草津川支流 (2001-5;200トIOY.Suzawa) 



3) Sirodotia yutakae Kumanoユタカカワモズク

本種は瀬川 (1939)が岩手県龍が森産の標本を Sirodotiasp. 

ユタカカワモズクとして報告したが，瀬JIIはタイプ標本を指

定しなかったので， Kumano (1982a)は兵庫県姫路市小原産の

標本をタイプ標本として正式に記載した。今回の調査では両

産地ともその生育を確認できなかった。

4) Sirodotia sinica Jao 

本種は兵庫県小野市山田川から報告 (Kumano1982a)され

ていたが，今回の調査でその生育を確認できなかった。

Order Thorealesチスジノリ目

Family百 oreaceaeチスジノリ科

長崎県土黒川，鹿児島県川内川，沖縄県首里産のチスジノ

リ科の標本は岡村(1921)により Thorearamosissima Boryと

同定されていたが，山田(1943)とYamada(1949)により長崎

県土黒川産の標本は Nemalionopsistortuosa Yoneda et Yagiオ

キチモズク，鹿児島県川内川産の標本は新種の苅oreaokadae 

Yamada チスジノリ，沖縄県首里産の標本は Thorea

gaudichaudii C.Agardhと改め，シマチスジノリの和名を与え

られた(山田 1949)。

Genus Nemalionopsisオキチモズク属

1) Nema/ionopsis tortuosa Yoneda et Yagiオキチモズク

本種のタイプ産地は愛媛県温泉郡川内町お吉泉(八木・米

自 1940，国指定天然記念物)である。山田(1943)とYamada

(1949)により長崎県土黒川産の標本は Nemalionopsistortuosa 

Yoneda et Yagiオキチモズクとされた。その後，熊本県志津

川の産地(岡田・右田 1956，国指定天然記念物)，熊本県有佐

村(森 1955)，熊本県菊池市木柑子(岡田・右田 1956)，長崎

県吾妻町田内川(戸山 1967，県指定天然記念物)，田川原川

(森IIItまか 1979)，熊本県中央町緑川支流，鹿児島県菱刈町芋

田川(瀬戸 1985)，沖縄県国頭村辺野喜111(香村・大森 1981，

久場 1987)などの産地が相次いで報告されたが，その多くの

産地では絶滅したか，生育を見ていない。さらに，福岡県甘

木市黄金川(右田・高崎 1991)，長崎県国見町神代JII(右田・

木村 1995，国見町指定天然記念物 1997，環境省の希少種の

生育する重要湿地)，有明町湯江川支流山の田111(右田・木

村・坂本 1999，有明町指定天然記念物 1996)，吾妻町田内川

(渡辺・碓井 2000)，瑞穂町西郷川の支流大111(渡辺・碓井

2000)，及び熊本市出水加勢111(右田・木村・坂本 1999)の産

地が報告されている。

今回の調査では次の産地から本種を採集した。

・熊本県菊池市木柑子 (2001Migita)，阿蘇郡南小谷町満願寺

志津川 (2001Migita)，熊本市出水砂取橋の下加勢川 (2001~1

Arai & Hanyuda) 

-長崎県有明町湯江川の支流山の田川 (2000・11Iima) ，南高

来郡国見町神代111(2000・12Iima) 

Genus Thoreaチスジノリ属

1) Thorea okadae Yamadaチスジノリ

本種のタイプ産地は鹿児島県菱刈町湯の尾 (Yamada1949) 
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であり，タイプ産地と熊本県山鹿市鍋田菊池JII(環境省選定

希少種の生育する重要湿地)とは国指定天然記念物である(加

藤ほか 1995)。本種の分布は九州に限られていたが，関東，中

国，近畿でも生育が報告された(中村・千原 1977，中村 1980，

1996， 1999，瀬戸ほか 1993)。しかし，埼玉県本庄町備前掘

川，広島県関川，兵庫県赤穂郡上郡町安室川などでは絶滅

している(中村 1996，1999)。今回の調査では次の産地で生育

が確認された。

・茨城県:東茨城郡御前山村郡珂川 (2000・6，農林水産省那

珂川沿岸農業水利事業所)

・福岡県:山門郡瀬高町中土居矢部川本流 (2001・11 

Y.Suzawa)，筑後市尾島矢部川本流 (2001・11Y.Suzawa)，浮羽

郡田主丸町八幡の堰の下流左岸筑後川本流 (2001・11 

Y.Suzawa) 

・熊本県:球磨郡錦町西球磨川本流 (2001・11YふJzawa)，上

益城郡嘉島町下六嘉緑川水系矢形川 (2001・llYふIzawa)，鹿

本郡鹿本町菊池川本流 (2001・IIY. Suzawa)，山鹿市鍋田菊

池川 (2001・1Arai & Hanyuda) 

2) Thorea sp.チスジノリ属の l種，本藻は新分類群の可能性

がある。

-福島県:耶麻郡猪苗代町 (2001・10Y.Suzawa) 

3) Thorea gaudicahidii C.Agardhシマチスジノリ

本種のタイプ産地は沖縄県郡覇市真地識名園 育徳泉

(Yamada 1949，国指定天然記念物， 1963，加藤ほか 1995)で

ある。仲田(1963)は那覇市繁多川ハンタガー，ホージガー，

識名園育徳泉，金城町金城大樋川，玉城村富里シーリガー

ヤカプウッカー，知念村知念ヒカー，金武町並座慶武田川，

名護市屋我地我部大嶺宅隣の泉，嶺井宅隣の泉，今帰仁村天

底湧井戸アミスガー(沖縄県指定天然記念物， 1955)，ハマサ

で生育を確認しているが，その後，香村・大森(1981)，久場

(1987)の報告及び香村(1996)が確認したところでは，新たに

具志頭村屋富祖井:ヤフガー，上記の今帰仁村天底アミス

ガー(環境省選定希少種の生育する重要湿地)と宜野座村大

久保ガー(香村 1998a，b)の 3産地で生育が認められた。

今回の調査では次の産地でその生育を確認した。

-沖縄県:中頭郡与那城町宮城島クチヤガー (2000・12Agena 

& Kamura)，具志頭村屋富祖井:ヤフガー (2000・4Arai & 

Hanyuda) 

4) Thorea gaudicahidii C.Agardh v訂.シマチスジノリの 1変種，

本藻はシマチスジノリの新分類群である可能性がある。

-沖縄県:宮古島城辺町野城野城泉:ヌグスクガー(1999・5

Kamura: 2000-4 Arai & Hanyuda) 

Order Hildenbrandialesベニマダラ目

Family Hildenbrandiaceaeベニマダラ科

Genus Hildenbrandiaベニマダラ属

1) Hildenbrandia rivularis (Liebmann) J.Agardhタンスイベニマ

ダラ

本種は岐阜県養老町菊水泉から米田(1949)が日本新産とし

て報告して以来，栃木県，千葉県，福井県，京都府，兵庫県，
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香川県，宮崎県などの産地で健在(熊野 2000)であり，今回

の調査では次の産地でその生育を確認した。

-岩手県:上閉伊郡宮守村北上川支流 (2000-8Yふlzawa)

.山形県:飽海郡遊佐町月光川支流 (2001・8YふIzawa)

-福島県:耶麻郡熱塩加納村押切川支流 (2001-4YふIzawa)

.栃木県:塩谷郡栗山村湯西川支流 (1999-4Yふlzawa)

-東京都:日野市浅川支流 (2001目4YふIzawa)

-長野県:小県郡青木村田沢温泉近くの水路 (2000・11

Y.Suzawa) 

-岐阜県:養老町飯ノ木津屋111(2001-10 Arai) 

-広島県:東広島市関川 (2000-12T.&Y.Suzawa) 

-徳島県:阿南市桑野町桑野川 (2001-4Y.Suzawa)，海部郡海

部町母川 (2001-4Y. Suzawa) 

-香川県:高松市栗林町栗林公園 (2001・10Mitani)，大川郡長

尾町太郎兵衛川 (2001・10Mitani)，大川郡寒川町三重の滝川

(2001・10Mitani)，香川郡塩江町北井谷川 (2001-11Mitani) 

・愛媛県:温泉郡川内町お古泉 (2001-4T.&Yふlzawa)

・大分県南海部郡宇田町木浦鉱山蓮光寺 (2000-4Umetsu) 

・宮崎県:西諸県郡高原町広原後谷 (2001-1Arai & Hanyuda)， 

小林市千谷 (2001-1Arai & Hanyuda) 

・福岡県:田主丸町筑後川 (2001-1Arai & Hanyuda)，山門郡

瀬高町坂田矢部川本流 (2001-11，Y.Suzawa)，浮羽郡田主丸

町八幡の堰の下流左岸筑後川本流 (2001-11YふIzawa)

・熊本県:熊本市出水加瀬111(公圏内)(2001-1 Arai & 

Hanyuda)，八代郡坂本村西部球磨川本流 (2001・11Y.Suzawa)， 

球磨郡錦町西，球磨川本流 (2001-11Y.Suzawa)，上益城郡嘉

島町下六嘉下六嘉の湧水 (2001・llYふIzawa)，菊池市木柑子

菊池川水系木柑子川 (2001-1Arai & Hanyuda: 2001・11

Y.Suzawa) 

-沖縄県:石垣市平久保 (2001・10Arai)，宮良川上流 (2002・1

Mitani) 

Order Ceramialesイギ、ス目

Family Delesseriaceaeコノハノリ科

Genus Caloglossaアヤギヌ属

1) Caloglossa ogasawaraensis Okamuraホソアヤギヌ

本種のタイプ産地 (Okamura1879)である東京都小笠原諸島

では標高 30mの連珠谷の淡水域，岩手県陸前高田市(山本

1981)以南の河口や，沖縄県今帰仁村スガー(岡田 1939)な

どの汽水域からの報告が多い。淡水域の産地は少なく，熊本

県八代市白鳥の池，熊本市熊野宮の池，八景水谷水源地，来

民町方保田，山鹿市神尾(以上，森・池田 1961)，千葉県飯岡

町木戸111(吉崎ほか 1983，1985など)，石垣島大滝(熊野 1996)

などからの報告がある。今回の調査では次の淡水の産地から

採集された。

・鹿児島県大島郡住用村福地川中流淡水域 (2001-1Mitani) 

.沖縄県石垣市荒川 (2001-8Arai) 

Family Rhodomelaceaeフジマツモ科

Genus Bostrychiaコケモドキ属

1) Bostrychia simpliciuscula Harvey ex J.Agardhタニコケモドキ

本種は当初，沖縄県国頭郡の山中の小川に生育する標本に基

づき ，B. andoi Okamuraタニコケモドキ(1907)として記載さ

れたが，後に鹿児島県枕崎汽水産の B.hamana-tokidae Postニ

セタニコケモドキと共に，表記種のシノニムとされ，表記の

学名を使用することになった。タイプ産地以外の淡水域の産

地としては沖縄県石垣市大滝 (Kumano1979)と沖縄県宜野湾

市大謝名ヌカー(宜野湾市指定天然記念物)が報告されてい

るが，今回の調査で、は次の淡水の産地で、の生育が確認された0

・沖縄県宜野湾市大謝名ヌカー(2001-11Arai)，石垣市荒川

(2001-8 Arai)，底原ダム上流 (2001・12Mitani) 

2) Bos句，chiatenella (Vahl) J .Agardhコケモドキ

本種は南西諸島のマングロープ林などの汽水域，淡水域では

グアム島 MarboCave (Kumano 1979)からの報告があるが，今

回の調査で次の産地での生育が確認された。

・沖縄県石垣市平久保淡水域 (2001・10Arai) 

3) Bostrychia flagelJifera Postフサコケモドキ

本種は鹿児島県槙島園ケ池から報告 (Kumano1988)がある

が，今回は生育確認の調査はしなかった。
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有用海藻増殖研究会:日本海沿岸の海藻に関する情報(1 )海藻の地方名

古来，日本人の生活には多くの海藻が関わってきた。とり

わけ，沿岸漁村では，四季折々の海藻が新鮮な磯莱(海の野

菜)や保存食，救荒食として，あるいは，糊料，玩具，供え

飾りとして生活に深く入り込んでいた。近年，海藻そのもの

は自然食・健康食のブームで見直されている半面，沿岸の環

境悪化，人口の流失・高齢化，衣食住の洋風化になどにより，

脈々と受け継がれてきた庶民の生活の知恵が失われつつある。

海藻の研究に携わる者として，海藻利用に関する貴重な文

化・歴史を知ることは，単なる懐古の域を超え，今後の利用

研究や地域特産品づくりのヒントを得る上でも非常に有益で

ある。碩学も海藻の地方名や利用の文化には少なからぬ関心

を示し，地方名は「海産植物学J(遠藤 1911)や「日本海藻

誌J(岡村 1936) など，利用・文化は「趣味からみた海藻と

人生J(岡村 1922)，r海藻と漁村J(大島 1949)，r海藻J(宮

下 1974)などに断片的に紹介されてきた。昨今は，地域文化

の掘り起こしも進み，例えば，江戸時代の海藻の地方名は「諸

国産物帳集成J(大修館書庖刊)，各地の伝統的な海藻の食べ

方は「日本の食生活全集J(農山漁村文化協会刊)の各シリー

ズで伺い知ることができる。

本州日本海側では 1998年に l府 11県の水産研究機関に所

属する海藻・藻場担当者が集まって「有用海藻増殖研究会Jを
結成した。この会では，活動の手始めとして，漁業者への聴

き取りや市場調査，文献調査などにより，各府県の地場産海

藻の地方名及び海藻の利用法について調べた。採録できた海

藻の種類や同定は決して十分ではなく，集められた地方名・

利用法も地域文化として広く根付いているものかどうかが明

らかでない場合もあるが，興味深い情報が多く得られたので，

この場を借りて紹介させていただくことにした。第一回目は，

本州日本海沿岸の海藻の地方名について報告する。

本州日本海沿岸に産する海藻の地方名は，山形県で金森

( 1992)が約80を挙げ，海藻方言目録としてとりまとめてい

るほか，上記の古典的な教科書や各府県の郷土書(例;浜口

1999)などに散見されるにすぎなかったが，今回，約 240の

地方名を採録することができた。なお，ここでは，地方名と

して昨今用いられているもの以外，特に律令時代などの古語

は含めていないので，興味のある方は「海藻J(宮下 1974)や

「諸国産物帳集成J(前出)をご覧いただきたい。

目録を概観すると，緑藻ではアナオアサ，紅藻ではキョウ

ノヒモにそれぞれ8つ地方名があり最も多いが，褐藻ではク

ロモ，イシモズク，モズク，ホンダワラ，アカモクの 5種で

10以上の地方名が挙げられた。これに対して，全国的に利用

されているワカメやテングサなと号では特殊な例は少なかった。

今回採録できた地方名のうちの多くは，次回に紹介するよ

うに食用種に対して与えられているもので，逆に，明らかに

非食用種で地方名があるのは褐藻のアキネトスポラとケウル

シグサくらいである。地方名のうち約 1割は，種名というよ

りも総称で，色や形が酷似した近縁の分類群(例:アオサ，モ

ク，テングサ)で，生育場所・生活様式が似ている場合(例:

イワノリ，モズク)や利用法(寒天)を同じくする場合(例:

エゴ)には，分類学的にもかけ離れた異質な種が同一名称で

呼ばれる場合が見受けられた。さらに，約 l割の呼び名は，基

準的な呼称、から派生したと思われる変異(例:モズク→「モ

ズコJ，rモゾコJ，rモンズクJ)で，いわゆる靴りの域を出な

いものである。

しかし，これらを差しヲ|いたとしても，海藻の各種に与え

られた独特の呼称が200近くもあることには驚かされる。実

際に，古老などに聴き取り調査を行っていると，地域(また

は個人)独自の生物呼称体系が浮き彫りになってくる場合が

ある。また，一府県内で同一種が複数の呼称、を持つことも多

く，津々浦々で利用が行われ，各地で呼び名が生まれたり，派

生したりしたことが想像される。地域的に見ると，秋田県，石

川県のうち富山県を除く 4県で圧倒的に多く，各府県の沿岸

に，男鹿半島，飛島，佐渡島，能登半島という海藻植生の豊

かな岩礁域を沿岸に有し，海藻の利用が盛んであることを反

映している。逆に，いくつかの海藻は複数の府県で同じ地方

名で呼ばれ，利用文化が浜伝いに伝播した形跡もうかがわれ

る。今回の調査範囲外ではあるが，北海道西岸(藤田 1988)

で採録されている地方名も，歴史的に関わりの深かった本州

北部沿岸の呼び名に由来するものがあるようである(例:ゴ

モ，ウシノシタ=北海道ではベコノシタ)。

ここでは各地方名の由来についての立ち入った考察は行わ

なかったが，金森(1992)が試みているように，性状(全形

や体質など)，生育場所，生育時期(というより採取時期?)， 

神事由来，古名の遺存などに分けたり，成立や分布を詳しく

調べたりすれば，漁村の民俗学としても貴重な興味深い資料

となるであろう。なお，ここに採録しきれなかった地方名も

まだたくさんあると思われるので，諸氏からの追加情報を期

待したい。さらなる知見をお持ちの方は，著者らまたは各府

県の担当者にご教示願えれば幸いである。

有用海藻増殖研究会(調査担当当時の所属)

青森県:桐原慎二，山内弘子(県水産増殖センター)秋田

県:三浦信昭，中林信康(県水産振興センター)山形県:茂

木省三(県水産試験場)新潟県:唐木沢秀之(県水産海洋研

究所)富山県:藤田大介(県水産試験場)(まとめ，文責)石

川県:戒田典久，池森貴彦(県水産総合センター)福井県:

池田華子(県水産試験場)京都府:浜中雄一，道家章生(府

立海洋センター)兵庫県:増田恵一(県但馬水産事務所)鳥

取県:山田英明，岸本好博(県水産試験場)島根県:石田健

次(県水産試験場鹿島浅海分場)，勢村均(県栽培漁業セン

ター)山口県:由良野範義(県水産研究センター外海研究部)
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本州日本海沿岸産海藻方言目録

県名略号:青:青森県，秋:秋田県，形:山形県，新:新

潟県，富:富山県，石:石川県，福:福井県，京:京都府，兵:

兵庫県，鳥:鳥取県，島:島根県，口:山口県

文献略号:F:藤田，地方誌・聴き取りによる， K:金森

(1970)， Ok:岡村 (1936)，Os:大島 (1947)，S:水産庁(I953)， 

Y:遠藤 (1917)，+:各県の日本の伝統食シリーズ(農山漁

村文化協会編)。なお，標準和名で呼ばれている場合は特に挙

げていない。

Ulvophyceaeアオサ藻網 (いわゆる緑藻)

Ulotrichalesヒピミドロ目 Ulotrichaceaeヒピミドロ科

. Ulothrix flacca (Dillwyn) Thuretヒビミドロ→モゲ(鳥 T)

Ulvalesアオサ目

Monostromataceaeヒトエグサ科

. Monostroma spp.ヒトエグサ類→アオサ(島)，アオノリ(青)

. Monostroma grevil1e (百mret)Wittrockウスヒトエグサ→ツヅ

レアオサ(形K)，フクロアオサ(形K)

Ulvaceaeアオサ科

. Enteromorpha compressa (L.) Neesヒラアオノリ→アオサ

(石)，アオノリ(富)，ナガアオサ(形K)，イトアオサ(形

K) 

. Enteromorpha linza (し)J.Ag.ウスパアオノリ→アオサ(石)， 

アオノリ(島)，イソナ(新H)，ピチャピチャアオサ(形

K)，ベタアオサ(形K)

. Enteromorpha prolifera (Oeder) J.Ag.スジアオノリ→アオサ

(島)，メボソ(石)

. Enteromorpha spp.アオノリ類→アオグサ(福)，アオサ(新)， 

アオノリ(秋，新，京)

. Ulva pertusa KjelImanアナアオサ→アオサ(青，秋，京，烏

T，口 S)，アオノリ(新)，イソナ(新H)，オニアオサ(新

F) ，オパアオサ(石)，ピッキアオサ(形K)，ピッキノリ

(形K)，ヤツアオサ(形K)

Cladophoralesシオグサ目 Cladophoraceaeシオグサ科

. Chaetomorpha crassa (C.Ag.) Kutz.ホソジュズモ→ムシノコ

(形K)

. Chaetomorpha monjJigera Kjellmanタマジュズモ→ピッキノ

タマゴ(形K)

Caulerpalesイワズタ目 Caulerpaceaeイワズタ干ヰ

. Caulerpa okamurae Weber van Bosseフサイワズタ→ウミブ

ドウ(青，福， 島)

Codialesミル目 Codiaceaeミル手十

. Codium fragile (Suringar) Hariotミル→ピンコ(形K)，、、

ダレ(形K)

Phaeophyceae褐藻綱

Ectocarpalesシオミドロ目 Ectocarpaceaeシオミドロ干ヰ

. Acinetospora crinita (Carmichael) Komman→シャリゲ(富)， 

ゴッチェ(富)

Chordarialesナガマツモ目

Acrotrichaceaeニセモズク科

. Acrothrix pacifica Okam. et Yamadaニセモズク→ゴタモズク

(形K)

Chordariaceaeナガマツモ科

. Papenfussiella kuromo (Y endo) Inagakiクロモ→イワモズク

(富)，クロモズク(青)，ズベ(新F)，ネモズク(新 H)，

ハナモズク(形)，ハルモズ、ク(秋，形K，富)，フロモ(形

K)，ボーズゴロシ(鳥)，ヤトイモズク(秋)，モンゾク(形

K) 

. Sphaerotrichia divaricata (C.Ag.) Kylinイシモズク→アカモ

(形)，イシモゾク(鳥 S)，イワモズク(青，新，石，福，

兵，島)，オキモゾク(烏 S)，オトコモズク(新H)，クロ

モ(秋，形)，ソウメンモズク(青)，ナツモズク(秋，富)， 

ネモズク(新+)，ハナモズク(青)，マカモズク(青)， 

モズク(青，形，石，鳥)，モゾク(形K，島S)，モンズ

ク(形K)

. TinocIadia crassa (Suringar) Kylinフトモズク→ピッキモズク

(形)

Ishigeaceaeイシゲ干ヰ

. Ishige okamurae Yendoイシゲ→オドロ(口 y)， トリノア

シ(口 y)

Spermatochnaceaeモズク科

. Nemacystus decipiens (Suringar) Kuckuckモズク→イトモズク

(石)，オンナモズク(新H)，キヌモズク(石)，クサモズ

ク(新H)，ハナモズク(新H)，ホンモズク(新)，ホンモ

ゾク(烏 T)，ホンモンゾク(形K)，モクジョウ(秋)，モ

ズコ(石)，モゾク(新H，京)，モゾコ(石)，モゾコ(新

S，富S，石S)，モツク(口 S)

Scytosiphonalesカヤモノリ目 Scytosiphonaceaeカヤモノリ科

. Colpomel】iasinuosa (Roth) Derbes et Solierフクロノリ→ウミ

ホウズキ(形K)，オニドンドンブクロ(形K)， ドンドン

ブクロ(形K)，フクレンボウ(富)

. Petalonia fascia (O.F.MulIer) Kuntzeセイヨウハパノリ→イワ

ノリ(石)，スガナ(形K)，ハパ(石，福)，ハパノリ(石，

福)，ボタノリ(石)

. Petalonia binghamiae (J.Ag.) Vinogradovaハパノリ→イワノ



リ(石)，カシカメ(島Y)，シガナ(形K)，ノツモパ(鳥

Y)，ハパ(石，京，兵，鳥T，島)，ハンパノリ(島)，ヒ

ラメ(鳥T)，ヒラモ(新H)，ボタノリ(石)

. Scytosiphon lomentaria (Lyngbye) Linkカヤモノリ→オガセナ

(形K)，オシナ(京F)，カスカモ(石)，コナ(石)，シガ

ナ(形)，スガナ(秋，新)，スガモ(新F，福)，スガラ(青)， 

タケノフシ(石Ok)，ミズスガナ(新)

Desmarestialesウルシグサ目 Desmarestiaceaeウルシグサ科

. Desmarestia viridis (Muller) Lamourouxケウルシグサ→アカ

クサ(秋)，ベダモク(秋)，ベット(青)，ベド(青)，メ

クサレ(形K)，メクサレゴモ(青)，メゴロシ(石)，ワカ

メゴロシ(新F)

Laminarialesコンブ目

Chordaceaeツルモ科

• Chorda filum (L.) Stackhouseツルモ→ウミナガソウメン

(富)，スガラ(青)，ツルモノ(青，形K)，ツルボ(秋，形

K)，ナガモ(石)，ナガラモ(石)，日蓮蔓藻(新F)，マン

ケソウ(形K)

Alariaceaeチガイソ科

. Undaria pinnatifida (Harvey) Suringarワカメ→オシキメ(石

Y)，コモチメ(京F)，シノメ(京F)，トノメ(口Y)，フ

クメ(口)，メ(形K，石，福)，メコ(形K)，メコンブ(富

S)，メノハ(形 K，島y);胞子葉→ネカプ(青，秋，新

F)，ミミ(新F)，メカプ(秋，形，富，石);茎→メノミ

チ(京)

Laminariaceaeコンブ科

. Costaria co.細胞 (C.Ag.)Saundersスジメ→ザラメ(青)，ザル

メ(青)

. Eck10nia kurome Okam.クロメ→アラメ(福，鳥，島，京F)，

カジメ(石，島)，ハアラメ(烏)

. Ecklonia stolonifera Okam.ツルアラメ→アラメ(秋，形K，

新)，ガガメ(青)，カギアラメ(島)，カジメ(新，石)

. Eisenia arborea Areschougアラメ→アラメ(島)，オニアラ

メ(鳥T)，カジメ(口)

. Laminaria japonica Areschougマコンブ→ミウマヤコンブ(青

Y)，若い藻体→ワカオイコンプ(青)

. Laminaria religiosa Miyabeホソメコンブ→コンブ(青S)，ボ

ウコンブ(青)

Fucalesヒパマタ目

Cystoseiraceaeウガノモク科

• Myagropsis myagroides (Tumer) Fensholtジョロモク→コダラ

(富Os)

Sargassaceaeホンダワラ科

. Sargassum confusum C.Ag.フシスジモク→ジヤウモ(鳥y)

• Sargassum fulvellum (Tumer) C.Ag.ホンダワラ→オオダラ

(富Ok)，ギパサ(形K，新，石)，ギパソ(形，石)，ギ

パソウ(形K)，ギンパサ(石)，ギンパソウ(形K，新)， 

ジパサ(秋)，ジンパ(京，兵，島，鳥T)，ジンパサ(石)， 

ジンパソウ(形K，石，鳥T，島S)，タワラモク(新Ok，

富Os)，ナガモ(青)，ホダワラ(富Os)
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. Sargassum hemiphyllum C.Ag.イソモク→モパ(烏T)

• Sargassum homeri (Tumer) C.Ag.アカモク→アガモク(青)， 

ウマクサ(秋)，ギパサ(青，秋，形，石)，ギパソ(石)， 

ギンパサ(青，石)，ショゴモ(形K)，ジンパサ(石)，ジ

ンパソウ(新Y，石，島)，スギモ(石)，タカ(石)，ツブ

ナガ(新Y)，ナガモ(青，新，富，石)，ナガレモ(石)， 

ハナマツモ(石)，ホソメモ(鳥Y)，マメタワラ(新Y)，

モ(京都F)，モチギパサ(形+)，モパ(烏T)

. Sargassum macrocarpum C.Ag.ノコギリモク→オオノ{(新

Ok)，オホパモク(新Ok)，タカモク(鳥Ok)，モパ(烏T)，

メモシパ(鳥 Ok)

. Sargassum miyabei Yendoミヤベモク(ハハキモクとして報

告されたが，分布圏外?)→ジンパソウ(口)，モパ(鳥T)

. Sargassum patens C.Ag.ヤツマタモク→オオダラ(富Os)，

カイモク(烏Y)，コメモ(石F)，ホンダワラ(福)

・Sargassumringgoldianum Harveyオオパモク(日本海産は亜

種S.ringgoldianum ssp. coreanum (J.Ag.) Yoshidaヤナギモク

とされる。)→ササモパ(島)，ササモマ(京)，モパ(鳥T)

. Sargassum siliquastrum (Tumer) C.Ag.ヨレモク→アプラコ

モク(形K)

. Sargassum thunbergii (Mertens) Kuntzeウミトラノオ→ゴモ

(青S)

. Sargassum spp. ホンダワラ類→ゴモ(秋，青S)，モ(形K，

口S)，モク(秋，形K)

Rhodophyceae紅藻網

Bangialesウシケノリ目 Bangiaceaeウシケノリ科

• Bangia atropu.町purea(Ro由)C.Ag.ウシケノリ→イシノコゲ

ラ(形K)，ウシケ(石)，ウシゲ(島S)，ウシノケ(島S)，

ウシノリ(島 S)，コゲラ(形K)

・Porphyradenticulataオニアマノリ→イワノリ(石，兵，島)， 

ノリ(島)

・Porphyraokamurae Uedaクロノリ→イワノリ(富，石，兵)， 

ハルノリ(形K)

. Porphyra pseudolinearis Uedaウツプルイノリ→イワノリ(秋，

形K，石，京，兵，烏T，島，口)，カンノリ(形K，京F)，

ノリ(形K，島)，ユキノリ(形K)，ワセノリ(形K)，

. Porphyra suborbiculata Kjellmanマルパアマノリ→イワノリ

(兵)，ノリ(島)

. Porphyra yezoensis Uedaスサピノリ→イワノリ(形，石，

島)，ノリ(秋，島)，ハルノリ(形K)，ミズノリ(形K)

. Porphyra spp.アマノリ類→イワノリ(青，秋，新，福)，カ

モジノリ(島Y)，クロノリ(石Y)，ノリ(新，鳥T)，ユ

キノリ(新Y)

Nemalionalesウミゾウメン目 Nemaliaceaeウミゾウメン手ヰ

. NemaJion venniculare Suringarウミゾウメン→ウミジヨメ

(秋)，ウミソーメン(青，新，鳥)，ムギナ(形K)，ワニ

カズラ(新)

Corallinalesサンゴモ目 Corallinaceaeサンゴモ科

. Amphiroa anceps (Lamarck) Decaisneカニノテ→イシモ(鳥S)
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. Corallinaceaeサンゴモ類→イシモ(烏 S)

Gelidialesテングサ目 Gelidiaceaeテングサ科

. Ptilophora subcostata (Okam.) Norrisヒラクサ(分布域外?) 

→オニクサ(鳥 S)

. Gelidium elegans Kutz.マクサ→タヌキ(京F)，テン(形

K)，テングサ(青，秋，形，新，富，石，福，京，烏T，島，

口)，ホングサ(京F)，マグサ(京F)，メテン(形K)，ワ

カネ(新F)

. Gelidiumjaponicum (Harvey) Okam.オニクサ→オトコグ

サ(島 S)

. PterocJadieJJa capilJacea (Gmelin) Bornetオパクサ→オットテ

ン(形K)，テングサ(石，島)， トキハ(京Ok)， トッサ

カ(形K)，ワカネ(新F)

Gigartinalesスギ、ノリ目

Dumontiaceaeリュウモンソウ科a

. Hyalosiphonia caespitosa Okam.イソウメモドキ→ニガラ(形

K) 

EndocIadiaceaeフノリ科

. Gloiopeltis furcata (Postels et Ruprecht) J .Ag.フクロフノリ→

ソソ(秋)，チョチヨノケ(石F)，ナベコシ(形)，フノリ

(青，秋)

. Gloiopeltis tenax (Turner) Decaisn巴マフノリ→ハナフノリ

(青)，フノリ(鳥T)
Gigartinaceaeスギノリ科

. Chondracanthus teneJJus (Harvey) Hommersandスギノリ→ケ

ンショ(秋)，サベナ(形K)

. Chondrus nipponicus Y巴ndoマルパツノマタ(ただし，c.

crispus auct. japon.トチャカとして)→ツノマタ(形K)，ト

サカ(秋)，ナベワリ(形K)，トッサカ(形K)，トッチャ

ガ(秋)

. Chondrus oceJJ.且tusHolmesツノマタ→イジコリ(新 H)，カ

タノリ(富S)， トサカ(秋)， トッチャガ(秋)，ナベワ

リ(形K)

. Chondrus spp.ツノマタ類→カタノリ(形)，トッチャカ(日

本海岸Ok)

. Rhodoglossum japonicum Mikamiアカノfギンナンソウ→アカ

ハダ(青)，アカハタ(青)

Gloiosiphoniaceaeイトフノリ科

. Gloiosiphonia capilJaris (Hudson) Carmichaelイトフノリ→コ

ブノリ(形K)，コモノリ(形K)

Hal ymeniaceaeムカデノリ科

. Carpopeltis affinis (Harvey) Okam.マツノリ→ツノマタ(新

H) 

. Grateloupia divaricata Okam.カタノリ→イッポンカダノリ

(秋)，シンボカタノリ(新y)，ボウノリ(富+)

. Grateloupia filicina (Lamouroux) C.Ag.ムカデノリ→カタノリ

(形K)，キジノリ(富)，ムカジガタ(新H)，ムカゼノリ

(富F)，ムカデナ(山陰道 Ok)，ムカデモンパ(鳥 F)

. Grateloupia lanceolata (Okam.) Kawaguchiフダラク→オショ

ウノミミ(秋)，ジョジョノミミ(秋) (? J ，ボウズノミミ

(秋)

. Gratelopia okamurae Yamadaキョウノヒモ→ウミツツ(富)， 

ウミフクロ(石F)，オンブクロ(石F)，カワギシ(新y)， 

チャチャボコ(新F)，チヤブチャブノリ(新Y)，ツウツ

ウ(富F)，ツウツコ(富 S)，ハマツウツウ(富)，ハマツ

ツ(富)，フクノリ (新H)，フクラガシ(新H)，フクレ

モンパ(鳥 T)，ムカゼノリ(新 y)

Hypneaceaeイバラノリ手ヰ

. Hypnea spp.イバラノリ類

(主に H.charoides Lamourouxイノてラノリ， H. flexicaulis 

Yamagishi et Masudaカズノイバラ)→イギス(秋，形)，イ

ゲシ(形)，エゲシ(秋)

Nemastomataceaeヒカゲノイト科

. Tsengia nakamurae (Yendo) K.C.Fan et Y.P.Fanヒカゲ、ノイト

→オムギ(新 Ok)

Phyllophoraceaeオキツノリ干ヰ

. Ahnfeltiopsis flabeJJjformis (Harvey) Masudaオキツノリ→ハ

ナノリ(富)

Schizymeniaceaeペニスナゴ科

. Schizymenia dubyi (Chauvin) J.Ag.ペニスナゴ→ウシノシタ

(形K)
Gracilarialesオゴノリ目 Gracilariaceaeオゴノリ手ヰ

. Gracilaria bursa-pastoris (Gmelin) Silvaシラモ→エゴ(島)，エ

ゴノリ(島)

. Gracilaria vermiculophyJJa (Ohmi) Papenfussオゴノリ→オゴ

(形K，烏T)，シラモ(口 S)，ソウナ(秋)，ソナ(青)

Ceramialesイギ、ス目

C巴ramiacea巴イギス科

. Campylaephora hypnoides J.Ag.エゴノリ→イギス(鳥 S)， 

イゴ(形，新 +)，エゲス(新F)，エゴ(青，秋，形K，

新，富，石，福，島)，エゴクサ(秋)，エゴグサ(形K，

新+)，オゴ(口)，ジヨウクサ(烏+)，ハナエゴ(新 F)

. Ceramium boydenii Geppアミクサ→イギス(青)，エゴ(福，

島)，エゴノハナ(新Y)，エゴノリ(島)，オットエゴ(形

K) ，ケイゴ(新)，ケボオ(口 S)，二番エゴ(富)，パカエ

ゴ(秋)

. Ceramium kondoi Yendoイギス→イゲシ(形K)，イギス

(青)，エゲス(形K，新Y)，エゴ(島)，エゴノリ(烏)， 

エンゲシ(形 K)，オキテン(青)，ケボ(口 y)
Rhodomelaceaeフジマツモ科

. Chondria crassicaulis Harveyユナ→ソゾ(形，富，兵，烏，

島)，ソンジョ(秋)

. Laurencia n伊'ponicaYamadaウラソゾ→ソゾ(島)，ユナ(島)

. Laurencia okamurae Yamadaミツデソゾ→ソナ(形K)

. Laurencia spp.→ソゾ(京)

. Neorhodomela munita (Petersenko) Masudaイトフジマツ→サ

ルゲイ(秋)

(不明)

秋田:パリパリ，テンジジモク，新潟:カズラ (H)，コウカ

イ，テンツ (H)，富山:アキモゾコ，カイゴ，ジョンジヨ，ゼ

ンモンモゾコ，ホトケノミ，鳥取:ノリグサ(ドンベラ， +)， 

モンパ(+)，島根:モンパ(+)，ショウモ(+)， i1J口:カ

サメ(+)，コブノリ(十)，ハルモ(+) 
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国際湿地保全連合日本委員会 :重要藻場調査手法検討調査報告

松井香里 :重要湿地の選定と重要藻場調査手法検討調査

「湿地jという言葉には，湿原や渡り鳥の渡来地を保全する

ラムサール条約というイメ ージが強い。しかし，実際には同

条約で定欽する湿地の分類は大変幅広く ，浅海域，河川，農

業用水系なども含まれ，海藻や海草の藻場は，干潟やサンゴ

礁とともに浅海域の重要な湿地と いうことになる。わが国で

は，平成9年4月に潮受堤防を締め切って話題をH子んだ諌早

湾干拓な どを契機に， 浅海域における湿地保全管理のあり方

が見直されるようになり ，藤前干潟の埋立中止， 三番瀬の埋

立計画の見直しなど，具体的な保全の動き も出て きている。

平成11年5月にコスタリカで開催されたラムサール条約締約

国会議では， ~朝間帯湿地保全の促進，登録湿地の倍増，各国

の重要湿地目録の整備を求める決議が採択された。こうした

国内外の追い風の中で，国際湿地保全連合日本委員会(以下

WIJ)では環境省の委託を受け，平成 II~ 12年度に重要

湿地選定調査を実施した。

選定にあたっては，同条約の湿地タイプを念頭に置きなが

らも， 日本の風土を考慮 して幅広い観点から意見を集約する

ために検討委員会(座長 :辻井達一 北星学園大学教授)を

設け，湿原 ・干潟 ・藻場 ・サンゴ礁などの生態系，水草 淡

水藻 -鳥 淡水魚 -両生向虫類 -昆虫・甲殻類 ・淡水貝 ・底

生動物といった各生物群の専門家に委員を依頼した。委員会

では生物の多様性を保全するための重要湿地の選定基準とし

て以下の 5基準を設定した。

基準 l 湿原 ・塩性湿地，河川 -湖沼，干潟・マングロー

プ林，藻場，サンゴ礁のうち，生物の生育 ・生息地として典

型的または相当の規模の面積を有している場合

基準2 希少種，固有種等が生育 ・生息 している場合

基準3 多様な生物相を有 している場合

基準4 特定の種の個体群のうち，相当数の割合の個体数

が生息する場合

基準 5 生物の生活史の中で不可欠な地域(採餌場，産卵

場等)である場合

これに基づき，検討委員が中心となり，各地の専門家にも

照会しつつ，重要な湿地をリス トアップした。ヒアリングし

た専門家の数は数百名に上り ，湿地に関する専門家のネット

ワークも構築された。藻場については，生物群集として捉え，

生物多様性という観点から評価が行われた例が殆どなかった

ため，藻場で生活する動植物の分類や生態の研究者約20名に

協力を願い，重要湿地選定調査藻場有識者グループ(キー

パーソン :青木優和氏)としてワークシ ョップとヒア リング

を重ね，重要な藻場の選定を行った。選定の結果は，環境省

のウエブサイ ト「インターネット自然研究所Jの「重要湿地

500Jで公開されているので是非ご覧いただきたい (http://

www.sizenken.biodic.go.jp/wetland/)。この結果は，そのまま保

護規制に直結するものではないが，現在わが国にある重要な

湿地の存在を共通認識とし，今後の管理 ・保全施策に資する

ことを期待している。

環境省では自然環境保全基礎調査のデータが蓄積されてお

り，選定に当たってもそれを基礎資料としたものの，重要湿

地とした根拠は各専門家の知見に拠っている。選定の作業を

通して，集水域全体の影響を受けて変化消失の激しい湿地生

態系，特に浅海域については，データ不足，再評価の必要性

が再三指摘された。そこで，平成 12年度， 選定された藻場に

ついて，生物多様性の視点で全国一律調査を行うための手法

を検討することを目的として重要藻場調査手法検討調査を計

画した。重要湿地として選定された藻場の数は約 130カ所も

あり ，藻場自体が多様性に富み類型化も簡単ではないが，前

述の藻場有識者グループに再度協力を依頼し，アマモ場(浜

名iMD.アラメ ・カジメ海中林(伊豆下回)，ガラモ場 (玄界

灘北部，富山湾)，コンブ場(北海道南西岸)の 5カ所を選んで

調査を行った。この結果は，平成 13年 II月に宮城県志津川

町自然環境活用センターで開催された同グループのワーク

ショップで報告と検討を行った。調査手法の検討と調査体制

づくりは今も作業を続けており，平成14年度の事業スタート

を目指している。今後は従来のメンバーのみならず，全国で

多くの方にご指導を乞うことになるので，この場を借りてご

理解とご‘協力を心よりお願いしたい。限られた予算で短期間

に多くの区域を対象として行うため，簡易な手法を取らざる

を得ないが，調査を通じて，各位の海藻-海草藻;場の研究に

役立てて頂く機会が得られれば幸甚である。

重要湿地選定調査および藻場調査手法検討調査の実施を進

めてきた環境省自然環境局自然環境計画課ならびに生物多様

性センターに感謝したい。また，重要藻場選定，手法検討を

通じてご協力下さった有識者G諸氏に，末筆ながら深謝を表

したい。(有識者Gメンバー:相生啓子，青木優和，新井章吾，

飯泉仁，大里子正夫，川井唯史，川嶋昭二，菊池泰二，竹内一

郎，田中次郎， 寺脇利信， 仲間雅裕，篠田大介，向井宏， 山

本智子，横j賓sRij隆，吉田忠生 (50音JI¥fl.敬称、略)) 

(国際湿地保全連合日本委員会)



42 

国際湿地保全連合日本委員会:重要望場塑査手法検討調査報告

調査は2001年3月21日 22日に行なわれた。浜名湖の潮

下帯には，アマモ Zosteramarinaの純群落が形成されている

が，人工的な沿岸環境の変化が著しく ，不安定なアマモの

パッチ状群落が不連続に散在 している。中之抵!I¥のアマモは多

年生，女ヶ浦は一年生であることが知 られている(今尾&伏

見 1985)。中之郷のアマモ場は比較的小規模 (約 3ha程度)で

水深1.5m以浅の部分に認められた。底質は砂質あるいは泥質

であり，砂底には貝殻が多く含まれていた。女ヶ浦のアマモ

場は大規模 (> IOOha 以上) で ， 水深 2 m ~ 9 mの広い範囲に

分布している。上記2箇所のアマモ場にて，(l)アマモの現

存量，(2)内在性底生動物の種構成 ・現存量，(3)葉上性

動物の種構成-現存量の測定を行った。ここでは主にアマモ

の現存量に関する調査について述べる。詳細は改めて報文に

する予定である。

アマモの現存量の評価法として Rapidvisual t巴chnique

(RVT)を採用した。アマモ現存量の推定では，従来は坪刈法

による調査が一般的であったが，最小限の海草採集に基つごき

多数の地点での現存量を推定するためにRVTを採用した。こ

の方法の信頼性については Mellor(1991)に， 一般的な解説は

Coles et aJ. (1995)を参照されたい。

今回の調査においては，対象藻場の広がりに応じて，中之

郷では 100x 100 m，女ヶ浦では 750x 1500 mの調査域を設

定した。アマモの分布の異質性を把握するため，大スケール

の調査域 (100x 100 mの範囲に 25m間隔で測点を計 15点設

相生啓子:浜名湖におけるアマモの現存量の推定法に関する試験的調査

B同加担句 DWm")

図2 女ヶ irlì におけるアマモの現存量の空間変異。 スケールは南北!I~h

が 700m，東西n~hが 1 500m
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置)の一部に小スケールの調査域 (25x 25 mの範囲に 5m間

隔でiP.1J点を計百 点設置)を設けた。各測点では 50x 50 cmの

調査用コ ドラ ー トをランダムに5個設置，その中のアマモ現

存量のランクを記録した。ランクは海草の全く無いとこ ろを

0，その場で最大のと ころを 10とした基準を調査員毎に決

め，コ ドラー ト内のアマモの現存量に応じて決定した。全測

点終了後，藻場の典型的な場所で，広い範囲の現存量をカ

バーするようにコドラー 卜を7~ 10個設置 し(キ ャ リ プレー

ションコ ドラート )，調査員全員が各コ ドラートの海草現存量

のランクを記録した後に，コ ドラート内のアマモの地上部を

全て採集した。持ち帰ったアマモは60
0

Cの乾燥機で乾燥させ

た後，乾重量を測定した。

キャリプレーションコドラー 卜におけるアマモの現存量(Y)

とランク(X)との関連性を回帰分析により調査員ごと，場所ご

とに求め，両者の関係を下記の回帰式で表 した。

Y = aXb (但 しa，bは定数)

回帰式の適合度は調査員，調査場所により多少の変異が認

められたが，相関係数R2はほとんどの場合0.80以上(最低

0.48，最高 0.97)であった。この回帰式を用いて， 全測点に

おけるランクのデータ より 各測点のアマモ現存量を推定した。

アマモ地上部の平均現存量 :中之郷 13.9g OW  1m2 (+ 25.7 

SO; n = 19);女ヶ浦 22.4g OW 1m2 (+ 14.9 SO; n = 25) 
中之frl!l¥の大スケールの調査ではアマモの分布はほぼ半数

の測点で確認され(図 la)，小スケールでも，特に北西部分に

現存量の大きい狽IJ点が集中し (図 1b)，両者ともアマモの現

存量は大きな空間変異を示 した。女ヶ浦においては，最深音1)

(9.2 m)の測点を除く 全ての点でアマモの分布が確認され

(図 2)，アマモの現存量の空間変異は中之郷に比較すると均

一で，特にアマモ場中央部付-近で現存量が大きかった。 中之

郷のアマモは多年生，女ヶ浦のアマモは一年生であり ，両者

の生活史の相違が現存量，空間分布の違いに関連している可

能性も考え られる。

調査メンバー :相生啓子， 河内直子， {ljl岡雅裕，i:1~村洋平，

向井宏，鷲山裕史，渡辺雅子

(青山学院女短大)
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青木優和:下田市田牛地先におけるカジメ海中林調査の経過報告

静岡県下田市田牛(とうじ)地先の海中林の調査地は，沖

合 2kmまでに水深約 30mに達し海底は岩礁または大型の

岩塊が埋在する砂底からなる。i弱l間帯直下の最i支部にわず、か

にアラメが存在するが，その直下から水深 20m以深付近ま

では高い被度のカジメ群落が途切れなく続いている。海中林

の内部および周縁部には紅藻類なとε小型の下草藻類が生育

する。

調査は 2001年4月 16~ 17日に実施し，採集標本の処理

と分析は調査直後から4月21日まで、行った。調査現場が，深

度 20m以深までほとんど途切れなくカジメのみが占有する

場所であるため， ?支部の調査のみではこの近海のカジメ海中

林を代表するに足るデータを取り得ないと判断した。そこで，

本調査が試験調査であることも勘案し，カジメ分布域全域を

ほぼ覆う調査域の設定を行った。幅約 300m，沖合約 1.8km， 

水深 Omから水深 23mまで、の区域に水深別に調査地点を設

けた。分布限界域に近いとみられる水深 23m を最深地点と

し，水深 20，15， LO， 5， 2.5， 0 m (潮間帯直下)の 7地点

である。スキューパ潜水者の支援は筑波大学下回臨海実験セ

ンターの研究船 2隻の「つくばJ(30人乗り )お よび 「あか

ねJ(7人乗り )で行い，各深度での調査では，海藻採集には

3人 lチーム (水深 20，23mでは 4人 1チーム)となって潜

水し， 2人が方形枠 2個分の採集を行い (図3)，1人が方形

枠外を含む林間の下草藻類の採集を行った。方形枠調査では，

枠サイズは l辺の長さを 1mとし，各地点における極大現存

量を求めた。海底の海藻被度や作業状況の撮影記録はデジタ

ルビデオカメラで行った。持ち帰った方形枠内のカジメ (お

よびアラメ)については，その全数 ・全長・ 中央薬長 ・茎長 ・

茎の長径と短径の計測を行い，その後藻体を切断分離して，

業部からとった副サンプルについては葉面積を測った。計測

を終わった海藻は風乾し(図4)，その後，80 "cのオーブンで

48時間以上の乾燥を行った後に茎重と業重を計量した。今後

のカジメ林調査の指針作りに役立つよう，カジメの計測項目

はできる限り増やし，その作業に要したのべ時間をも記録し

た。これは，今後この調査方法を基礎に，各々の実地に合っ

た調査方法に簡略化していく際に，作業量の見当をつけてい

くのにも役立つはずで、ある。

カジメに関わる動物群集としては，過去にほとんど知見の

ない仮根部生息動物群集を主な調査の対象とした。仮根部動

物群集調査は l名(水深 20，23mでは 2人)で行い，海藻採

集者らと 同H寺に潜って方形枠設置場所周辺の同水深のカジメ

の仮根部のみを基質からはがして袋に入れて実験室に持ち

帰った。また，仮根部に付着した生物は固着生物も移動性生

物も全て取り去り，動物群ごとに選別した後に保存した。動

物の除去後の仮根部については，湿重量(付着物除去後)・容

積(付着物除去後)の計量を行った。

今回の調査に参加した研究者は藻類関係 6名，動物関係 3

名で，これに学生などの作業補助員が6名参加 した。調査に

要したl時間は，潜水採集で、は各深度で、 15-20分であった。ま

た，海藻処理ののべ時間(実作業時間×作業人員数)は 300

時間を超え，動物の選別作業は，調査期間中に可ー能だっただ

けでも 140時間を超えた。なお，この作業時間には，データ

となってから後の解析およびデータ整理の時間は含まれてい

ない。

(筑波大下回臨海実験センター)

新井章吾 :福岡県津屋崎町鼓島の藻場調査

九州西岸の津屋崎町鼓島が，南西日本のガラモ場の多様性

を評価するための調査地として選ばれた。島の長径が 100m

の鼓島は津屋崎町西端の楯のIUql300m沖合にあり ，調査メン

パーの吉田ら(1963)によって，ホンダワラ類の垂直分布が

明らかにされている。調査は2001年4月26~ 28日に行なわ

れた。

鼓島周辺を水面遊泳で観察し，比較的地形の凹凸が少な

く，海藻の帯状分布が明瞭な;場所を調査場所として選んだ

(図5)。潮間帯中部から岸沖方向に間縄を張り， 150mの調査

測線を設置した。まず，海藻の優占種によ って構成される相

観(景観)によって，調査区を区分した。SCUBA潜水によっ

て，調査区ごとに海藻，底生動物，魚類の垂直分布を調査し，

海藻については時間の許す限り調査区ごとになるべく全ての

種類を採集した。それらの調査区を代表する地点において，

50cmの方形枠を用いて動植物の坪刈りを行い，現存量を計測

した。また，調査区域に生育する大型褐藻 13種採集し，葉聞

に生息する動物の混重量と個体数を言hWlした。

調査結果は海藻については新井らが，動物については山本

らが別途とりまとめる予定であり ，結果の一部を紹介する。

ウミトラノオ群落(起点からの距離 o-1.2m) ，ヒジキ群落

(1.2-2.5m) ，アラメ群落 (1.2-2.5m)，ヤナギモク群落 (9.5-

12.5m) ，アカモク群落 (12.5-18m) ，ホンダワラ属とワカメ混

生群落 (18-47m)，ワカメ群落 (47-78m)および大型褐藻疎

生群落 (78-150m)の順に，群落が成立していた。97種の海

藻，35極の底生動物および30種の魚類が確認された。最も海

藻の種数が多かったのは，大型褐藻疎生群落の 76種であっ

た。40種以上出現したのは，アラ メ群落とのワカ メ群落で

あった。ウミトラノオ群落の種数が21極と最も少なく，それ
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夜、たちが調査にご一緒します (W1 ]女性スタ γフ)

以外の調査区では 35-39程であった。

13種の大型藻類について葉上動物を採集したとこ ろ，少な

くとも 7動物門，約 140種が採集された。種数，現存量(個

体数， jE重量)ともに，藻類の種によ って顕著な違いが見ら

れた。

今回の調査では，九州大学臨海実験所の協力が得られたた

め調査地点の確保が容易で、あった。それでも調査の目的と内

容の説明や1Jilf船の打ち合わせに21TI1ほど地元の漁業協同組合

に出向いた。調査地点の確保を容易にするためには，漁業者

との信頼関係を築くことが重要である。

現地調査には 10~1が参加し，調査日桂の調整が大変だっ

た。今回は，偶然，調査日程前後の時化を避けることができ

たが，荒天待機があった場合の取り決めを事前にしておくべ

きだったと思う 。また，調査地点は比較的流れが速く，流れ

の速い時間帯には潜水に熟練していないと作業が困9!H~であっ

た。全国一律に重要混地の調査を行う場合，海況に応じて無

理をせず，作業量を減らせるように調査苦|聞を立てる ことが

望ましい。

海藻の形態は，地域や季節で大きく変化 したり，同種とさ

れていた種類が詳しい研究の結巣複数の種類に分けられたり

することがある。そのため，標本を作製した。動物では種数

とともに問題になるのが，その分類群が広範に及ぶことであ

る。種や属までの同定には，その分類l洋の専門家の|高力が不

可欠である。やはり，同定のii!1I:しさを補う意味で，種名と採

集場所の明らかな標本を，できるだけ組織的に保管し，かっ

多くの研究者が利用できる状態にすることが求められる。海

諜についても同様であり，できる限り l極につき 2枚の折lし

葉標本を作製し，環境省の生物多様性センターと北海道大学

理学部に保管した。

研究や環境アセスメントでは，枠取り調査や定置枠内の観

察から，種の多J様性が評価される場合が多い。しかし，海藻

の種類を全て採集するための時間を別に設けなければ，粧の

多様性や粧数の季節変動を評fllliすることは難しい。

特定の海域を代表する場を重要湿地の lつとして選ぶこ

図3 水深 15m におけるカジメの方形枠採集

Izl5 アラメ群落とヤナギモク群落の境界。水面遊泳によりi1ifl~~の情
状分布が比較的IY~I僚なところを選び調査測線をヲ | いた。
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とも重要であるが，種の多様性は低いが単一種の広大な群落，

絶滅危慎種や希産程の生息地，地形や物理的環境が特異的で

あるため珍 しい群集構造の場，特定の生物の北限と南限ある

いは隔離分布の場を選定基準として重視することも必要と考

えられる。

調査メンバー:新井章吾，及川信，奥田賢司，奥野律子，加

藤哲哉，倉橋TIE希，幸塚久典，谷田綾子，南里海児，広瀬も

えり ，森敦史，山本智子，余吾豊，吉田忠生

謝l."P:調査にあたっては ， 漁協との折衝に松チ~ニ誠一助教授

が同行されるなど， 九州大学水産実験所の方々にお世話にな

りました。調査に協力いただ、いた津屋崎漁業協同組合に感謝

します。

((株)海藻研究所)

藤田大介 :氷見市虻が島のガラモ場調査

本州中音1¥の日本海沿岸，とりわけ能登半島内浦のガラモ場

は， 世界有数の高い生産力を有するが，他の海藻の生育が乏

しい(谷口 ・山回 1978)とさ れる。富山県氷見rlii中約 Ikmの

虻が鳥(長径 180mの岩盤)は能登半島の基音1¥に位置し，自

然、もよく保たれている。周辺は古くから海洋生物の研究が践

んで，大型の無脊i惟動物と魚類は氷見市 (1999)，海藻は藤田

(2001)が周辺も含めた極の目録を作成している。今回はガラ

モ場の繁茂期 (200 1 年 6 月 6 ~8EI ) の海諜相 ， 垂直分布お

よび群落の生産構造を調べたほか，既往匁l見のない業上動物

についても調査を試みた。(詳細lは別に報告の予定)

海藻相調査

海藻は，島の周囲(水深o~ 30m)を5人の専門家が 2日

間(半日ずつ)潜水し，着生藻や微小種も含め，できるだけ

多くの種の採集に努めた。採集品は洗濯用ネットやポリ袋に

入れて実験室に持ち帰り，押し葉襟本を作製した。その結果，

緑藻 14種，褐藻46種，紅藻51種が同定され，ガラモ場とそ

の周辺は豊かな海藻相を示すことが確かめられた。このうち，

緑藻 l種，褐藻 6種，紅藻 9種は富山湾未報告種で，各種淘

藻の着生謀として，あるいはガラモ場iljl似IJの砂泥域(転石地

帯が散在)で、見つかった。30年以上前の記録しかないアミモ

ヨウも烏の南西側J(海中林の林床)で採集できた。周辺海域

では緑藻 34種，褐藻 75種，紅藻 162種(著者が採集 ・確認

した種は緑藻 28種，褐藻 61種，紅諜 115種)が知られ(藤

田2001)，これと比べると，今回は褐藻で既知種の約2/3，緑

藻と紅藻では約 1/2の種しか採集できなかったことになる。

海藻の種の多様性を明らかにするためには，複数の季節に，

調査域を狭く限定せず，砂泥域や藻体上にも目を向け， 専門

家も含めた採集・同定を行うとともに，ごくありふれた種の

採集漏れにも留意する必要がある。

垂直分布・生産構造調査

島の南東方向に全長300mのラインを張り，ビデオ撮影を

行うとともに，水深，底質および大型海謀の出現割合(目視)

を水中ノー トに記録した。林冠形成程では， 岸側のイソモク

から，フシスジモクを経て，ヤツマタモク ，ノコギリモク，エ

ンドウモク ，ツルアラメというように，沖に向かつて優占種

が交替したが，各水深とも複数種が混在していた。ライン上

の代表的な群落 6地点 (水深0.5~ 14.1 m)で方形J枠 (50cm

四方)内の海藻を採集し，前川・ 喜田(1987)が海藻群落用

に改変した層別刈 り取 りj去を用いて生産構造を調べた。生産

構造図は，複数種が混在した坪刈結果をそのまま用いて作成

した。最大現存量を示したのは，ノコギリモクを優占稜とす

る群落で， 1124.0gd.w. 約 4.5kg d.w./m2) に達した。この

群落は水深6.7mの砂地上の転石に発達したもので，群落高は

460cmに達していた。

葉上動物調査

上記 6地点のうちノコギリモク群落 (高さ 460cm)とヤツ

マタモク群落(同400cm)で，市さ 50Clllごとに枝にビ、ニール

袋を被せてー来上動物を採集し，実験室に持ち帰り同定した。

種まで同定できたのは32種で， 他の多くは属か科，紐型動物

門は門のレベルまでしか同定できなかった。ノコギリモクで

は33分類群，ヤツマタモクでは27分類群が認められたが，共

通していたのは 10分類群に過ぎず，他の海藻も調べるとさら

に種数が増える可能性がある 。 i~l体数が多かっ たのはウミナ

メクジ，トゲホホヨコエビおよびホソワレカラの 3種，湿重

量が大きかったのはボ トリルス科ホヤで，ヨコエビ類には同

定の困難な幼休も多かった。業上動物は主に藻体の最下層ま

たは校の上層部から採集され，後者の場合には着生藻(主に

褐諜シオミドロ目のアキネトスポラ)との関係も考えられる。

調査メンバー :新井省吾，大旧希生，佐々木美貴，小善圭

一，問中次郎，千村ー貴子塚田行人，中村j市夫，長谷川和清，

藤田大介，松井香里，松村航，村瀬昇，渡辺孝夫

謝辞 :調査にあたっては，氷見漁業協同組合，富山県栽培

漁業センターおよび民宿「ごんすけどんJの皆様に多大なご

協力を賜ったので謝意を表したい。

参考文献

藤田大介 2001.;iJ(見市・高岡市沿岸の海藻とi来場氷見漁業協同組合

.氷見

氷見市役所 1999氷見市史9資料編 7自然環境.氷見

前川行幸喜旧利|主|郎 1987.アラメ及びカジメ群落の生産構造にi限lす

る研究.li長類 35:3440.
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モクとノコギリモクの生態日水1iJf報 29:239・253

(富山県水産試験場)
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図6 氷見市虻が島の航空写真 図7 力ラモ場で延ばした調査線

川井 唯史:ホソメ コンブ群落における種の多様性

北海道日本海南西部の岩内11日野束地先の磯焼け地帯で，ホ

ソメコンブ群落とその沖側のサンゴモ平原(図 8)における

各種海藻の垂直分布および底生動物と葉上動物の種組成を調

べた。調査は，群落の最盛期である 2001年6月26日に実施

した。この沿岸の海藻の垂直分布と底生動物の種組成に閲し

ては赤池(1998)や桑原ら(1997)が報告しているので，本

稿では海藻と葉上動物の種の多様性について，調査を通して

感じたことを述べてみたい。

ホソメコンブ群落における海藻種類別の葉上動物数は，群

落の主な構成者で、あるホソメコンブで少なく ，モロイトグサ

等の下草で、多かった。サンゴモ平原では葉状の海藻が見当た

らず，キタムラサキウニが目立った。分校や凹凸に乏しく滑

りのあるホソメコンフマの藻休上で、は葉上・葉間生物が住み難

いと思われる。詳しいデータや解析結果は別途報告の予定で

ある。

葉上動物の多くは微小で，海藻ごと定量採集するには海中

で細かい作業を行わなければならず，種の査定も極めて9!1Eし

い。海藻の場合は「新日本海藻誌J(吉田 1998)があるので，

基本的に種まで同定できる。しかし，葉上動物は分厚い図鑑

にも名前が見当たらないことが多く，文献を集めても該当種

が見つからず，属までしか同定できないことも度々あった。

誤解のないように述べておくと ，業上動物の分類が難しいの

は，分類研究者がサボっているのではなく，出現種の多数を

占める甲殻類や巻貝類の多様性が高いことによる。分類学者

の数がその多様性に比例して多いとはとても思えない。

調査を通じ，藻場における海藻と葉上動物の多様性研究は

苦労こそ多いが，それだけ新規性が高く，貴重な知見になる

と感じた。業上動物の分類研究者は，海藻の種の査定に苦労 [~[ 8 A:ホソメコンブ群落 ，B:サンゴモ平原。新井章吾氏撮影



しており，今後は，異分野の研究者が一層連携を深める必要

がある。しかし，実際の現場調査では，数の限られた難しい

サンプルに学名を付けるのは何 とも心細い。

そこで，提案がある。藻場の種多検性の研究論文を発表す

る際，属レベルまでしか同定できなかった海藻や葉上動物は

特定の機関に保管する。標本の保管場所を採集データととも

に論文に明記しておき ，これを利用する専門の研究者に学名

を付けていただく。由来の明らかなサンプルが数多く集まれ

ば，分類の研究者は，保管場所へ行くだけで，厄介な潜水調

査をせずに，各地の必要なサンプルを得ることができる。

それでは，保管機関としてはどこが適切か?まずは各地の

博物館が挙げられるが，現在の 日本の博物館で，所蔵空間を

新たに割き，今後の継続的な各種調査のサンプルを保管する

余裕があるだろうか?今回の調査では環境省自然環境局生物

多様性センタ ー (ホームページ http://www.biodic.go.jp)の活

用が検討された。当センターは最近完成した建物で，空間は

充分にあり，当分の聞のサンプル受け入れが可能であるとい
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う。同センターの笹岡達男所長もこれを望んでおられるので，

是非お願いしてみてはいかがであろう。

調査メンバー : 高島義和， 川 Ii(~昭二 ， 角田博義，新井章吾，

四ツ倉典滋，奥野律子，中明幸広，大崎正二 峯村正幸

謝辞:本調査は平成13年度岩字地区海藻類生態調査の一部

として行った。調査に御理解と御協力を賜った岩内郡漁業協

同組合，WI1，原子力環境センターの関係各位，および，川

嶋昭二，寺脇利信(瀬戸内海区水産研究所)の両氏に感謝の

意を表する。

参考文献
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ンター試験研究 6:J 119 

桑原久実 赤池主主一 -林久哲 ・山下俊彦 1997磯焼け地帯における

海藻群落の生育要因に関する研究.海岸工学論文集44:1181-1185

吉田忠生 1998新日本海藻誌.内田老鶴園東京 .1222p

(北海道原子力環境センタ ー)
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秋季藻類シンポジウム (2001.11.16) 

「藻類由来の機能性成分の研究と利用の展望」要旨

山下 栄次 :アスタ キサ ンチンの機能特性と その応用

i築類のカロテノイドとしては，褐)~~~ii'íに普遍的に存在する

フコキサンチン(1)，;j;~~頚に広く分布する F ー カロテン (2 )，ル

テイン(3)，ゼアキサンチン(4)などが知られている (Matsuno

& Hirao 1989)。中でもフコキサンチンは年間 100万トン生産

されるとされ，天然有機化合物の0.1%を占めるといわれるカ

ロテノイド (年間生産量は 4，000万トン)でトップである

(Britton巴taJ.1995)。

カロテノイドの機能特性のーっとして抗酸化作用があげら

れるが，最近アスタキサンチン(5)のそれがカロテノイドの中

で最も強く，さらに天然抗酸化剤の王者といわれるビタミン

Eに比べ数百倍に及ぶことが明らかにされた。その後その抗

酸化作用をベースとした様々な機能特性がj~R告されてきてい

る。ここでは，今日までに報告されているアスタキサンチン

の機能特性を紹介するとともに アスタキサンチン産生緑藻

であるへマトコッカス謀の大量培養に成功し，食品素材開発

を行ったのでそのことについても言及する o

1 .アスタキサンチンとは

アスタキサンチンはカロテノイドの一種で，エピ ・カニな

どの甲殻類，サケ -タイ ・コイ ・キンギョなどの魚類など，天

然特に海洋に広く分布する赤樫色の色素である。上述のフコ

キサンチン，赤潮の主カロテノイドであるペリジニンに次い

で3番目の生産量を誇る。緑藻類の一種へマトコッカス藻な

ど一部の藻類もアスタキサンチンを生産する。
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|豆11 藻類のカロテノイドの化学式

産業的には，従来よ りサケ-タイなとεの養殖魚、の色揚げ剤，

すなわち色素として利用されている。世界市場は 150億円に

のぼり ，主に化学合成品が使用されている。一部天然品とし

てオキアミやへマトコッカス藻も利用されているが，さほど

ではなしミ。前述のように，最近抗酸化作用をはじめ数々の機

能特性が明 らかにされ，食品としての利用が期待されている

物質である。

OH 

2. アスタキサンチンの機能特性

抗酸化作用

ー口に抗酸化作用といっても，どの活性酸素種に対して捕

捉あるいは消去活性があるかを考慮しなければならない。ア

スタキサンチンの抗酸化作用については現在のところ，強い

一重項酸素消去活性と脂質過酸化j:cpnilJ活性が認められている。

一重項酸素消去活性については，ビタミンEの約550倍，s-

カロテンの約 40倍であるとの報告がある (幹 1999)。また，

脂質過蔽化抑制活性については， s-カロテン，ルテイン，ゼ

アキサンチンよりも強く ビタミン Eの活性と比較して 100

倍以上であった (Miki1989)。このことから，天然抗酸化剤

の王者ビタミン Eといえども万能選手ではないといえる。他

のカロテノイドの中でもアスタキサンチンが優れているのは，

共役二重結合の数が多く (s-カロテンが けであるのに対し

アスタキサンチンは 13)カルボニル基 (=0)とヒドロキシル

基(ーOH)を有しているからである。カルボニル基は共役二

重結合の数に寄与するだけでなく ，タンパク質と分子間結合

することによりカロテノイド タンパク複合体 (カロテノ プ

ロテイン)を形成することができる。魚類の卵の主カロテノ

イドがアスタキサンチンであるのはこのためである。ヒドロ

キシル基は生体!I莫に組み込まれた際にアンテナ的に働いて膜

外に発生するラジカルを捕捉することができる。 戸ーカロテ

ンはこれができないため膜の表面で発生するラジカルに対し

て無力である。

抗炎症作用

ラッ トの足裏にカラギーナンを皮下注射すると顕著な足浮

OH Jj重が誘起されるが，アスタキサンチン及びビタミンEを30分

前にそれぞれ Img腹腔内投与すると，その浮JJ重はアスタキサ

ンチンでは50%抑制されたがビタミンEでは有意な抑制は認

められなかった (倉繁ら 1989)。誘発されたラジカルによ っ

て赤血球がボロボロになって炎症が起こるのをアスタキサン

チンが抑制したと思われる。

ピロリ菌による胃炎に対して抑制効果を示したという報告

もある (8巴nnedsen1999)。世界的に感染している人口が増加

OH 
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している今日，アスタキサンチンの利用が期待されるところ

である。

抗動脈硬化作用

悪玉コレステロール (LDL)の酸化によって動脈硬化が起

こるとされているが，アスタキサンチンはそのLDLの酸化を

抑制した。その効果は赤ワインで有名なポリフェノールより

強力であった(岩本ら 1997)。健常人が赤ワイン 350m1毎日

飲むことによりLDLの酸化が抑制されることは知られていた

が，アスタキサンチン 1mgの摂取によりそれに勝る効果が得

られた。また，他のカロテノイド(リコペンやルテイン)と

の相乗効果もさらなる研究でわかってきた(飯野ら 2001)。効

果があらわれるアスタキサンチン量と同量のリコペンあるい

はルテインを投与しでもその効果は認められないが，同量ず

つの併用でアスタキサンチン単独よりも効果が認められた。

免疫賦活作用

T細胞依存性抗体産生をアスタキサンチンは増大させた

(Jyonouchi et a1. 1993)。カロテノイドは栄養学上s-カロテン

に代表されるようにプロビタミン Aとして認知されていた。

この研究でカロテノイドはプロビタミンAとしてではなくカ

ロテノイドそのものに活性があることが証明された。

抗ストレス作用

拘束によってストレスをかけるとマウスの胸腺の重量が減

少するが，アスタキサンチンはその減少を有意に抑制し，さ

らに肝臓過酸化脂質の上昇を抑制，がん転移促進をも抑制し

た(楊ら 1997)。ストレスによって活性酸素が発生し，免疫

細胞に傷害を与えて免疫力が低下，及びがんの発生や増殖・

転移が進行すると考えられるが，アスタキサンチンの抑制効

果は戸ーカロテンやビタミンEのそれよりも有効であった。

糖尿病に対する作用

糖尿病進展抑制:糖尿病モデルマウスにて血糖値，尿中ア

ルブミン排植量，尿中80hdGの低下を認めた(内山ら 2001)。

合併症進展抑制:糖尿病ラットの白内障発症が抑制された

(監物ら 1997)。腎症に対して上記糖尿病モデルラットにて糖

毒性による勝戸細胞障害が抑制された(内山ら 2001)。

糖尿病になると身体の中が酸化状態となり様々な障害が発

生する。アスタキサンチンはその酸化状態の正常化に寄与す

ることでその機能特性を現しているものと思われる。

目に対する作用

光障害による網膜保護:強い光の照射によるラット網膜外

核層の薄化及びロドプシン濃度の低下を抑制した (TsoMark 

& Lam 1996)。
毛様体機能調節 :VDT作業者(眼をよく使う作業に従事し

ている人)においてアコモドグラム(調節力試験)によるテ

ストで投与前後に有意な差が認められた (Nagakiet a1. 2001)。

調節力の測定により眼の筋肉の疲労度がわかる。

他，最近日本においても急増している黄斑変性症にも有効

であるという報告もある。これらの効果は投与されたアスタ

キサンチンが血液網膜関門を通過して発揮しているものと考

えられる。

日周リズム調節作用

ビタミンE欠乏ラットの日周リズムの乱れをアスタキサン

チンは有意に正常化させた。さらにメラトニンと併用するこ

とによりその効果は有意に増強した (Nagaiet a1. 2001)。他，

ごく最近ラットにおける脳虚血障害に有効であったという報

告がなされている。これらのことから，アスタキサンチンは

血液脳関門を通過し脳内の酸化的障害(アルツハイマーや脳

梗塞)に有効であると考えられる。

皮膚に対する作用〈外用〉

色素沈着抑制:ヒト背部にアスタキサンチンを塗布するこ

とにより UVBによる色素沈着が抑制された(山下 1995)。紅

斑抑制(炎症の収れんを早めること)により結果的に色素沈

着が抑制されたものと考えられる。

光加齢抑制:へアレスマウスに UVBを照射しアスタキサ

ンチンを塗布すると光加齢によるシワの形成が抑制された

(坂田ら 2000)。一重項酸素によってコラーゲンの架橋が起こ

り，それがシワ形成の原因のひとつといわれている。強力な

一重項酸素消去物質であるアスタキサンチンが， UVBによっ

て発生した一重項酸素を消去しシワの形成を抑制したと考え

られる。

メラニン生成抑制:アスタキサンチンはメラノーマ細胞の

メラニン生成を抑制した。しかし細胞毒性は示さなかった

(水谷ら 2000)。

3.アスタキサンチンの天然資源

以上のような優れた機能特性を有するアスタキサンチンを

食品として摂取するには，合成品が使用不可であることから

天然資源を探索する必要がある。過去の臨床試験の結果より，

アスタキサンチンの一日所要量は予防的には 0.6~ 1mg，治

療的には 2~5mg と考えられ，そのためには表 l から明らか

なようにへマトコッカス藻が最も適しているといえる。

表l 各種生物におけるアスタキサンチン含量と利点・問題点

アスタキサンチン含量 (mg/100g) 利点・問題点

アメリカザリガニ 0.1 ~ 0.3 大量生産に難

サケ 1~2 食用，抽出原料としては不適

オキアミ 3~4 動物資源として最適，魚臭あり

ファフィア酵母 200 ~ 800 大量生産可，厚い細胞壁に難

へマトコッカス藻 1000 ~ 3000 大量生産可，経済的にも有力
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4.“バイオドーム"によるへマ トコッカス諜の工業的生産

従来オープンポンドによって生産されていたが，新規ク

ロースドシステムである“バイオドーム"の3色明によりさら

に高濃度で、高品質なアスタキサンチン産生ヘマ トコ ッカ ス藻

が生産可能となった。現在ハワ イ州マ ウイ島にて大量生産さ

れている。

5. アス タキサンチンの食品素材開発

へマ トコ ッカス藻は細胞壁を有しており ，食品素材として

使用するには細胞壁の破壊が必要であ る 。 イ山i~: したものでは

アスタキサンチンの安定性が良くなく ，アス タキサンチンを

その他の脂質とともに抽出してオ イル;1犬とした安定化オイル

を開発 した。これはソ フ トカプセルやマイクロビーズとして

の利用が可能である。さらに スプレードライの技術を駆使

してアスタキサンチンの安定化 に成功した粉末素材，及び精

製技術と乳化技術を融合した水溶性素材の開発もおこなった。

これらにより錠斉1]， ハードカプセル，飲料など幅広い利用が

可能とな った。

現在既に数社からアスタ キサ ンチン配合栄養補助食品が商

品化されている。今後，アスタキサンチンの研究成果や配合

健康食品があち こちで見 られるようになり，認知度がさらに

アップすることを期待したい。そうなれば，rアスタキサンチ

ン入り j一般食品の出番である。
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秋季藻類シンポジウム (2001.11.16) 

「藻類由来の機能性成分の研究と利用の展望J要旨

楠見武徳、:海藻の化学成分と医薬品応用への可能性 1) 

海藻はワカメやコンフーなどの身近なものを除いて一般の人

にはあまりなじみがない植物であるといえる。観察が容易な

陸上植物と比較して自然生育状態の海藻を定期的に観測する

ことは困難であり ，海藻に関する化学的情報は陸J=.M物のそ

れと比較 して極めて乏しい状態であるが， 近年の潜水技術の

発展，各種科学機器の発達などの要因により，いままで未知

であった海藻の姿が明るみに出つつある。

本稿は海藻の化学成分のうち医薬品に結びつく可能性が

あるものについて概111告する。

海藻の一般的な化学成分

海藻には不飽和脂肪酸，それらのモノ，ジ， トリ グリセラ

イド，トコフエロ ーjレ類，ステロ イ ド類，カロ テノイド類が

ほぼ普遍的に含まれている。その化学成分はE菜類群により次

のような一般的特徴がある。

緑藻 :

ハロゲン化物はほとんど含まれない

直鎖状テルペンのアルデヒド体，またはエ ノールアセ

テート体アルカロイド

褐藻 :

ハロゲン化物はほとんど含まれない

陸上植物の成分と極めて類似したセスキテルペン

直鎖のジテルペンまたはそれらのノル休

フロログルシノールの多縮合フェノ-)レ体

特殊な炭素骨格を有する単，二，三E様性ジテルペン

ジテルペン側鎖を有するベンゾキノン，ハイドロキノ

ン，またはクロメノ ール

nl五百 : 

ハロゲン化物が極めて多い

ポリハロゲン化モノテルペン

Cl5を仁|コ心とするハロゲン化高不飽和l直鎖炭化水素の

環状エーテル

ハロゲン化セスキテルペン

ハロゲン化ジテルペン

ハロゲン化フェノール

ポリエーテル性トリテルペン

海藻の生理活性化学成分

魚毒性物質

緑藻 :RhipocephaJlIs phoenixより得られた図 1 (以後図の

番号は数字だけを示す)は数mg/mlの濃度で、殺魚作用 を示す。

またはイワヅタ属のC加 lelpaashmeadiiの成分 22
)も自!い魚毒

性を示す。また 3.1)はサボテングサ属の l種から得られ.f布、

毒性を示すと 同H寺に，炉、に対する摂食阻害性，抗菌性，ウニ

精子の泳動阻害等の活性を示す。

褐藻:熱帯産アミジグサ苧|の褐藻ジガミグサ Sσpopodillm

zona/eは他の海藻と比較して魚に食べられる ことが少ないが，

この海藻を良く見ると赤い色素を海水中に放出している。こ

の色素は 44)で強いか、毒性を示す。アミジグサ科のシワヤハ

スDicりfopterislIncJlIlataから得られる 55)は20ppmでヒメダカ

に毒性を示す。アミジグサ利のフクリンアミジ Dilophlls

okaml11司Iはアワビなどにより摂食されないが，エゾアワ ビ浮

遊幼生に対する着底，変態阻害活性物質として 66)などが，ま

たコンブ科のツルアラメ Eckloniastoloniferaからは 76)カ苛尋ら

れたO

紅;~~ : OchtocJes crockeriから得られた 87)は強い魚、毒性を示

す。コナハダ属の Liagol百均nnosaからは 98)が活性物質とし

て単向Itされた。

抗菌性物質

緑藻 .上述の 3及び同じ海藻から得られる 109)も海洋性バ

クテリ ア，カピに顕著なiti伯;を示す抗菌性を有する。ハゴロ

モ属の Udoteaargenleaの成分 11 10) Tydemania expeditionisの成

分 12川マユハキモ ChlorocJesmisfastigiataの成分 1312)及びイ

ワヅタ属の Call1erpabrowniiiの成分 1413)はStaphylococclls

allrellsおよびBacillllssllbtilisに活性を示す。

褐藻 :アミジグサ本|のDictyotacrenlllataから得られる 1514
)

は抗菌活性を示す。 同じ くアミジグサ科のシワ ヤハ ズ

Dictyopteris lIncJlIlataには 1615)が抗菌性物質として単離されて

いる 。 またホンダワラ科のハハキモク Sargassllm

kjellmanianllmから得られる抗菌性物質 1716)はいくつかのホ

ンダワラ科海藻に広く分布する。

紅藻:アヤニシキ属の Martensiafragilisからは 1817
).コザ

ネモ属のイソ ムラサキ Symphyoc/acJialatillscllJaからは1917)が

得られた。これらの物質は抗カピ性も示した。 ソゾ属の

Lallrencia thyrsiferaカ、らf専られた 205)また Lallrenciavenllstaか

ら単離される 2118)は顕著な抗ウイルス作用を示す。

細胞毒性物質

緑藻 :いくつかのサボテングサ属の海藻は細胞毒性成分を

産する。フデノホ Neomerisannlllataよりf尋られる 2219
)はよi町長

には珍しい含ハロゲンセスキテルペンであり ，細胞毒性を有

する。

褐藻 ・コモングサ属の SpatoglosslImschmittii等に含まれる

2320)は強力なキ111胞毒性を示す。ニセ アミ ジ属の Dilophlls

fasciolaからは制胞毒性化合物 2421)が得られた。
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紅藻:上述の20は白血病ガン細胞に対して0.3ng/mlという

低濃度で毒性を示す。これらの物質の生理活性は極めて強く，

海藻の成分の中でもひときわ注目を浴びている。やはりソゾ

属のLaurenciavenustaから細胞毒性を有する化合物2522)など

が単離された。またマギレソゾ，Laurencia obtusaからは，白血

病ガン細胞(l.lmg/mJ)および肺ガン細胞 (0.3mg/ml) に対

して活性を有する 2623)が得られた。またアメフラシ Aplisia

kurodaiの中腸腺から単離された細胞毒性ハロゲン化モノテル

ペン 2724) は分子構造から考えて恐らくアメブラシが食する

紅藻起源のものと思われる。

その他の活性物質

緑藻:イワズタ属海藻に多量に含まれる 2825)はレタスの

根の成長を促進する作用を示す。

褐藻:Caulocystis cephalomithosから得られる抗炎症作用物

質はサリチル酸誘導体2926)である O 非常な悪臭を放つため，

海イグアナも敬遠するBifurcariagalapagensisからは3027)が単

離され，この物質はウニの卵細胞分割阻害作用を有すること

カfわかった。クロメ Eckloniakuromeカ、らはフロログルシノー

ル縮合体である 3128)がplasmininhibitor阻害活性物質として

単離されている。

紅藻:ハネソソーLaurenciapinnataから 3224)が得られたが，

これらはエクダイソン(見虫の脱皮ホルモン)の活性を示し

た。イバラノリ属のHypneavalendiaeから 3329)が単離されて

いる。この物質は，マウスの筋弛緩，および体温低下などの

生理作用を示す。ヤナギノリ属のハナヤナギChondriaannata 

からは殺虫活性を有する 3430)が単離された。
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片岡博尚 :中国科学院海洋研究所訪問記

1:1"国科学院海洋研究所の文字が浮かぶ褐色の石監の左の門

を入ると大きな看板が目に入る ( [~] 1) 0 ff:lt色の海に一般の船，

その上の青空のに1"に朱で、江i峯民国家主席の署名人りの大吉一。

「禁登科学技術高峰為我国経済発展国防建設和社会進歩行::，':1:¥基

礎性ij災IH告性前脂性的創新貢献jと読める。漢字の国へ来たと

いう実感がわ き起こる。

2001年 10月23-27日，青島にある中国科学院海洋研究所，

実験渇洋生物学開放研究実験室(Exp巴rimentalMarin巴Biology

Laboratory， Institute of Oceanology， Chines巴Acad巴myof Scinec巴，

EMBLC)を訪問した。段徳麟教授(Prof.Duan De-しin)が，セ ミ

ナーに招待して下さったのである。同研究所の段教授と曾呈

套教授(Prof.Tseng Ch巴ng-Kui)には去る 6月22-25日に山形大

学で聞かれたアジア太平洋藻類学連合国際シンポジウム (深

類49巻3号p.221-3参照)で初めてお会いした。曾教授は山

形の帰路仙台に立ち寄って缶、迅の学んだ教室を訪れること を

希望されたのだが， チケットの都合がつかず心残りのまま帰

国されたのである。段教授はまだ30代の新進気鋭の藻類学者

である。彼は私たちの 「フシナシミドロの光形態形成反応は

核を照射域へかき寄せて起こる」という発表に興味を持たれ

た様子で，紅藻類の培養に光生物学を導入するため，私を青

島へ招待して下さったのである。1994年青島での第5回国|努

藻類学会に参加できなかったので，夜、は大変喜んでこの招待

に応じた。有名な青島ビールも楽しみにしていたことはいう

までもない。

関西空港からANAで約2時間半， 青島空港には段教授の1il1

究室の大学院生，王秀良君と夏鵬さんが迎えに来てくれてい

た。 タクシーでひと ま ず~jl~t海飯庖へ。 研究所から歩いて 5 分

ほどの 3星ホテル。10階の部屋の窓から正而に海洋研究所が

望める (図 1)。荷物をおいて，段教授と再会，王，夏さんら

と夕食を ごちそうになった。本場の青島ビールは絶品で、あっ

た。94才にな られた曾教授は どこかの重要な会議に出張され

てお留守であった。今も毎日出勤して熱心に研究されている

と聞いてたいへん驚いた。

翌日日， ホテルの朝食は5種類の附， 30種以上の煮物，妙

め物 ， それに様々な鰻頭~ii'iが並ぶ豪華なバイキ ングであ っ た。

15程程度の総菜と 5種の粥を食べ比べただけで満腹してし

まった。味は抜群， {iIIi絡は 20元 (約 300円)。迎えの王君と

1iJI究所へ向かい，最初に日にしたのが冒頭の看板である。今

もスロ ーガンカ切干きな図上己なのだ。

海洋研究所は2000年に14fJ所50年を迎えた。組織はtiJl究系

統，開発系統，支掌系統，管理系統よりなり， 研究系統は t

記 EMBLCの他に，海洋i近流与環境浅i1iJ:動力過程|井i放実験研

究室(Lab.of Ocean Circulation and shallow Marin巴 Dynamics)，

海洋生態与環境科学開放笑l技研究室(Lab.of Marine Ecology and 

Environmental Sciences)，淘洋地質[VJ力過程与古環境開放実験

研究室(Lab.of Marine G巴ologicalProcess and Paleoenvironm巴nt)

の計4つの基礎研究中心の開放実験研究室と以下の 3つの

R&Dセンターで構成されている。すなわち，中国科学院海洋

生物技術発展中心，応用海洋化学工程研究発展中心，海洋環

境工程技術研究発展中心である。(以上漢字は日本語表記に改

めた。支掌の掌には手肩がついている。SupportSysremのこと

で，現在改築1:1"の標本館や図書館がここに含まれる)。

開放実験研究室とは 日本の共同利用機関のようなも のであ

ろう 。研究目標，財政とも政府の直轄管理下にある。今回紹

介する EMBLCのパンフレットによると， 1987年曾教授を初

代主任として発足した中国|唯一の海洋科学関連の開放研究室

で1:1:1国の海洋生物技術と開発のための最重要基地であるとい

う。共通機器室には遺伝子Wf析装置や共焦点 レーザー顕微鏡

も備わっている。このパンフレアトの冒頭にそのモット ーが

書かれている。日く ，r開放流動連合競争j。

EMBLCは4分日l}の基礎研究分野と 2つの応用的研究分野

からなる。日本語で書くと，基礎研究分野は，海藻の生理学

と発育調節， 海 ìÄ~生殖質と種苗の生物学， 動物分子発生生物

学，海洋動物生殖とi立伝子工学，応用分野は，病害微生物学，

海洋薬imt生物学及び機能遺伝子の高効率発現のための方法論，

となる。基礎研究とはいえ，中国の伝統である実学の色彩の

強い布陣である。

1~ll J二:1"iiliftilJ.J?iより海洋研究所を些む。矢印が研究所。手前はス

ポーツセンター ，'1' 海洋研究所の:iI.1“J.下 :a:i挙民主席の筆になる

看板。
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段教授は海藻の生理学と発育調節分野を主宰し，現在，王，

夏，李の3人の D2と王技官がいる(図 2)。王さん，夏さん

の2人がLaminariaの分子系統と育種，李さん と技官の王さん

が GracilariaやCI】ondrusの発育生理学を研究している。仁1:1匡|

科学院にくる学生は修士説程は北京で、過ごし，博士謀程から

それぞれの研究所に移ることになっているそうで，来年青島

へ来る2人の01は紅藻類の発育生理学に合流する予定とのこ

とである 。25 日，午前 9Jl寺か ら 11 Jl寺半す ぎまで

IPhotomorphogenesis in algaeJという題で，光屈性と光形態形

成を中心 に青色光が藻類の発育をi/lIJ{n!lしていることを

EMBLCのセミナーで話した。海に起源をもっ全ての生物に

とって青色光が最大の効果を持つことは，海底には青/緑の

光しか到達しないことからも理解できると言ったとき ，十数

人の聴衆は嬉しげに領いていた。

セミナーの後は宴会である。青島料理はさすがに海鮮が主

で，さっぱりした逸品が多かった。青島ビールにまことによ

1~1 2 段教授の研究室メンバーと

前列右から段徳麟教授，筆者，王継成技官，後列右から夏鵬，王秀

良，李文紅の 3院生。

く合う 。ヰ!国では乾杯は文字通り 杯を干したことを見せなけ

ればならない。ドイツで、Nag巴lprob巴n!とやるのと同じである。

違うのは会話の区切りごとに乾杯を繰り返すことである。幸

いなことに蒸留酒のような強い酒ではないのでつぶれること

を免れた。 後には十数本の空き ~íKが林立していた。 段教授と

午後は青島旧市街を散歩した。古い ドイツ租界時代の建物を

保存することが結構大変らしい。夕方は美人の夏鵬さんがラ

イトアップした名所，青島桟橋と有名な水絞子の庖に案内し

てくれた。まだ畳の料理が腹の大半を占めていて，おいしい

水絞子も-1m分も食べられなかった。彼女は「日本映画は好

きですよ，そんたおつあいおつあいつという女優がとくに好

き」という 。松島莱々子のことである。「北京には空がないj

と智恵子のようなことを言う彼女はハルピン育ちで， i.ffiU援で

晴れの日が多い青島がとても楽しそうであった。

翌日は王君が飛行機で上海まで同行してくれた。青島から

211寺問あまり 。初めて囲内使に釆った。英語の通じる同行者

がおればこそである。上海には中国科学院生命科学研究所が

ある。隣接する科学院の招待所に泊ま った。上海はちょうど

APECが終わったばかり 。人々は成功裡に国際会議を終えた

ことに満足げであった。しょぼくれた日本と違って大変元気

である。街は人が一杯。信号を無視してifltl折する人々の!協を

ノTース，パースとどこか聞の抜けた警笛を鳴らしてパスが疾

走する。パスを巴士と書くことを知ってよけいおかしかった。

感心したのは市街仁IJ心部なら運賃は一律 l元(約 15円)である

ことであった。社会主義のいいと ころをち ゃんと残している。

名所預園を見物したO 麦当労(マク ドナルド)，背徳基(ケン

タッキ-FC)の看板が反り返った屋根の古い建物と好対照と

なっている。混雑とl堕I県は懐かしい大阪の雰囲気である。私

も覚え立ての ~I:I I主I ~:!Iで元気のいい土産物屋のおばちゃんか ら

絹のスカーフを値切って買うことに成功した。満足した。

(東北大院・生命科学)
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片岡博尚:第2回多核細胞研究会研究交流会報告

去る 9月26日，日本植物学会第65回(東京)大会の関連

集会として表記研究交流会をもちました。本会は 1997年に発

足しました(藻類45:144-145に趣意書と第 l回研究交流会の

案内があります)。これまで，大きくて生理実験に便利，原形

質運動のモデルになる，などという理由で、扱ってきた多核細

胞を，なぜ多核なのか，多核細胞はどこから進化してきたの

か，核分裂と細胞質分裂の関係は?といった多核細胞体制そ

のものに対する疑問に向き合ってみようと作った研究会です。

多核細胞は藻類だけではなく，粘菌や接合菌にも見られます

し，双子葉植物茎を構成するシンプラストも互いに原形質連

絡でつながった巨大な円盤状の多核細胞と言えなくもありま

せん。研究会発足後，会員は40名を越えました。この4年間

に多くの萌芽的研究が発展し，いくつかのおもしろい発見が

得られました。新しい観点で新奇の課題に挑戦していくばく

かの手がかりを得るには4年という期間は必ずしも長すぎる

ことはないでしょう。

今回の交流会では，厳しい時間制限のため藻類多核細胞に

関する4講演に絞らざるを得ませんでした。それでも植物学

会のレセプションよりこの交流会を選んで下さった参加者は

29名に登りました。うち 12名は若い学生を含む未会員でし

た。演者，および，二次会まで活発な議論に参加下さいまし

た皆さんに感謝します。以下にプログラムと講演要旨を掲載

します。この機会にさらに多くの方が多核細胞研究会に参加

下さることを願っております。会費は無料です。連絡先:

kataoka@ige.tohoku.ac.j 

第2回多核細胞研究会研究交流会(東大駒場キャンパス)

18:40・19:00片岡博尚(東北大院・生命科学)

19:00-19:20峯一朗(高知大・理・自然環境科学)

19:30-19:50幡野恭子(京都大・総合人間・自然環境)

19:50-20:10新免輝男(姫路工大・理・生命科学)

20:10・20:30総合討論一多核細胞研究会発展のために

懇親会と総合討論2 渋谷道玄坂にほんばし亭

片岡博尚:多核細胞の光細胞形態形成:核を寄せて形を造る

多細胞植物の形態形成は局所的な核分裂・細胞分裂により

始まる。多核細胞 (coenocyte)でも形態形成(この場合は細

胞形態形成cytomorphogenesis)において局所的な核分裂が起

こるのであろうか? 多核細胞ならではの全く別の方法，す

なわち，核分裂を経ないで，近傍から必要数の核をかき寄せ

て形を造る系があることを紹介する。

黄色権物(ストラメノパイル)に属する多核細胞フシナシ

ミドロ(Vaucheria)の一部領域を適当強度の青色光で照射す

ると，最短 4時間で照射域の中央に成長点が誘導される

(Kataoka 1975)。照射開始後直ちに細胞表層にある葉緑体が集

合(弱光定位運動)を開始するが，それは，細胞質内層の多

数の核(葉緑体やその他の細胞器官も)の集合が始まる l時

間後にはほぼ終息する。核の集合は照射域中央に成長点が新

生するまでつづく。集合した核による遺伝子発現が，この光

細胞形態形成反応に必須であり，葉緑体集合のみでは成長点

を誘導することはできない。葉緑体集合は光合成によるエネ

ルギー供給を通して必要であるにすぎない。核の密度は2・3

時間後には隣接する暗領域の約2倍にまで高まる。この時期

に照射域で内向き電流が始まるという Kichereret a1.( 1985)の

観察は，この時点で将来の枝の発生位置に新規に合成された

イオンチャンネル蛋白が展開されたことを示唆する。

核の集合運動は極めて特異的な構造によっている。分裂休

止期には全ての核から一本の長い(約60μm)微小管束が伸び

ており，核は微小管にヲ|っ張られて(前方)へ移動する。別

種のフシナシミドロで同様の核一微小管束複合体が報告され

ている Ott(1992)が，微小管依存モーター蛋白の同定，核の運

動機構やその光制御機構は不明である。核は青色光の受容体

か?青色光に露光した核だけが遺伝子発現をするのか?どの

ような遺伝子の発現が成長点形成に必要か?枝の位置はどの

ように決定されるのか?も今後の研究課題である。

強調したいことは，多核細胞フシナシミドロの形態形成に

は細胞分裂はおろか，核分裂も必要でなく，必要数の核は隣

接領域から集めてくればよいという事実である。これが多核

細胞にどの程度普遍的な原理かわからないが，このことは多

細胞植物の形態形成でも，細胞分裂の必要性は細胞を若返ら

せるためではなく，緊急に多量な物質生産を可能ならしめる

高い核密度にあるかもしれないということを示唆してはいま

いか?多核細胞体制の研究から多細胞体制で見逃されてきた

特性や機能の原理を発見することができると期待している。

片岡博尚 1999光シグナルトランスダクション蓮沼ら編 p.80・88.

Springer， Tokyo.一片岡博尚 2001光走性と光屈性.朝倉植物生理学

5.環境応答.寺島一郎編.p.17-39.朝倉書庖 TakahashiF， Hishinuma 

T & Kataoka H 2001 Plant Cell Physiol. 42:274-285.ーホームページ

http://www.ige.tohoku.ac.jp/outou/outou-jfkataoka-j.html 

峯一朗:巨大細胞性藻類における先端成長研究・2つの試み

植物細胞の成長様式には成長部位が局在化しない拡散(散

在)成長や，細胞の特定の部位で局所的に成長が行われるも

の(先端成長，介在成長など)が知られている。先端成長は

円柱形細胞の長軸方向への成長がドーム状の先端部位で局所

的に行われる成長様式である。菌類や藻類を含む植物の様々

なグループの細胞で見られるこの現象は，局所的な細胞成長

の典型的な様式と位置付けられ，花粉管，根毛，原糸体，菌

糸などさまざまな材料で活発に研究が行われてきた。

一方，仕切りのない巨大な一個の細胞である巨大細胞性藻

類の細胞は，同時に一つの個体としてそれぞれの種独自の生

活史を営んでいる。生殖細胞が巨大細胞や多核細胞となる例

は多くの生物で知られているが，栄養成長期の細胞で大きさ

が数cm以上に達するものは巨大細胞性藻類や真正粘菌など
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に限られる。特に前者は細胞形態が比較的単純だが，種に

よって異なる成長様式により独特の栄養・生殖的形態形成を

行うので，細胞の局所的な機能発現・形態形成の機構を明ら

かにするためのモデル生物として注目されてきた。

巨大細胞性藻類には先端成長を行う種類が少なからず存在

する。先端成長という局所的な形態形成の仕組みを研究する

ために「細胞が大きいJということを利用して独自の研究が

できないだろうか? 演者が現在試みている2つの研究例を

紹介する。

カサノリ栄養細胞における形態形成因子の局在ー Poly(A)+

RNAのFISHによる観察

接ぎ木実験で有名なカサノリ (Acetabularia，Polyphysaなど)

の栄養細胞は単核巨大細胞である。核が一つだけ仮根部にあ

り円柱状の主軸部は先端成長により上方へ伸長する。先端成

長部位には形態形成因子が局在しており，細胞を切断しでも

先端を含む断片は核がなくても栄養成長(先端成長)を続け

ることができる。この因子の実体は核から供給されたmRNA

であることが示唆されてきた。

核で転写されたmRNAが細胞内の特定の部位に運搬され局

在化することが動物をはじめ多くの生物で明らかになってい

るが，カサノリ巨大細胞の広大な細胞質におけるmRNAの動

態は，その移動距離が大きいことだけではなく，局所的な形

態形成に関与する因子としてその「場」に局在する，という

点で興味深い。

演者らは，先端成長を司る遺伝子を含むと考えられるこの

mRNAの集団が，どのように核から運搬され，先端成長部位

に局在するのかを明らかにするために，オリゴ(dT)をプロー

プとした蛍光insitu hybridization法を用いてカサノリ栄養細胞

における mRNA(poly(A)+ RNAとして)の分布を組織化学的

に観察した(1)。その結果，先端成長部位や核周辺における局

在に加えて，主軸側面では長軸方向に伸びるアクチン繊維に

沿ってすじ状の poly(A)+RNAが多数観察された。このこと

は，カサノリの先端成長に必要な遺伝子発現の重要な過程で

ある「細胞質内における mRNAの運搬と局在化」が，細胞骨

格系に基づく細胞内運動と密接に関連していることを示唆し

ている。

先端成長部位における細胞壁の伸びやすさを測る

植物細胞の成長は，膨圧に耐えうる機械的強度を持った既

存の細胞壁が成長する方向に引き伸ばされながら，その部分

へ新たな細胞壁成分が沈着することにより行われると考えら

れる。既存の細胞壁が伸びることと細胞が成長することが密

接に関連するならば，成長が起こる細胞やその部分の細胞壁

は他よりも伸びやすくなっているのかも知れない。事実，拡

散成長を行う植物細胞では，細胞壁の「伸びやすさ」の増大

が膨圧による細胞の伸長成長を引き起こす，という視点に

立った研究が行われている(2)。

先端成長を行う細胞においてドーム状先端部位を含む各部

分の細胞壁の伸びやすさを調べることにより，成長部位の細

胞壁を伸ばすために必要な力や，細胞壁が伸びやすい生理的

な条件，といった先端成長の機構を明らかにするための基礎

的なデータが得られることが期待できる。

演者は，顧微解剖が可能な藻類の巨大細胞を用いて，原形

質や液胞を除いた先端成長部位の細胞壁の中にオイルを注入

し，加圧しながら細胞壁の伸びを観察する実験を行っている。

ここでは，これまでハネモやフシナシミドロなどで行った予

備的な実験の結果について，生細胞の先端成長における細胞

伸長パターンとの比較や実験方法の問題点などを検討する。

(1) Mine 1， Okuda K & Menzel D 2001 Poly(A)+ RNA during vegetative 

development of Acetabularia peniculus. Protoplasma 216:56-65.一(2)

Cosgrove DJ 1997 Relaxation in a high-stress environment: The molecular 

bases of extensible cell walls and cell enlargement. The Plant Cell 9: 1031-

41. 

幡野恭子:緑藻アミミド口の網状群体形成に関わる分子の

解析

緑藻アミミドロ (Hydrodictyonreticulatum)は初夏から秋に

かけて池招や水田に生息し，主として六角形の網目をもっ袋

状の群体である。網目の一辺は 1つの円筒形の多核細胞から

なり，大きい細胞では長さ約 lcm，直径約 O.2mmに達する。

このような網状の群体は，網目の一辺にあたる多核の母細胞

内で形成された数百個の遊走子が，六角形の網目状に接着し

てつくられる。この網状群体形成過程は，多核細胞と単核細

胞との相互変換，細胞の形態変化，細胞接着，細胞の六角形

の網目状配列という生物の形づくりを理解する上で重要な現

象を含み，なおかつ多細胞生物と比べて体制が単純で，パ

ターン形成の機構を解析するための良い系のひとつである。

アミミドロの六角形の網目はどのようにして形成されるのか，

そのメカニズムに興味をもち，これまでに群体形成中の細胞

の微細構造や細胞内小器官の変化，遊走子を母細胞からひと

つずつ分離培養した際の成長パターンなどについて，解析を

行ってきた。

近年，パターン形成に関与する分子の探索と機能解析のた

め，遊走子の破砕液を抗原としてモノクローナル抗体を作製

した。得られた抗体のひとつを用いて，単核である遊走子に

特異的に発現する抗原分子Amylを見いだし，遊走子の分子

マーカーとして利用できることを示した(1)。

また，遊走子接着部に局在する分子を認識する抗体が得ら

れた。この抗原分子は遊走子形成初期から群体形成数時間後

まで発現した。この分子は母細胞内の原形質領域の分割後，

遊走子表面に粒状に分布し，遊走子が多面体に形を変えると

他の遊走子との接触部分付近に局在しはじめ，やがて遊走子

の接着部に分布した。多面体の遊走子では微小管の l束が鞭

毛基部から細胞後方へ伸び，細胞が角張った部分より太く

なっており，抗原分子はこの微小管の束が太くなる領域に局

在していた。遊走子の接着直後には太い微小管の束が細胞接

着面付近を通り，抗原分子はこの細胞接着面の微小管の束付

近に分布した。さらに免疫電顕でこの抗原分子の細胞内分布

を調べた。

また，遊走子に含まれるコンカナパリンAに結合する分子

が遊走子の接着に深く関わることを見いだしている(2)。

(1) Hatano K， Yamamoto M， Yamada Y & Nishikata T 2000 Zoospore・



specific antigen as a useful marker for molecular analysis of net formation in 

fか'drodictyonreticuJatum (Chlorococcales， Chlorophycea巴).Phycol. Res. 

48: 143-148.ー (2)Hatano K & Ueda J 2000 Effects of concanavalin A on 

the net formation of zoospores in Hydrodictyon reticuJatum (Chlorococcales， 

Chlorophyceae). Phycol. Res. 48・155・160.

新免輝男:緑の軸索:植物における電気応答の解析システ

ムとしてのシャジク藻類

植物に機械刺激や傷害を与えると電気的な応答が起こるこ

とは以前から知られていた。しかしながらその生理学的な意

味は，速い膨圧運動をするオジギソウや食虫植物以外の，い

わゆる普通の植物においては知られていなかった。近年，植

物の電気応答の意味が明らかになりつつある。例えば，トマ

トの植物体の一部が傷つけられると，全身的にタンパク質分

解酵素の血害剤が合成されるが，この傷害の情報は電気的に

伝えられることが報告されている(Wildonet al. 1992) 

動物細胞における活動電位の発生機構はイカの巨大軸索を

用いた研究によって大きく進歩したことはよく知られている。

イカの軸索が巨大で、あり，さらに，組織を形成していないな

どの利点を活かすことにより，詳細な実験が可能であった。

シヤジクモ類の節間細胞の形や大きさはイカの巨大軸索に匹

敵するものであり，皮層がない種類を選ぶことにより，単独

の細胞を用いて解析することが可能である。その利点により，

シヤジクモ類を用いた実験は，植物膜の基本的な特性の解析

に大きく貢献してきた(Shimmenet al. 1994)。最近，私はシヤ

ジクモ類細胞の利点を活かして，植物の機械刺激および傷害

に対する電気応、答の解析を行っている。

以前から，シヤジクモ類の細胞に機械刺激を与えると原形

質流動が停止することが知られていた。 Osterhoutらはシヤジ

クモ類の細胞に機械刺激や傷害を与えるとpositivevariationや

death waveが発生することを報告している (Osterhout& Harris 

1929， Osterhout & Hill 1935)。
機械刺激に対する応答

植物が機械刺激を受けた場合，先ず受容電位が発生するこ

とが考えられる。ハエジゴクやムジナモでは機械刺激を受容

するために分化した細胞が知られており，これらの細胞によ

る受容電位の発生が報告されている。しかしながら，その解

析は容易ではなく，受容電位発生のイオン機構は解析されて

いなし、。岸本は電磁石を用いてシヤジクモ類の細胞を刺激し，

受容電位を記録することに成功している (Kishimoto1968)。

StavesとWayne(1993)はオオシヤジクモの節間細胞を曲げる

ことによって発生する活動電位の解析を行っている。

私はガラス棒をオオシヤジクモの節間細胞上に落とすこと

によって機械刺激を与え，受容電位を再現性よく発生させる

ことに成功した。ガラス棒の重さ，または落とす高さを変え

ることにより，刺激の強さを定量的に，しかも簡単に制御で

きる。この実験系を用いて，機械刺激により発生する受容電

位の詳細な解析を行った(Shimmen1996， 1997a， c)。また，受

容電位の発生にはクロライドチャンネルが関与していること

も明らかにした(Shimmen1997b)。

傷害応答
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植物が傷害を受けた場合，その情報を先ず受け取るのは隣

の生き残った細胞であると考えられる。複雑な組織を形成し，

さらに細胞が小さい高等植物では，特定の細胞の応答のみを

抽出して測定することは困難である。しかしながら，シヤジ

クモ類では大きい細胞が一次元的にならんでおり，特定の細

胞の電位応答を測定することが可能である。

オオシヤジクモを用いて，節閑細胞が二つつながった試料

を調製し，一方の細胞(犠牲細胞)を切断した時に，もう一

方の細胞(受容細胞)で発生する電位応答を解析した。犠牲

細胞を切断すると，受容細胞に顕著な脱分極反応が誘導され

た。反応の様式は細胞によって様々であったが， 4種類の反

応が組合わさっていることがその原因であることが分かった

(切断直後の速いピークを伴う脱分極， 10分以上も続くゆっ

くりとした脱分極，活動電位，小さいスパイク)。初期の速い

脱分極と長く続く脱分極はすべての細胞においてみられた。

活動電位と小さいスパイクについては，発生する細胞と発生

しない細胞があった。活動電位は速い脱分極の直後，および

ゆっくりとした脱分極の初期に発生した。小さいスパイクも

ゆっくりとした脱分極の初期に発生した。

すべての細胞で発生する速い脱分極とゆっくりとした脱分

程についての解析を行った。その結果，これらの電位反応は

受容細胞の端(節)の部分で発生することが分かつた。また，

外i夜にソルピトールを加えると，反応が小さくなることから，

細胞の膨圧が重要で、あることが示唆された(Shimmen2001)。

さらに，切断直後の反応にはクロライドチャンネルが関与し

ていることも明らかとなった。

Kishimoto U 1968 Response of Chara intemodes to mechanical stimulation. 

Ann. Rep. Biol. Works Fac. Sci. Osaka Univ. 16:213・218.ー Osterhout

WJV & Harris ES 1929 The death wave in NiteJJa. 1. application of like 

solution. 1. Gen. Physiol. 12:167・186.一 OsterhoutWJV & HiII SE 1935 

Positive variation in NiteJJa. J. Gen. Physiol. 18:369-375. - Shimmen T 

1996 Studies on mechano-perception in characean cells: development of a 

monitoring apparatus. Plant Cell Physiol. 37:591・597.-Shimm巴nT1997a 

Studies on mechanoperception in characean cells: pharmacological analysis. 

Plant Cell Physiol. 38: 139-148. -Shimmen T 1997b Studies on mechano-

perception in characean cells: effects of extemal Ca2+ and CI二 PlantCell 

Physiol. 38:691-697. -Shimmen T 1997c Studies on mechano-perception 

in characean cells:decrease in electrical membrane resistance in receptor 

potentials. Plant Cell Physiol. 38: 1298-1301. -Shimmen T 2001 Electrical 

per'αption of 'death message' in Chara: involvement of turgor pressure. Plant 

Cell Physiol. 42:366・373.-Shimmen T， Mimura T， Kikuy釘naM&T沼:awa

M 1994 Characean cells as a tool for studying electrophysiological 

characteristics of plant cells. Cell Struct. Funct. 19:263・278.-Staves MP 

& Wayne R 1993 The touch-induced action potential in Chara: inquiry into 

the ionic basis and the mechanoreceptor. Aust. J. Plant Physiol. 20:471-488. 

-Wildon DC， Thain JF， Minchin PEH， Gubb RJ， Reill AJ， Skipper YD， 

Doherty HM， 0・Donnell，PJ & Bowles DJ 1992 Electrical signalling and 

systemic proteinase inhibitor induction in the wound巴dplant. N ature 360 

(東北大院・生命科学)
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深谷幸子:r藻類談話会J参加記

2001年11月10日(土)r藻類談話会」が甲南大学平生記念

セミナーハウスにて開催されました。近畿，四国，中園地方

から約50名以上の方々が参加されました。発表者(敬称略)

と講演題目は以下のとおりでした。

長里千香子(北大・北方生物圏):褐藻植物の細胞分裂一中心

体の働きに焦点をあてて

山中理央・中村薫(京大・化研):藻類を利用した光学活性化

合物の合成

大塚泰介(琵琶湖博):珪藻群落の季節変動の解析

永瀬裕康(阪大院・薬):微細藻類を利用した環境浄化

長崎慶三(水産総合研セ・瀬戸内海水研):有害赤潮藻とウイ

ルスー赤潮はなぜ消える?

発表内容は大変多様で，講演がひとつ終わるごとに次の講

演に気持ちの切り替えを要求される大変忙しい(?)もので

した。プログラムをごらんになると分かりますがまず長里さ

んの非常に精致な構造観察に基づいた褐藻類の分裂・生殖・

発生についての話題提供が終わったかと思えば，山中さんの

微細藻類を触媒として扱うことで光学活性化合物を合成させ

るといった化学的で物質生産という産業に直結するような話

題。次には大塚先生による珪藻の個体群変化を，正確にしか

も感度良く把握するためにどのように視覚的に表すかといっ

た現場の情報に基づいた生態的な話題。そして永瀬先生によ

る環境浄化に役立つ可能性のある特性による微細藻類のスク

リーニングとその利用の話題。そして最後は，長崎先生によ

り赤潮藻が大量発生した後の消滅に，ウイルスが有効に関与

し海洋プランクトンの群集変動の新たな理解について紹介さ

れ，すべて藻類が研究材料になっていることは共通していま

すが非常に多彩な発表が続きました。また参加された方々も

プログラム同様さまざまな分野の方のようで講演に対する質

問も大変活発なものとなり，講演時聞を延長してデイスカッ

ションが続く場面も何度かありました。講演終了後はセミ

ナーハウス内で懇親会となりました。今回の会場は講演が行

われたホール，懇親会場，宿泊施設が1つの建物の中のため，

全てのプログラムが連続して進んでいきました。講演時間内

では語りきれなかった議論が懇親会場に移り宿泊ロビーに

移ってとぎれることなく深夜まで続きました。講演内容につ

いては質問が質問を呼ぴ，とても興味深い議論に発展してい

きましたが，ここでは講演内容についてはあまり多くは触れ

ずに，懇親会の中で私が一番考えさせられた談話会の意義に

ついて報告させてください。

それは「藻類談話会の意義とはなにか，それは分野の異な

る研究者が互いの交流を深めることにある」と徳島大の楠見

先生がおっしゃったことに始まりました。また，それぞれ自

分の専門から離れれば一般の人と変わりはないのだから，談

話会の発表者はそのことを意識してスライドや話を組み立て

ていかなければ内容はなかなか伝わらない。そして藻類談話

会は普段の学会とは違ったプレゼンテーションを試みるいい

機会であるとお話下さいました。この話を聞いて，私はナル

ホド!と思いました。確かに同じ内容の話でも相手が変われ

ば使う言葉や表現が全く変わってくるはずです。学会で発表

した内容を，たとえば新聞記者にするとしたら，中学生にす

るとしたらどのような言葉を使うか，考えをめぐらせると思

います。そういう視点で今回の発表を思い出してみると，講

演のイントロには教科書にあるようなイラストを持ってこら

れていたり，使われている言葉も私でも内容にすぐ入ってい

けるような一般的な言葉が多く，身振り手振りを交えた発表

をされていた方もいらっしゃいました。実際，自分のプレゼ

ンテーションを振り返ってそういう工夫をもっと積極的にと

りいれていかなければと，目の前が開けるような思いがしま

した。

私は今回の参加が初めてでしたが講演や懇親会違う分野の

方々との交流などとても有意義な時間を過ごせたと，思います。

また次回も是非参加させていただこうと，思っています。

(甲南大院・自然科学・生物)



63 

学会・シンポジウム情報

Algae 2002開催のお知らせ (そ の3)

2002年Algae2002の年となりました。今年7月 19~ 241二|

に実施予定のAlgae2002に向けて， Algae 2002笑行委員会，1:1 

本藻類学会50周年記念行事実行委員会， AIgae 2002募金委員

会では，本格的な準備が進められています。これまでにも多

くの方々にご協力を頂いておりますが，本会議を成功させる

ために学会員の皆様の一層のご協力をお願い申し上げます。

今回はAlga巴2002の準備状況についてご報告します。次号(第

50巻第2号)では大会プログラム等の詳細について掲載する

予定です。

Algae 2002開催資金の募金状況

藻類第49巻第3号誌上で学会員の皆様方に Algae2002開催

資金のご支援をお願い致しましたところ，これまでに87件の

ご寄付を頂きました (2002年 l月28日現在)。現在の入金総

額は 75万円で，目標額 150万円の半分に達したところです。

皆様のご協力を切にお願い申し上げます。

藻類研究商品展示

会期中に商品展示を行うスペースを確保致しました。現在，

実行委員を通じて，藻類研究に関連する分析， 観察機器，試

薬，食品，出版等の企業 -団体に商品展示を呼びかけている

ところです。皆様の中で商品展示に関連して何かアイデイア

がありました ら，事務局までご一報ください。

参加登録件数と当 日参加について

これまでの参加登録件数は，予備登録を含め 153件に達し

ました (2002年2月4日現在)。参加を予定されている方は，

参加登録の最終締切 日 (2002年4月l日)までに登録をお済

ませ くださいますようお願いします。

宿泊施設

事務局では直接宿泊のお世話は致しませんが、 1~宜を図る

ため (株)日本旅行にその取扱いを委託しております。宿泊

が必要な方は下記まで直接連絡するようお願い致します (辿

絡先は藻類第 49巻第3号5頁を参照ください)。

日本藻類学会 50周年記念特別講演

20日の日本謀類学会 50周年記念式典の特別講演では，有

fI祐11券前APPA会長，In Kyu Lee現 APPA会長のお二人がご

講演(いずれも英語での講演)くださることにな っています。

日本藻類学会 50周年記念公開 シンポジ ウム

50周年記念行事実行委員会では，大会初日の 19日に一般市

民対象の公開講演会 (日本語での講演)を開催します。以下

の内容の講演会を予定しております(講演タイト ルは仮)。会

員の皆様のご参加|も歓迎いたします。

「海の植物を知る ・ 守る ~今， なぜ藻類か~ J

1 )堀口健雄藻類の多様性と進化~藻類 とは何か?その起源

と多様化の機構~

2)白岩普|専 地球環境を変える藻類~原始地球の酸素生成か

ら酸性雨まで~

3)寺脇利信日本の海岸と海の森~藻場の回復のために~

4)横j賓康継海の森からのメ ッセージ~私たちの海の森を守

るために :海に目を向けた環境教育の実践~

また，当日の午前中には一般市民の方に藻類を身近に感じ

ていただくための展示 ・体験教室なども計画しております。

シンポジウム

会JVJ仁1:1に，以下のシンポジウムが計画されています。

Culture Collection: Common property 01 all phycologists 

Conv巴n巴rs:Fumie KASAI (National Institute for Environmental 

Stuclies， Japan); Susan 1. BLACKBURN (CSIRO Microalgae 

Research C巴ntI巴， Australia) 

Toxic cyanobacteria 

Conveners: Kunimitsu KA Y A (National Institute for Environmental 

Stuclies， Japan); Aparat MAHAKHANT (Thailancl Institute of 

Sciellli fic ancl T巴chnologicalResearch， Thailancl) 

Harmlul algae 

Conv巴n巴rs:Ichiro IMAI (Kyoto University， Japan); Chang Hoon 

KIM (PlIkyong National University， Korea) 

1) Shigerll ITAKURA ancl Mineo YAMAGUCHI (National 

Research lnstiwte of Fisheries ancl Environment of lnlancl Sea， 

Japan): Bloom c1ynamics of toxic c1inoflagellate A/exandrjum 

tamarense in Japanes巴 coastalwat巴rs

2) Chang-Hoon KIM (PlIkyong National University， Korea)， Young-

Soo KIM， Keun-Yong KIM， Tae-Gyu PARK:Occurrence of 

HABs ancl biogeography of PSP toxigenic c1inoflagellates in Korea 

3) Jchiro IMAI (Kyoto University， Japan)・Reclticl巴occurrences

ancl prevention strategies in Japan 

4) F. Hoe Chang (National Institute of Wat巴r& Atmospheric 

Research Ltcl.， New Zealancl): Titl巴uncl巴cicl巴d

Phylogeography 

Conveners: W巳nclyNELSON (Museum 01" New Zealancl T巴 Papa

Tongal巴wa，N巴wZealancl); Hiroshi KAWAl (Kob巴 Univ巴rsity

Research Celller for Tnlancl Seas， Japan) 

1) J uli巴PHfLLlPS:Th巴SouthPacific Rim: Preliminary analyses 

of th巴biogeographyof east AlIstralian marin巴macroalgae



64 

2) Wendy NELSON (Museum of New Zealand Te Papa Tongarewa， 

New Zealand): A complex phylogeographic story -the challenge 

of Porphyra and Bangia 

3) Sandra LINDSTROM (University or British Columbia， Canada): 

Phylogeography oftrans-arctic red and green algae (tentative title) 

4) Hiroshi KA WAI (Kobe University Research Center for Inland 

Seas， Japan)， Sung-Ho KIM， Hideaki SASAKI (Graduate School 

of Science and Technology， Kobe University， Japan): 

Phylogeography of some circum-Arctic species of Laminariales 

and Chordariales (Phaeophyceae) 

Systematics 01 macroalgae 

Convener: Sung Min BOO (Chungnam National University， Korea) 

1) Kuzuhiro KOGAME (Graduate School of Science， Hokkaido 

University， Japan): Taxonomy and phylogeny ofthe brown algal 

orderscyp均honales

2) Nina KLOCHKOV A (Kamchatka Institute of Fishery and 

Oceanography， Petropavlovsk-Kamchatsky， Russia): The order 

Laminariales in the Far-Eastem seas of Russia 

3) Sung Min BOO (Department 'of Biology， Chungnam National 

University， Korea): Systematics of the red algal family 

Ceramiaceae from Pacific 

4) Speaker under selection 

Systematics 01 microalgae 

Conveners: Daiske HONDA (Kohnan University， Japan); Woongghi 

SHIN (Department of Cell Biology and Neuroscience， Rutgers 

University， U.S.A.) 

Mangrove ecosystem 

Conveners: Jiro T ANAKA (Tokyo University of Fisheries， Japan); 

John WEST (University of Melboume， Australia) 

l)S釘 ahWILSON， John WEST*， Jeremy PICKET下HEAPS

(School of Botany， University of Melbourne， Australia): Sexual 

incompatibility in red algae 

2) Mitsunobu KAMIY A (Kobe University Research Center for 

Inland Seas， Japan): Speciation and biogeography of mangrove 

algae 

3) Akiko YOKOYAMA， Yoshiaki HARA (Yamagata University， 

Japan) Species diversity of unicellular red algae 針。mmangroves 

4) Giuseppe C. ZUCCARELLO (The-Laboratory， Plymouth， U. K.): 

Insights into aIgal species: The evolutionary history of Bostrychia 

Algal reproduction and development 

Conveners: Gwang Hoon KIM (Konju University， Korea); Taizo 

MOTOMURA (Field Science Center for Northem Biosphere， 

Hokkaido University， Jap創1)

Physiology (algal interaction) 

CO，nveners: Antonietta QUIGG (Rutgers University， U.S.A.); 

Hiroyuki， SEKIMOTO (University ofTokyo， Japan) 

Population and community 01 macroalgae 

Conveners: Put Ang (Hong Kong SAR， China); R. DE WREEDE 

(University of British Columbia， Canada) 

1) S. L. KONG， P.O. ANG (Hong Kong SAR， China): Stochasticity 

of algal recruitment in Ping Chau， Hong Kong 

2) E. GANZON-FORTES (Philippines):“Disease as a biological 

factor in algal growth" 

3) R. DE WREEDE (University of British Columbia， Canada): Title 

undecided. 

4) M. MAEGAWA (Mie University， Japan): Title undecided 

Some aspects 01 Bangiales biology 

Conveners: C. H. SOHN (Depa此mentof Aquaculture， Pukyong 

National University， Korea): M. NOTOYA (Laboratory of Applied 

Phycology， Tokyo University of Fisheries， Japan) 

1) W. D. MONOTILLA (University ofPhilippines， Philippines): 

Morphological characteristics and physiological responses of 

Porphyra suborbiculata Kjellman (Bangiales， Rhodophyta) from 

five localities 

2) N. G. KIM (Department of Aquaculture， Gyeongsang National 

University， Korea): Geographical distributions and the 

physiologicalcharacteristics of Porphyra spp. (Bangiales， 

Rhodophyta) along the coasts of Korea 

3) R. RUANGCHUA Y (Faculty of Science and Technology， Prince 

of Songkla University， Thailand): Cell differentiation from the 

blade tissue of Porphyra vietnamensis Tanaka et Ho (Bangiales， 

Rhodophyta) from 百1ailand

4) N. IUIMA， M. NOTOYA (Laboratory of Applied Phycology， 

Tokyo University of Fisheries， Japan): Life modes and species of 

the genus Bangia (Rhodophyta) in Japan 

5) N. KIKUCHI， M. MIY ATA (Natural History Museum and 

Institute， Chiba， Japan)， M. NOTOY A (Laboratory of Applied 

Phycology， Tokyo University ofFisheries， Japan): Morphology 

ofthree species of Bangia (Bangiaceae， Rhodophyta) in Japan 

The Frontiers 01 Marimo research 

Conveners: Isamu WAKANA (Akan Town Board of Education， 

Japan): Ami EINARSSON (Myvatn Research Station， Iceland) 

1) Takeaki HANYUDA， Kunihiko UEDA (Kanazawa University， 

Japan): New views of phylogenetic relationship between Marimo 

(Aegagropila linnael) and some species of Cladophorales 

2) Triin REIT ALU (University ofTartu， Estonia)， Isamu WAKANA 

(Akan Town Board of Education， Japan): Ecological features of 

freshwater green alga Marimo， Aegagropila linnaei， in the Baltic 

Sea area 

3) Ami EINARSSON (Myvatn Research Station， Iceland)， Isamu 

WAKANA (Akan Town Board of Education， Japan): The 

Marimo in Lake Myvatn， Iceland 



4) Hideharu HONOKI (Toyama Science Museum， Japan): Water 

quality as macro-and micro-environmental factors in the Marimo 

habitats 

5) Isamu W AKANA (Akan Town Board of Education， Japan)， 

Manabu NAGAO (Hokkaido University， Japan): Compensation 

depth of Marimo aggregations and its annual fluctuations at Lake 

Akan 

Mari culture 

Conveners: Masao OHNO (Usa Marine Biological Institute， Kochi 

University， Japan); Alan T. CRITCHLEY (Degussa Texturant 

Systems France SAS， Research Centre， France) 

1) Masao OHNO (Usa Marine Biological Institute， Kochi University， 

Japan): Mariculture of seaweeds with deep seawater in Japan 

2) Alan T. CRITCHLEY (Degussa Texturant Systems France SAS， 

Research Centre， F肝ra叩nc印eι.よThesynergy of seaweed h句1ηyd命ro即c∞olloidd 

(ωcar汀rageenanand alginate) production and appli比ca瓜tiぬon町:An 

e industrial巴xample

3) Chul Hyun SOHN (Dept. of Aquaculture， Pukyong National 

University， Korea): Advance of seaweed cultivation in Korea 

4) Xing-Hong YAN (Fisheries College， Shanghai Fisheries 

University， China): Advance of Porphyra cultivation in China 

5) Anong CHIRAPARTσaculty of Fisheries， Kasetsart University， 

Thailand): Application of marine animal effluents for cultivation 

of Gracilaria and Caulerpa in Thailand 

Genetic engineering 

Conveners: Naotsune SAGA (Graduate School of Fisheries， 

Hokkaido University， Japan); Siew Moi PHANG (lnstitute of 

Biological Sciences， University of Malaya， Malaysia) 

Algal roles in the integrated aquaculture system 

Conveners: Ik Kyo CHUNG (Pusan National University， Korea); 

Charles Y ARISH (University of Connecticut， U.S.A.) 

1) Charles Y ARISH (University of Connecticut， U.S.A.): Ecosystem 

modeling: a tool to understand the interactions between extractive 

and fed aquaculture 

2) George KRAEMER (State University of New York， U.S.A.): The 

use of carbon physiological measurement in integrated 

aquaculture" 

3) Ik Kyo CHUNG (Pusan National University， Korea): Application 

of Porphyra cuJtivation in fish farrn effluent treatments 

4) Speaker under selection 

サテライトシンポジウムのご案内

Algae 2002の大会企画として， 2002年7月23日(火)に「カ

ルチャーコレクションと環境研究jと題するサテライトシン

ポジウムを独立行政法人国立環境研究所にて開催することに

なりました。以下のテーマ(仮題)について現在準備を進め

ております。

6S 

Organizer: Fumie KASAI (National InstItute for Environmental 

Studies， Japan)， Kunimitsu KA YA (National Institute for 

Environmental Studies， Japan)， Aparat MAHAKHANT (Thailand 

Institute of Scientific and Technological Research， Thailand)， Susan 

1. BLACKBURN (CSIRO Microalgae Research Centre， Australia). 

1) Culture collection activities: Services， preservation methods， 

phylogenetic studies， etc.: Robert A. ANDERSEN (CCMP， USA)， 

Susan 1. BLACKBURN， John DA Y (CCAP， UK)， Thomas 

FRIEDL (Universitaet Goettingen， Gerrnany) 

2) Biodiversity and algae: Isao INOUYE (University of Tsukuba， 

Japan) 

3) Toxic algae and toxins: Shingo HIROISHI (Fukui Prefectural 

University)， Lirong SONG (Institute ofHydrobiology， Chinese 

Academy of Science， China) Aparat MAHAKHANT 

大会日程

7月19日(金)10:00-17:00 日本藻類学会5、0周年記念公開

シンポジウム，海藻押し葉作り体験など

18:00-20:00 Get together pa口y

7月20日(土)8:00- 参加，クローク受付開始

9:00- ポスター貼付開始

13:00-16:30 Opening ce陀 mony，50周年記念式典，表彰式，

記念特別講演

16:45-17:45 日本藻類学会総会

18:30-20:00 日本藻類学会 50周年記念パーティー

(We¥come party) 

7月21日(日) 9:00-10:00 基調講演

10:00-12:00 シンポジウム (SI，S2) 

12:00-13:30 昼休み，ポスター説明(予備)

13:30-15:30 シンポジウム (S3，S4) 

15:30-16:30 ポスター説明

16:30-18:30 シンポジウム (S5，S6) 

7月22日(月) 9:00-10:00 基調講演

10:00-12:00 シンポジウム (S7，S8) 

12:00-13:30 昼休み，ポスター説明(予備)

13:30-15:30 シンポジウム (S9，SIO) 

15:30-16:30 ポスター説明

16:30-18:30 若手コンペテイション

7月23日(火) 9:00-16:00 サテライトシンポジウム(国立

環境研究所)

13:00-16:30 エクスカーション

18:00-20:00 懇親会

7月24日(水) 9:00・10:00 基調講演

10:00・12:00 シンポジウム (SI1，SI2)

12:00-13:30 昼休み，ポスター説明(予備)

13:30-15:30 シンポジウム (SI3，S14) 

15:30・16:30 APPA総会

16:30-17:00 Closing ceremony 
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第 17回国際珪藻シ ンポジウム 20 0 2と発表助成募集のお知らせ

第 17回国際珪藻シンポジウム 2002が8月25~ 3 1 日にオタ

ワ(カナダ) カナ 夕、自然博物館で開催されます。既に予備登

録は終了しておりますが， 近々 第2回参加登録となります。

大会は口頭，ポスタ ー発表が行われます。詳細は下記ホー

ムページに公開されていますので， 参照してください。

連絡先 :

Dr. Michel Poulin (Chair) 

17th International Diatom Symposium 2002 

Research Division， Canadian Museum of Natul巴

P. O. Box 3443， Station D， Ottawa， Ontario K I P 6P4 

CANADA 

ホームページ :

http://www .natul巴.ca/ids2002

第 17回国際珪藻シンポジウム発表助成募集

国際珪藻シンポジウム東京大会記念基金では，本シンポジ

ウムで発表を行う若手捌究者を対象に助成の申し込みを募集

します。

募集対象看 :30才以下の発表者 (共同発表者は対象外)

助成金 :発表者 l名に 50，000円

申込み :氏名，所属機関，連絡先 (住所， FAX番号，

e-mailアドレス)を明記して，第 17回国|祭珪藻シンポジウム

発表要旨と助成理由書を下記にお送り下さい。国際珪藻シン

ポジウム東京大会記念基金規約 (DlATOM16巻100頁に掲載)

により， 助成の可否を審査 し，審査結'*を 申込者本人に通知

します。

報告書提出:発表にi却する報告書を，シンポジウム終了後

lヶ月以内に提出していただきます。

応募の締切 :2002年 5月24日 (金曜日 )

申し込み先 :日本珪謀学会

239-0822 横須賀市浦賀 J!~' 2-87 

Tel 0468-41-1165 

第 6回マリンバイオテ クノ ロジー学会大会

主 催 :マリンパイオテクノロ ジー学会

期 :平成 14年5月25日 (土)， 26日 (日)正〉、
r; 

会 場 :東京農工大学工学部小金井キ ャンパス

発表申込締切:平成 14年3月 15日 (金) (必着)

予稿原稿締切 :平成 14年4月 12日 (金) (必着)

発 表 形式 :口頭発表(質疑含み 15分，OHP使用)，ポス

タ一発表

大会 内 容 1. 一般講演(口頭発表，ポスタ一発表)， 

2.特別シンポジウム 3.懇親会

般講演は以下の 9セッションを予定しております。

(1)微生物， (2)微細|藻， (3)海藻 ・付着，(4)天然物・

有用資源，( 5 )魚貝類，( 6 )バイオ ミネラ リゼーション， (7) 

JJ;:l:lJ~ ， (8) マリンゲノム， (9) その他

特別シンポジウムは以下の 3つを予定しております。

(1)海洋生物資源， (2)マリンゲノミクス プロテオミク

ス，(3)マリンパイオとバイオベンチャー

発表 ・参加登録申込方法 :101:1込者氏名，所属，住所 (郵便

番号)，電話番号，FAX番号， E-mailア ドレス，発表形式，発

表希望セッション，発表者氏名 (迎名の方全員)，演題，会員 ・

非会員の別，を明記の上，下記の申込先までお申し込み下さ

い (E-mailをご利用下さい)。なお発表者は学会会員に限らせ

ていただき ます。詳 しくは大会ホームページをご見下さい。

発表 ・参加登録申込をされた方に受付通知l，振込用書類，講

演要旨の作成要領等をお送りします。

参加登録費(講演要旨集代を含み ます)

4月30日 (火)まで 会員 :一般 5，000円， 学生 3，000円， 非

会員 :一般 9，000円， 学生4，000円

5月 I1:1 (水)以降 会員 :一般 7，000円， 学生4，000円， 非

会員 :一般 10，000円，学生 5，000円

懇親会 :5月25日 (土)18時 15分東京炭工大学小金井キ ャ

ンパス生協食堂 会費 :一般 5，000円， 学生 3，000円

申込先 :干 184-8588小金井市中IIIJ2-24-16東京農工大学工

学部生命工学科 第6回マリンバイ オテクノロジ一学会大会事

務局池袋一典

子{Z言古042-388-7403，FAX 042-388-7403， 

E-mail : sode-Iab@cc.tuat.ac.jp 

学会ホームページ :http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsmb/ 

チて会ホームページ:http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsmb/6thmbio.html 
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第 3回国際藻類ウイルスワー クシ ョップ

下記の要領で「第 3回国際藻類ウイルスワークショップ

(AVW3)Jを開催いたします。本ワークショップでは、 l並界

の一線で活躍する藻類ウイルス研究の専門家を交え、様々な

側面からのア プローチで、導かれた最新の知見について熱い

デイスカッションが展開されます。詳しくは、下記ホーム

ページをご参照下さい。

http://www.nnF.affrc.go.jp/AVW3/jtop.htm (和文)

http://www.nnf.affrc.go・jp/AVW3/index.htm (英文)

開催日程 :2002年5月24日 (金)~ 5月28日 (火)

5124 Get together， 5/25-27 S巴ssions，5/28 Discllssion 

開催場所 :広島国際会議場

参加費 :一般26，000円 (32，000円)、学生 14，000円 (18，000円)

注・カッコ内は2002年4月l日以降の申込の場合の金額です。

参加を希望される方は、できるだけ3/31までにお申し込み下

さい。参加賀には、要旨集s巴t，Get-togethel参加費， 5/25-27の

昼食代， 5/27開催予定のパンケッ ト参加費が含まれています。

発表申込:OralとPosterがございます。詳細は上記ホームペー

ジ参照。

招待講演:5名の;菜類ウイルス研究者による Keynot巴S巴sSlon

を予定。

Dr. Jam巴sL. Van Etten (USA): Prospects for the flltllr巴ofalgal 

virology 

. Dr. Gunnar Bratbak (Norway): Microalgal virllS ecology 

. Dr. Curtis A. Suttle (Canada): Marin巴 microalgalviruses 

. Dr. Nicolas D巴laroqll巴(D巴nmark):Ectocarpus virus DNA 

. Dr. Willie Wilson (UK)・Cyanophage

間合先 :瀬戸内海区水産研究所 長崎慶三

Elllail: nagasaki@affrc.go.jp Tel: 0829-55-0666 Fax: 0829-54-1216 

Culture Collections of Algae: increasing accessibility and 

exploring Algal Biodiversity 

September 2-6 2002 

An international Illeetinσto be held at th巴 Salllllllunσvon
D 

Algenkulturen at Gottingen University (SAG) 

Organised by Tholllas Friedl (SAG， Gotting巴n，Gerlllany) and John 

Day (CCAP， Windermere， U.K.) 

Th巴111巴巴tingaillls to bring togeth巴rthose 1巴sponsiblefor the cun巴nt

operation of Algal Culture Collections， all those who are inter巴st巴d

in ll1aintaining cultures of algae and cyanobact巴riaand users of algal 

and cyanobacterial G巴n巴ticResourc巴Collections.Every巴庁ortwill 

be Illade to encourag巴fr巴巴 exchangeof ideas rathel・thanjust having 

forll1al presentations. Th巴 scientific，taxonomic ancl cOlllmercial 

value and potentials of CultLII巴Collectionsof Alga巴willb巴stressed.

Why創巴 出ereCultul巴Collectionsof Algae and how should they b巴

of rDNA probes/l11icroarrays alld relaled lech.niques 

Th巴orgal1ls巴rswould lik巴toencourag巴allparticipants to develop 

review presentations cov巴ringtheir particular fi巴Idof work. These 

presentations should forlll the nucl巴usfor further discussion. In 

acldition， w巴planto have a few invit巴dkeynote pap巴rs.It is plann巴d

to publish th巴pl巴S巴ntations，aft巴rpeer r巴VI巴w，in a special volume of 

European Journal of Phycology. Financial support has been providecl 

by th巴Acadelllyof Sci巴ncesat Gりttmg巴nUniversity. 

Registration fees*: 

BefOl巴March31 2002 After March 31 2002 At出eIlleetmg 

150 Euro 180 Euro 230 Euro 

"Includes cost oF meals. coffl巴巴sand excursions 

operated? Accommoclation: 

. Presentations by individual culture collections Accomlllodation will be in hotels that ar巴withinwalking distance 

. The ill1portance of microalgae and cyanobacleria of th巴lecturehalls and the SAG. R巴S巴rvationswill b巴 ~UTanged by a 

Algal Biodiversity and Pres巴rvationin Culture Collections local t:ravel agency and mor巴detailswill b巴glV巴nafter the pr'巴lilllinary

. Shorl 0νerviews on Ihe evolulion ofCyanobacleria， Green Algae 巴gistrationhas be巴nr巴c巴ivecl

and Helerokollls with ell1phasis on Iheir represenlalion in Culll./re 

Collections 

. Lo 噌 le/川川n川mp/官serv正0ω仙Iげ山Iμionofmicroα加O似ωalga伊ιalcαl./lμluresσ s a pre/ 官q μ “山tυI

βfoリげf川'Iheexploitalion of lI1icroalgal resources 

. Exploitalion of Ihe genetic diversity 01" algal sfI百ins:applicC/lioll 

Travel Inforlllation: 

Gottingen is easy to r巴achby car or train釦ldth巴nearestmt，巴rnationaJ

airports are Frankfurt/Main and Hanover 
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Provisional program 
Mondav Seotember 2 ati也moon:arrival， get-togeth唱rp紅 ty

TU四 dav.八肱:dnesdavSeotember 3/，'4: 

Operating and managing a Culture Collection of AIgae -problems 

and perspe氾tives

The importance ofmicroalgae (two invited keynote speak町s)

Presenωions ofcult附 ecollectio明sofalgae 

Presen仰がり'nson a variety of sp也dalω戸csassociated wi，幼 individual

collections 

Round-table discussion and pos旬rpresentations: 

• fu仙.redevelopments: Intemational collaboration networking 

. the use of databaseslelectronic management systems， biodiversityl 

bioinformatics， how can culture collections exploit the Intemet? 

. assembling an intemational collaboration: specialisation on cぽtain

groups， maintaining“backup“cuitures， exchange of cultures and 

expertIse 

• rniscellaneo岨s，e.g.， funding opportunities， quality assurance 

. econornics of culωre collections 

. discussion onω味ics住'ains，transport of cultures between countries， 

etc. 

The aim is to present an overview of the variety of algal culture 

collections and the di民間lcesin their organisation. AIgal culture 

collections often specialise on certain taxonomic， or ecological， 

groups of algae and may therefore considerably differ合omeach 

other in their management and maintenance routines. Time has been 

alloca飽:dflω6oral presentations in this session and all p紅白ipants

are asked to submit their ab柑 actsto and the organisers who will 

出回selectthe speakers. Each participating culture collection should 

p叩 senta poster on their ∞llection and its activities and also to bring 

other rnaterials suitable for the round-table discussぬn.

Overview 倒的ecurrent knowledge of taxonomy and evolution of 

印刷仇 algalgroups (incl. cyanobacteria) and application of rDNA 

probes/DNA microarray techniques 

30 min talks to“brush up“our knowledge in order to update the 

algal taxonomy in culture collections cata1ogues， identification of 

toxic cyanobact巴ria/diatomsby rDNA probes 

Visit to the old city of Gottingen， lnformal evening in a typical pub 

Thursdav Sentember 5: 

Long-term preservation of microalgal cultures as a prerequisite for 

the exploiωtion of microalgal resources 

presentations and round-table discussion on experiences with 

cryopreservation 

. What is cryopreservation? Fundamental principles of 

cryop時間rvationof rnicroalgae 

. new developments since the 1998 meeting at UTEX; list of taxa 

that have been successfully cryopreserved 

Excursion 
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C'ontact address: 

Prof Thomas Friedl 

Albrecht -von-Haller-Institut fuer Pflanzenwissenschaften 

Abteilung Experimentelle Phykologie und Sammlung von 

AIgenkulturen， Universitaet Gottingen， Untere Karspuele 2 

37073 Gottingen Germany 

PHONE +49 551-397868 

FAX+49551・397871

email: tfriedl@gwdg.de 

http://www.gwdg.de/-epsag/phykologia/epsag.html 
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英文誌 49巻3号掲載論文和文要旨

Paula， E. J.1・Erbert，C.1・Pereira，R. T. L.2 : in vitroにお

けるカラギナン藻 Kappaphycusalvarezii (紅藻スギノリ

目)の成長速度

Edison Jose d巴Pallla.Cintia Erb巴rtand Ricardo Toledo Lillla Pereira: 

Growth rat巴ofth巴carrageenophyt巴KappaphyclIsalvarezii 

(Rhodophyta， Gigartinal巴s)in vitro 

数ヶ月間の自然環境下での栽培を主目的に，KappaphyclIs 

alvarezij (Doty) Doty口 P.Silvaの褐色変異体 2.5gから単藻培

養株を確立 し，枝形成に最適な条件を研究室において模索し

た。最も成長した培養条件は，25:t rc， 170・210川101photons 

1ll-2S-I，明暗周期 14n引'l~ :IO 時間，塩濃度 32-35%。であった。3

種類の培養液 (Provasoli，‘F/2'，von Stosch)で培養したとこ

ろ，全濃度あるいは 112濃度の Provasoli強化培地 (PES)で継

続的に培養 した藻体において分校が抑制された。週あたり 24

時間のみPESを用いるか，あるいは継続的に 1/4濃度の ‘F/2'

培地あるいは 1/211民度のvonSt05ch培地で、継続的に清養 したと

ころ， 1日あた り約3%の対数増殖率を示した。平均月海水瓶

20.3 ~ 28SC (極値 17.0 ~3 1.00C ) の Ubatllb，し São Palllo， Brazil 

(23
0
26.9'S， 45"0.3'W)において，実験室で培養した議体2.97~ 

4.25gを移植した。本研究のよ うに単藻培養で得られた副主体を

移槌することによ って，新たな地域に好ま しくない種が導入

されるのを回避できる。(IUniv.Sao Palllo， Brazil， 2APTA da 

Secr巴tariade Agricllltura e Abastecilll巴ntoc10 Estaclo d巴SaoPalllo， 

Brazil) 

関田諭子 1・堀口健雄2・奥田一雄渦鞭毛藻 Scrippsiella

hexapraecingula (渦鞭毛藻綱ぺ リテ、イ ニウム目 )における

細胞外被の発達

Satoko Sekicla， Tak巴oHorigllchi ancl Kazuo Okllcla: D巴veloplllent

ofth巴cellcovering in the dinoflagellat巴Scrippsie/lahexapraecingllla 

(P巴ridinial巴s，Dinophyc巴a巴)

海産i品鞭毛i築Scrippsie/lahexapraecinglllaは， I:Y=jll音周期に同

調して遊走細胞と不動細胞のステージ を繰り返す。それぞれ

のステージにおける細胞外被の構造および形成過程を超薄切

片法とフリースフラクチャ 一法によ って明らかにした。遊走

細胞のキ111胞外被は，細胞全体を取 り囲む原形質IJ莫 (PM)，そ

のすぐ内側に分布する肩平なアンフイエスマ小JJ包 (AV)，さ

らにAVの直下に配列する微小管から成る。AVの内部で鎧板

(th)が形成される。 j藍走細胞が主主物に付着 して不動車III胞 とな

ると同H寺に， ecclysisが起こった。それに伴って科11胞外1J.tの梢

造が瞬間的に以 下のように変化 した ・遊7主主III胞の PMおよび

AVの外脱が崩壊した ;隣り合う AVの内l院が互いに融合して

細胞質全体を取り囲むIJ英(不動細胞のPM)にな った ;不動車111

胞のPMの外側全体を取り囲む薄いペリクル 1(Pl)が形成さ

れた。その後， PIの内似IJに繊維性物質を含む厚いペリクル 1I

( pn ) が沈着 した。 不動細胞の PM直下に小さな AV がtI~， ~見し

た。 小 さな AVは互いに融合して比較的大きな網状の AVに

発達し，最終的に袋状のAVになった。AVの周縁部は隣り合

う膜同士が密接した 511tureとなった。AVは， 遊走車III胞のTh

のJI~ と 一致する領域内で形成された。 遊走細胞は不動車111胞か

ら泳ぎ出た後，その AVの内部で'Thを形成した。これらのこ

とは，鎧板の71予，数，および配置が，不動車III胞の中で AVが

発達する段階で既に決まっている ことを示唆する。(I高知l大

理北大 ・院 ・理)

Huisman， J. M. 北西オーストラリアの新属新種紅藻

Echinophycus minutus (イギス自フジマツモ科)

John M目 HlIislllan:Echinophyclls minlltlls (Rhoclolll巴lac巴a巴，

Ceralllial巴S)，a n巴WI・巴dalgal genlls ancl species frolll north-western 

AlIstralia 

北西オース トラリア Dalllp間 前二島のiqVi深帯において採集さ

れた標本をもとに，Echinophyclls minlltlls gen巴tsp. nov. (イ

ギス 目フジマツモ科 )を記載した。本種は粗砂 ・荒石の環境

からドレッジによ って採集されたが，部分的に横臥しており ，

多数の単車IH胞の仮根によ って基物に付着していた。藻体は高

さ 251ll1ll までなり，単1!iJiJ Wi・造で、 4 つの周心細胞をもち ， 各 ~!J

111111*111胞からは永続的に色を'Hfびた毛状枝が生じる。毛状枚は

螺旋状に配列し， 90。の角度で白!ii問から生じる。それぞれの毛

状枝は無分校の糸状体束を支える一つの基部細胞で'fTli-成され

ている。四分胞子設は四国体で，通常の枝に連続して形成さ

れる。プロカ ルプは2つの不稔細胞群を有する。不動精子嚢

は毛状校の先端部に形成される。 この新属はフジマツモ科

Brongniart巴lIea巴族に属するが，毛状校の形態によ って他の属

とは区別される。 (MlIrclochUniv.， AlIstralia) 

West， J. A.1・Zuccarello，G. C.2・神谷充伸 3.オーストラ

リアおよ びニュー ジーラ ン ドのアヤギヌ属数種(紅藻 コノ

ハノリ科)の生殖パタ ーン :C.Iθpneumにおける無性化の

多起源とアポミ クシ ス司混合世代、両性化および生殖親和

性についての文献概説

John A. W巴sr，Gillsepp巴C.ZlIccarello ancl Mitsllnobll Kallliya: 

R巴proclllctivepatt巴rnsof Caloglossa species (D巴l巴ss巴rraceae，

Rhoclophyta) from AlIstralia ancl N巴wZealancl: Illllltipl巴originsof 

asexlIality in C. lepriellrii. Lit巴ratureI巴VI巴won apomixi5， mixed 

phase， bisexlIality ancl s巴xlIalcompatibility 

オース トラリアおよびニュージーランドのアヤギヌ 5f:亜の

生殖および生活史を比1絞した。CalogJossaadhaerens King et 

PlI!tockおよびC.benga/ensis (Mart巴ns)King et PlIttock はイト

グサ型の生活史 (pタイプ，世!t1ilt同型)を示した。Caloglossa

monosticha KallliyaはWesternAlIstralia (WA)にのみ生育して

おり Pタイプであった。Caloglossaogasawaraensis Okalllura 

は WA，Northern Territory (NT)， QlI巴巴nsland (QLD)， New 
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South Wales (NSW)， Victoria (VIC)およrYSouth Australia 

(SA)で確認され，培養下においてほとんどがPタイプの生

活史であった。数株が自家受精可能な両性配偶体を生じたが，

それ以外の培養株は単性であった。本種はこれまでSAおよ

びVICからは報告されておらず，今回Adelaide(SA)および

Wilsons岬 (VIC)で初めて採集された。 C.postiae (King et 

Puttock) Kamiya et Kingは，オーストラリアではNSW，NTお

よびQLDに生育しており， 9株すべてがPタイプであった。

NSW， NT， QLD， Tasmania， VICおよびニュージーランドの

C. Ieprieurii (Montagne) G.Martens はすべてPタイプであった

が，淡水株だけは四分胞子発芽体が成熟しなかった。いくつ

かの株では，生殖能を持った不動精子と四分胞子嚢を形成す

る雄性配偶体や，プロカルプと無分裂の胞子嚢を形成する雌

性配偶体が観察された。 Spencer湾およびStVincent湾 (SA)

のC.Ieprieurii株すべてとQLDの1株は四分胞子体が無性生殖

を繰り返した。RubisCOスペーサーのDNA塩基配列をもとに

分子系統学的解析を行ったところ，無性生殖型の生活史はC

Ieprieuriiの系統において複数回生じたことが示唆された。紅

藻のアポミクシス，混合世代生殖，両性化および生殖親和性

の文献について概説した。(1Univ.Melboume， Australia， 2Univ. 

New South Wales， Australia， 3Kobe Univ. Research Center for 

Inland Seas) 

加藤敦之1・有賀博文2・本村泰三2:Acrosわhon泊 duriuscula

(緑藻モツレグサ目)における細胞周期の制調因子cdc2に

相同な cDNAの同定

Atsushi Kato， Hirofumi Aruga and Taizo Motomura: Identification 

of a cDNA homologous to the cell-cycle-controlling cdc2 gene in 

Acrosiphonia duriuscula (Acrosiphoniales， Chlorophyta) 

cdc2と呼ばれるサイクリン依存性のカイネースは細胞周期

の制御因子であり，進化的によく保存されている。我々は多

核体で多細胞の藻類である Acrosiphoniaduriuscula (Ruprecht) 

Collinsから337アミノ酸をコードするORFを持つcDNAをク

ローニングし解析した。予想されるタンパク質のアミノ酸配

列は酵母の cdc2/cdc28と51%の，ヒトのcdc2と54%の相向

性を示した。cdc2に関連したカイネース特徴であるPSTAIRE

モチーフはPPTTlREと言う配列になっていたが，その他のド

メイン構造もよく保存されていた。さらに， cdc2に関連した

カイネースでリン酸化され，カイネース活性に重要な Tyr残

基と百r残基がこのタンパク質でも保存されていた。今回の

結果は，藻類においてもcdc2の特色ある構造が保存されてい

ることを示している。 (1北大・院・理 2北大・海藻研)

Sulliv朋， B. E.・Andersen，R. A. :月esteriaおよび何回teria犠従

属栄養鞭毛藻(渦鞭毛藻網)62株の塩濃度耐性

Barbara E. Sullivan and RobeロA.Andersen: Salinity tolerances of 

62 strains of Pfiesteria and Pfiesteria・likeheterotrophic flagellates 

(Dinophyceae) 

PfiesteriaおよびPfiesteria様従属栄養鞭毛藻(渦鞭毛藻綱)

62株の塩濃度耐性を測定した。すべての株は実験前の最低1

年聞は 12psuで順応させた。 Chesapeake湾およびNeuse河川

系から単離した株はWilmington河川系の株よりも低い塩濃度

に対する耐性を示した (P<0.005)0 O.5psuで5日間培養した

後も lつの株では遊泳細胞が観察され， lpsuではChesapeake

湾およびNeuse川のほとんどの株で遊泳細胞が観察されたo

Wilmington 111の株は， 3・5psuで5日間培養した後も遊泳細胞

が観察されたが， 2psu以下では遊泳細胞はみられなかった。

塩濃度耐性の上限については， Wilmington川株はChesapeake

湾株および、N巴us巴川株よりも高い塩濃度に対する耐性を示し

た (P<0.005)0 Wilmington J 11株のほとんどは 50psu以上の塩

濃度で5日間培養し続けても泳いでいたが， Chesapeake湾株

およびNeuse川株は，塩濃度が35・45psuを越えるとほとんど

泳がなくなった。 3つの水環境および低塩濃度または高塩濃

度では，明らかにシストを形成している細胞が多かった。し

かし，塩濃度を 12psuに戻すとしばしば遊泳細胞が再現した。

塩濃度耐性に統計学的有意差がみられることから，地理的な

適応が生じ，塩濃度耐性が遺伝的に制御されていることが示

唆された。さらに本研究の結果は株間で分化が起きているこ

とを示唆している。 (BigelowLaboratory for Ocean Sciences， 

USA) 

平田徹1・田中次郎2・岩見哲夫3・近江車4・太斎彰浩5・青

木優和6・植田一二三6・土屋泰孝6・佐藤喜彦6・横浜康継

5:伊豆半島南東沿岸海域における流れ藻生物群集の生態学

的研究.1:流れ藻植物における種組成司出現頻度，種数噌サ

イズの季節変化

Tetsu Hirata， Jiro Tanaka， Tetsuo Iwami， Takashi Ohmi， Akihiro 

Dazai， Masakazu Aoki， H司jimeUeda， Yasutaka Tsuchiya， Toshihiko 

Sato and Yasutsugu Yokohama : Ecological studies on the 

community of drifting seaweeds in the south-eastem coastal waters 

of Izu Peninsula， central Japan. 1. Seasonal changes of plants in 

species composition， appearance， number of species and size 

伊豆半島南東沿岸海域において 1991年から 1993年の春か

ら秋にかけて総計966個の流れ藻パッチをサンプリングし流

れ藻植物の季節変化パターンを調べた。総計として， 57種の

植物の出現を認め，うち 10種は着生藻類であった。着生藻類

を除く各月の総出現種数は， 5月に33種， 8月に27種と最も

高く，ホンダワラ類の総出現種数は5月から 8月において 19

種から21種であった。着生藻類を除く流れ藻1パッチ内の植

物の種数は 1種から II種であり (x=2.93::!: 2.06)， 5月に高い

値を示し，そのほとんどはホンダワラ類より構成された。各

パッチの植物湿重量と各パッチ内の植物の最大主枝長は，そ

れぞれ5gから 6970g(x =536.1 ::!: 782.3)， 20cmから 840cm

(x=IIO.6 ::!: 76.8) を示し，これらの値はともに4月と 5月に

高かった。調査年度のすべてに出現した 18種のうち， 10種が

月々にプール化した出現頻度の順位において I位と 2位を占

め，この 10種をメジャー種とし季節変化を調べた。アカモク

Sargassum horneri (Tumer) C.Ag.，ヒジキ 1fizikiafusifoIlnis 

(Harvey) Okam.は4月に出現頻度が高く，後にこれらの2種

は，部分的に 5月にタマハハキモク S.muticum (Yendo) 

Fensholt，6月には大きくヨレモクモドキS.yamamotoi Yoshida 

に置き換わった。7月には，タマナシモクS.n伊'PonicumYendo， 



マメタワラ S.piJuliferum (Turner) C.Ag.が優占した。その後，

メジャー種は， 8月にオオパモク S.ringgoJdianum Harvey，ヨ

レモクモドキ， 9月にトゲモク S.micracanthum (Kutz.) 

Endlicher，ノコギリモク S.macl1即叩umC.Ag.，アマモZostera

marina L.， 10月にオオパモク，トゲモクと推移した。しかし

ながら， 6月と 7月のヨレモクモドキ，タマナシモク，マメタ

ワラの出現は他の日本の海域の出現と比較すると特に異質で

あった。出現頻度に基づくデンドログラム解析から，プール

化された月々のサンプルは3グループに分割され，これらの

3グループを優占種，優占度，湿重量，最大主校長，種数な

らびに出現における多様度と均等度から特徴付けた。この特

徴付けは，流れ藻における植物の多様度と量は4月から 6月

においては7月から 10月よりもより高いことを示した。

( I山梨大・教育人間科学 2東水大・資源育成 3東京家政学

院大・生物 4築地お魚センター資料館志津川町自然環境

活用センター 6筑波大・下回臨海実験センター)

Carmona， J. J.1・NecchiO. Jr2 :メキシコ中央部およびブ

ラジル南東部における Thorea(紅藻チスジノリ科)の分類

と分布

Javier Carmona J. and Orlando Necchi Jr.: Systematics and 

distribution of Thorea (Thoreaceae， Rhodophyta) from central 

Mexico and south-eastern Brazil 

メキシコ中央部およびプラジγレ南東部のThorea¥3集団を解

析した。形態形質にかなりの変異がみられたが，すべての集

団は Thoreahispida (Thore) Desvauxに属していると考えられ

た。二次枝の数はいくつかの集団で大きく変異しており，

Thorea vioJacea Bory (30mmあたりか9) とT.hispida (30mm 

あたり 11-41)と部分的に重複していた。これは両種を区別す

る最も重要な形質であり，この形質が集団内あるいは個体内

でさえ重複することから，T. vioJaceaをT.hispidaの同種異名

とした。配偶体及び果胞子体と同様に，培養下におけるシャ

ントランシア世代を詳しく調べた。有性生殖器官(造果器お

よび不動精子嚢)や果胞子嚢は無性の単胞子嚢と同時に存在

していることが確認された。大きさ，容積，枝の配列および

染色体数が，不動精子嚢，果胞子嚢および単胞子嚢を区別す

るためのもっとも特徴的な形質であった。単胞子嚢は粒状化

した内容物と大きなサイズによって不動精子嚢とは即座に区

別できる。単胞子嚢は果胞子嚢とは形や大きさでは区別でき

ないが，単胞子嚢は輪生枝には形成されない。いくつかの集

団の雌性配偶体で二分胞子嚢に類似した構造が観察された。

染色体数は不動精子嚢および輪生枝細胞では n=4，造胞糸細

胞，果胞子およびシャントランシア世代細胞は2n=約8であっ

た。メキシコ中央部およびブラジル南東部の日orea集団の解

析により ，T. hispidaの既知の世界分布が確証され，熱帯から

E熱帯の多雨林地帯に優占し，時には温帯域にも分布するこ

とがわかった。 T.hispidaは温暖 (17.6・28.0 )，中性からア

ルカリ (pH7.0・8.0)，高イオン濃度 (59・2140オScm-I)，穏や

かな流速(I7-43cm!s) ，浅い水深 (50cm未満)の環境にお

いて生育する。これらのデータはこれまでの報告と本質的に
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同様である。(1NationalAutonomous Univ. ofMexico， Mexico， 

2Sao Paulo State Univ.， Brazil) 

Gillespie， R. D.1 • Critchley， A. T.2 :南アフリカ KwaZulu-

Natalのホンダワラ類(褐藻ヒパマタ目)3種の空間的およ

び時間的変異性の評価

Russell d. Gillespie and Alan T. Critchley: Assessment of spacial 

and temporal variability of three Sargassum species (Fucales， 

Phaeophyta) from KwaZulu-Natal， South A仕ica

ホンダワラ属の仲間は種間および種内において変化しやす

い。原記載はしばしば漠然としており，どの様にも解釈が可

能である。正確な図解がないことも多く，季節変動を考慮せ

ず， 1つあるいは数個体の一部に基づいて記載が行われてい

る可能性さえある。本研究では，南アフリカKwaZulu-Natalの

Reunion Rocksに生育する3種のホンダワラ類について，質的

および量的形態形質を詳細に解析した。変異率を変異性・安

定性の推定量として用いて，分類学的に重要な形質の藻体ご

との変化を定期的に調べ，有効でかつ安定している可能性の

ある形質について重点的に調査した。その結果，一次側枝の

直径，葉片長，葉片幅，主軸直径，枝と葉片の間隔，および

葉片長/葉片幅の比率という形質が比較的変異が少なく，ホ

ンダワラ種(すなわち S.eJegans Suhr， S. incIsifolium (Turner) 

C.Ag.， Sargassum spI}を区別するのに有効であることが分

かった。主軸の長さや主軸における枝数は，全体として比較

的高い変異性を示した。(1Univ.Witwatersrand， South Africa， 

2Degussa Texturant Systems France， Fr組問)

王宮偉1・川口栄男2・堀口健雄1・増田道夫1.紅藻キントキ

属(ムカデノリ科)の形態学的並びに分子系統学的評価

HongWeiW佃 g，Shigeo Kawaguchi， TakeοHoriguchi姐 dMichio

Masuda: A morphological and molecular assessment of the genus 

Prionitis J. Agardh (Halymeniaceae， Rhodophy飽)

紅藻の近縁なムカデノリ科 2属，ムカデノリ属

( GrateJoupia)とキントキ属(丹7onitis)は，本科の属レベルの

形質として重要な助細胞アンプル構造が同じムカデノリ型で

あるなどの生殖器官や藻体構造の特徴に共通点が多い。両者

は主に2つの形質，藻体の質(前者では柔らかい膜質である

のに対して，後者では硬い軟骨質である)と生殖器官の位置

(前者では藻体全体に散在するが，後者では特別な部位に限定

される)によって区別されてきた。しかし，これらの形質を

両属の約75種において比較したところ，連続的に変異し，両

属を明確に区別することはできなかった。また，ムカデノリ

科のメンバーの rbcL(リプロース -1，5-二リン酸カルボキシ

ラーゼ/オキシゲナーゼ大サブユニット)遺伝子の塩基配列

を用いて，分子系統学的解析を行った結果，それぞれのタイ

プ種を含むムカデノリ属とキントキ属の種は，ムカデノリ科

内でlつの単系統としてまとまった大きなクレードを形成し

た。従って，キントキ属をムカデノリ属のシノニムとし，キ

ントキ属のうち，助細胞アンプル構造の確認されている 11種

をムカデノリ属へ移行した。(I北大・院・理 2九大・農)
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学 会録事

0持ち回り評議員会報告

第2固持ち回り評議会を平成 13年II月に開催し，以下の4

議案が審議され，提案通り了承された。

議案 1:平成 14年度日本藻類学会の運営方法について

本学会の運営に関する基本案件はその年度の大会時 (3月

末)に開催する総会で承認を受け運営してきた。しかし平成

14年度は7月のAIgae2002(第26回日本藻類学会大会，日本

藻類学会50周年記念行事，第3回APPF合同会議)まで総会を

開催することができないので，それまでの期間，会計・編集・

庶務・会員管理関係の基本的な事項はとりあえず，平成14年

3月までに開催する第3回持ち回り評議員会で仮承認してい

ただき，平成 14年7月開催の総会で改めて審議・承認いただ

くという運営方法をとること提案し，了承された。

議案2:ブラックウエル社との契約更新について

同社との聞の契約更新は総会の承認を受けて行っている。

議案 1と同様の理由で，例年どおり契約更新の手続きを編集

委員会と評議員会の審議，総会の承認を受ける前に契約する

ことを提案し，了承された。

議案3: AIgae2002のプロシーデイング発行について

第2回APPF(香港)からプロシーデイングが刊行された経

緯から， AIgae2002においてもプロシーデイングの発行に向

け， APPA Executive CommiUee委員長111井浩史氏を中心に，

APPA会長I.K.Lee，AIgae2002準備委員長井上勲，日本藻類

学会会長原慶明，英文誌編集委員長本村泰三，和文誌編集委

員長田中次郎の各氏と検討を重ね，以下のような提案をし，

了承された。

1)プロシーデイングは日本藻類学会の和文誌「藻類Jの特

別号とし，英文で発行する。

2)編集・印刷は現行和文誌の方法に従い，版下(印刷用フィ

ルム出力)まで特別に組織したプロシーデイング編集部(後

述)が行う DTPとする。

3)論文が掲載された場合，投稿者から一定額 (1万円程度)

の投稿・掲載料を徴収する。

4)論文には原則として頁制限 (4頁程度)を設け，それを

超えた場合には超過頁負担金(実費+a)を徴収する。なお，

論文著者には 1論文あたり 1冊のプロシーデイングを進呈す

る。

5)編集体制は和文誌編集委員長が発行に対する最終責任を

負うが，編集実務はプロシーデイング (p)編集部(編集長 l

名，副編集長 l名，編集委員数名)が行う。 DTP作業も和文

誌編集長等の指導を仰ぐが，この編集部が行う。

6)編集は和文誌の原著論文同様の審査を行い，掲載の可否

はP編集長が行う。

7)プロシーデイングの発行は2003年春の藻類学会大会

(三重)までに行う。

8)プロシーデイングは藻類学会員， Algae2002参加者等に

予約販売する他，和文誌パックナンバーとして販売する。

なお，了承事項とは別に議論の中で，プロシーデイングの発

行によって次のような波及効果が考えられるのではないかと

の意見があった。(1)プロシーデイングへの論文の掲載は具

体的な業績になることから，参加者の本会議発表に対する意

欲の向上が期待できる。 (2)プロシーデイング編集部を若手

研究者で組織してもらうことで，学会活動への参加・貢献を

促し，学会組織の世代交代に備えることができる。

議案4:r日本分類学会連合(仮称)Jの設立準備協力及び加

盟について

これまで植物分類学連合 (9学会)の活動については学会

録事を通じて逐次会員諸氏にご報告してきたが，そこを通じ

てさらに動物分類学連合(12学会)と連携し活動することで，

分類学の振興をはかる連合組織の設立準備(これまで本学会

の事務局および会員の川井浩史氏(神戸大)が窓口となり設

立準備委員会と折衝・協力してきた。)が整い，この度，設立

準備委員会から正式に加盟の呼び、かけがあった。審議の結果，

加盟の意思表示をすることが了承された。

or日本分類学会連合」設立総会及び設立記念シンポジウム

平成 14年1月12・13日，国立博物館分館にて表記の総会及

びシンポジウムが行われた。同連合に加盟を表明している本

学会は設立総会に会長及び設立準備委員として昨年6月から

ボランタリーで尽力くださった会員の川井浩史氏(神戸大)

が参加した。

シンポジウムに先立ち連合に正式に加盟表明をした19学会

(代表2名)，それぞれの学会の総会決議が得られ次第加盟す

る3学会の代表を含めたオブザーバーおよび設立準備委員に

よって総会が執り行われた。各学会の紹介のあと，準備委員

会から提案された会則，執行部体制が審議了承され，連合が

正規に発足した。しかし， r日本生物分類学会連合Jのほうが

誤解や間違いが少ないのではないかとのことで，会の名称、が

議論となったが，結論は得られず，新執行部が後日決定する

ことになった。当面の連合の活動はニュースレターの発行，

会員名簿の作成，ホームページの開設(各学会の紹介を含め

た)，シンポジウム・ワークショップ，講習会等の開催，国際

会議等への協力，分類同定依頼の受付窓口の開設などが示さ

れた。これらの運営資金は動物分類学連合から引き継がれた資

産で賄い，当面加盟学会へ分担金の徴収は行わないことが決

まった。

シンポジウムは総会後，文部科学省(宮島和男氏)，環境省

(黒田大三郎氏)から連合に対する期待と対応について，琵琶

湖博物館館長(111那部浩哉氏)，日本動物学会(八杉貞夫氏)， 

日本植物学会(駒嶺穆氏)，自然、史学会連合(森脇和郎氏)か

ら連合及び分類学に対する期待と科学分野の位置付けについ



て，特別講演では荒俣宏氏から社会から期待される分類学に

ついて，講演が行われた。

翌日，21世紀の分類学 (分類学連合を含め)のあり方につ

いて，藤井イ11"二氏(大阪市立自然史|専物館)，上島励氏(東京

大 ・院・ 理学系)，伊藤希 (筑波大 ・迫伝子笑験セ)，矢原徹

一 (九大-院-理学) ，戸田正憲 (~ヒ大 ・ 低温研)，佐々木毅

智 (東大 -総合博物館)が各自の活躍する斯界を代表して講

演が行われた。

新執行部は次のとおりである。

連合代表 :加藤雅啓 (東大) 連合副代表 :松浦啓一 (手|博)
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幹事庶務 :友国雅章(科博)，会計 :伊藤元巳 (東大)，w巴b:

朝川毅守(千葉大)ニュースレター :高久元 (北大)

加盟学会 :日本貝類学会，日本魚類学会，日本原生動物学

会，日本蜘j床学会， 1::1本動物分類学会，日本拠虫両棲類学会，

日本11前乳類学会，日本線虫学会，日本鞘遡学会， 日本シダ学

会，地衣類研究会，日本蘇苔類学会， EI本藻類学会，日本甲

殻類学会，日本古生物学会，種生物学会，日本生物地理学会，

日本土嬢動物学会。

加盟予定学会 :日本植物分類学会，日本ダニ学会，日本進

化学会

新刊紹介

石川依久子著 「人も環境も藻類からj

(ポピュラーサイエンス 24 0) 

裳華房 2002年 2月発行

四六判 210頁 (カラー口絵 2頁)

本体価格 1600円+税

著者の石川依久子先生は， r諜類」を友として半世紀，緑藻

類の刻11胞生物学的研究を行し¥日本諜類学会の会長も暦任さ

れました。先生は，普段の柔和な表情と物JJ要とは裏腹に，他

者には計り知れない藻に対する激しい愛情を抱いておられる

ことの一端がこの本から窺われます。愛する藻が，地球， 生

物，人類に対して絶大な貢献をし，今また行きすぎた機械文

明がもたらした地球の危機，人類破滅の危機の回避に藻の力

が欠かせないことを l並の人々に知ってもらうために，啓蒙活

動が先ずもって必要との考えから，お書:になった本です。一

般に，市民の藻に対する認識は食材以外は大変希薄で、あり，

藻の有用性が認識される場が少ないように思えます。このこ

とを打開するために，著者は専門書的な記述を避け，短編読

み切り型の文章形式を採用し，先ず読まれる工夫をしていま

す。より多くの人に，特に，匡|や自治体の環境策定を担う

人々 ，そしてまたこれから社会を担う若い世代の人々に，地

球生物の生存は藻に よって支えられている ことを簡潔に知っ

てもらう ことを目標に書かれています。これからの理科系科

目の新カリキュラムでは， ?*はi&われないことから ，t也羽iの

放i並主を知らない世代が育っていく可能性が高まりつつあり

ます。 方，社会に出てからの自己教育がますます必須にな

る時代になり ，藻に関する社会教本といったものが是非必要

になると考えられることから，この本はそうした要請に応え

る先駆となるかもしれません。本文は，ト エネルギー編，2 

地球生命編， 3.地球生態編， 4.海という条件編， 5.顕微鏡で

見る世界編， 6.生殖の原点編，7悪者にされた藻類編， 8藻

類は地球人類を救えるか，の 8主主からなり，各章は 4-8つ

のエッセイ風に書かれた文で梢成されています。基礎知識や

専門知識がなくても ，藻と現代文明の関係，謀の知られざる

威力がわかるように，また章聞に連続性をもたせず，いつで

も，どこでも ，余11院を利用 して気軽に読めるように構成され

ている。啓蒙が先ずもってこの本の眼目と解すると， Q&A  

31';式をとれば，より効果的だったかもしれないと感じました。

いずれにせよ ，学術研究の対象としてのみ藻を見がちなわれ

われが，研究からはなれた世界で藻を一般の人に語るときの

参考になるので，是非読んで、周囲の人に勧めてもらいたいと

思います。

(堀輝三)

宇ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・圃圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..

ふ編集後記 ・
P印刷とな った。さらに，今年 2002年から A4変形版へ 圃

. 雑誌は生き物のように変わる O 本誌は 1953年創刊l時

• A 5)阪で、あった01970年にB5版へ大判化した。1995{1二 大判化した。これで英文誌と同じ大きさになり，整理しゃ :
すくなったのではないかと思う 。また活字も前より lポイ ・

. には和文誌として独立し，和文誌編集委員会による DT

. -----ー~¥ 一一 ント大きくして 9ポイントとし，読みやすくした。大判に . 

• --E 

なったために 1ページの活字の量は約 20%増加 した。そ :

の分頁数は 20%減ることになる。表紙の写真は「藻類J• 
(Jì !;1仁 hh什牛h~+ 先代である(J T)o • 
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和文誌「藻類」投稿案内

1.編集方針と投稿資格

本誌には藻学に関する未発表の原著論文(和文論文と短報)および速報のほか，総説，大会講演要旨，藻類に関する企画お

よび投稿記事(藻類採集地案内，書評・新刊紹介，学会シンポジウム紹介，学会事業案内など)を掲載します。原著論文は和

文誌編集委員会(以下編集委員会)が依頼する審査員による審査を経たのちに編集委員長によって掲載の可否が決定されます。

速報およびその他の投稿原稿の掲載の可否は編集委員長と編集委員会で判断します。なお，編集委員会が依頼した場合を除い

て，投稿は会員に限ります。共著の場合，著者の少なくとも一人は会員であることが必要です。

2.原稿執筆・投稿要領

原著論文の構成を 1)~ 4)に示します。オリジナルの原稿と図表l組とそれらのコピー2組(写真を含む図版はこれを写真複

写したもの。電子複写は不可)を編集委員会に提出してください。

その他の報文の様式は，最新号を参照して作成し，オリジナルとコピー 1部を提出してください。

1 )標題等

和文:標題，著者名，所属，住所，欄外見出し，連絡著者の連絡先(住所， tel， fax， email) 

英文:標題，著者名，所属，住所，要約 (200語以内)，キーワード (abc順)

2)本文

緒言，材料と方法，結果，考察(または結果と考察)，謝辞からなります。なお短報ではこれらの項目を区別せず，一連の

文章にすべてが含まれます。なお，本文中での文献，図および表の引用例を以下に示します。

「・・・が知られる (Yamada2002) oJ r山田ら (2002，p.25)は・・・した。J r・・・がみられる(図 2，表3)oJ

3)引用文献

本文中で引用したすべての文献を下記の例にならい，和文論文も含めて著者名の abc順に並べる。

(雑誌中の論文)著者出版年.論文標題.雑誌名巻:掲載頁.

山田幸男・田中太郎 2002.日本産海産付着珪藻の分類.藻類 50:100-110. 

Yamada， Y. and Tanaka， T. 2002. Taxonomy of diatoms. J. Phycol. 50: 100-110. 

(単 行 本)著者出版年.標題.出版社.所在地.

山田幸男 2002.日本の海藻.いろは出版.東京.

Yamada， Y. 2002. Seaweeds. A Taxonomic Survey. ABC Print. London. 

(単行本中の章)著者出版年.引用した章の標題.同掲載頁.編者単行本標題.出版社.所在地.

山田幸男 2002.海藻の観察.p. 10・20.田中太郎他(編)海藻研究.いろは出版.東京.

Yamada， Y. 2002. Dictyotales. p. 10-20. In: Tanaka， T. (ed.) Seaweeds. ABC Print. London. 

(叢書中の分冊)著者出版年.引用した章の標題.編者叢書標題.版と分冊番号.出版社.所在地.

Yamada， Y. 2002. Dictyotales. In: Tanaka， T. (ed.) Seaweeds. 2(3). ABC Print. London. 

4)図(写真は図とします)と表司およびその説明

図には倍率を示すスケールを入れ，必要に応じて矢印や文字などを貼り付け。写真は光沢印画紙に鮮明に焼き付け，不要な

スペースをカット。表の罫線は横線のみ。図，表ともに脱落防止のために台紙とカバーをつけ，下端に著者名，図，表の番号

を記入。図，表は原則的には編集においてスキャナーで取り込み，縮小します。なおpictファイル等のデジタルデータがあれ

ば添付してください。実際の印刷では，幅は l段8.5cm，2段 17.5cm，縦は最大で24cmとなります。図，表の説明は原稿の末

星~:英文，和文または和英併記で記入。

3.ワープロ入力の注意

本誌はDTPによって作成されます。掲載決定後，最終原稿のファイルが保存されたフロッピーディスク等を堤出していただ

き，印刷版下を作成します。したがって，テキストファイル形式で保存できるコンビューターで原稿を作成するようにしてく

ださい。ファイルの互換性が不明な場合は編集委員会までお問い合わせください。



原稿作成にあたっては次の点に注意してください。

1) A4用紙に l行40字， 25行で印刷する。

2) 当用漢字，新かなづかいを使用する。

3)句読点は「，Jと roJを用い， r、Jや r.Jを使用しない。

4) スペースキーは学名や英単語の区切り以外には使用しない。

5) リターンキー(改行)の使用は段落の終わりだけに限定し， 1行ごとに改行しない。

6)段落行頭や引用文献の字下げには77"，l'とZと上機能を使用する。

7)数字とアルファベットは半角，カタカナは全角を使用する。

8) ギリシャ，独，仏，北欧文字や数学記号などの笠蓋主主は，出力原稿中に主主で明記する。

(例:uをU，uを，u， eをe，0をのと赤字で記入)

9)新種記載や学名の使用は最新の国際植物命名規約に従い，和名は全角カタカナを使用する。

10)本文中ではじめて使用する学名にのみ著者名をつける。属と種小名には王盤を引く。

11)単位系は SI単位を基本とする。原稿中で使用できる主な単位と省略形は次のとおり。

(時間 hr，min長さ m，μm，nm重量 g，mg容積 l，mL温度℃波長nm光強度Wm，μmolmセー1)

4.校正
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校正は初校のみとします。 DTPで割り付けたファイルを PDFファイルに変換して e-mailで送りますので，無料の PDFファ

イル閲覧ソフト Acrob叫 Readerなどで画面上もしくは印刷して校正していただきます。校正の結果はかmailでご返送ください。

図表等は解像度が低い場合がありますので図表の最終チェックは編集委員会におまかせください。なお， PDFファイルを扱え

ない場合は従来どおり校正刷りをファックスもしくは郵送します。校正はレイアウトおよび提出ファイルからデータ変換が正

しく行われているかを確認するにとどめ，校正は受領後3日以内に編集委員会宛ご返送ください。

5.制限頁と超過頁料金

原著論文は刷上がり 10頁，短報4頁，総説 16頁以内を無料とします。頁の超過は制限しませんが，超過分については超過

頁料金(1頁あたり 12，000円)が必要です。速報は2頁以内とし有料です。その他の報文，記事については，原則として2頁

を無料とします。 2，700字で刷上がり l頁となる見当です。そのほか，折り込み頁，色刷りなどの費用は著者負担となります。

6.別刷

別刷は原著論文，総説に限り 50部を学会で負担しますが，それ以外は有料です。別刷価格は 2頁50部で800円が基本とな

ります。また送料および発送手数料1，500円が加算されます。原則として別刷は表紙無しとなります。編集委員会より校正時

前後に別刷申込みのご案内申し上げます。

別刷料金の算出例 :4頁250部の場合は 8，000円+1，500円=9，500円。頁数は，奇数ページで始まり奇数ページで終わる

場合は l頁加算し，偶数頁で始まり奇数頁で終わる場合は 2頁加算されます。

r- 、
和文誌「藻類」は会員の皆様で作る会誌です。

ご投稿お待ちいたします。

和文誌編集委員会より

ち』 ~ 
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日本藻類学会会則

第l条 本会は日本藻類学会と称する。

第2条 本会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親睦を図ることを目的とする。

第3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1. 総会の開催(年 l回)

2. 藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催

3. 定期刊行物の発刊

4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第4条 本会の事務所は会長が適当と認める場所に置く。

第5条 本会の事業年度は l月1日に始まり，同年 12月31日に終わる。

第6条会員は次の5種とする。

1. 普通会員(国内会員)(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する日本に在住する個人で，役員会の承認するもの)

2. 普通会員(外国会員)(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する海外に在住する個人で，役員会の承認するもの)

3. 団体会員(本会の趣旨に賛同する団体で，役員会の承認するもの)

4. 名誉会員(藻学の発達に貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会の推薦するもの)

5. 賛助会員(本会の趣旨に賛同し，賛助会員会費を納入する個人又は団体で，役員会の推薦するもの。

第7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会申込書を会長に差し出すものとする。

第8条 1. 囲内会員は毎年会費 8，000円(学生は 5，000円)を前納するものとする。但し，名誉会員(次条に定める名誉会長

を含む)は会費を要しない。外国会員の会費は 8，000円(年間)とする。会長の承認を得た外国人留学生は帰国前に学生

会費の 10年分を前納することが出来る。団体会員の会費は 15，000円とする。賛助会員の会費は l口30，000円とする。

2. 本会の趣旨に賛同する個人又は団体は，本会に寄付金又は物品を寄付する事が出来る。寄付された金品の使途は，第

11条に定める評議員会で決定する。

第9条本会には次の役員を置く。

会長 l名 幹事若干名 評議員若干名 会計監事 2名

役員の任期は 2年とし重任することが出来る。但し，会長と評議員はひき続き 3期選出されることは出来ない。役員選

出の規定は別に定める(付則第 l条~第4条)。本会に名誉会長を置くことが出来る。

第 10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて日常の会務を行う。会計監事は前年度の決算財

産の状況などを監査する。

第11条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の諮問にあずかる。評議員会は会長が召集し，また文書をもって，

これに代えることが出来る。

第 12条 1. 本会は定期刊行物 iPhycologicalResearchJ及び「藻類」をそれぞれ年4回及び3回刊行し，会員に無料で頒布する。

2. iPhycological ResearchJ及び「藻類jの編集・刊行のために編集委員会を置く。

3. 編集委員会の構成・運営などについては別に定める内規による。

(付則)

第1条 会長は圏内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める(その際評議員会は参考のため若干名の候補者を推薦す

る事が出来る)。幹事は会長が会員中よりこれを指名委嘱する。会計監事は評議員会の協議により会員中から選ぴ総会に

おいて承認を受ける。

第2条評議員選出は次の二方法による。

1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 l名とし，会員数が50名を越える地区では50名までごとに

l名を加える。

2. 総会において会長が会員中より若干名を推薦する。但し，その数は全評員の1/3を越えることは出来ない。

地区割りは次の8地区とする。北海道地区，東北地区，関東地区，東京地区，中部地区(三重県を含む)，近畿地区，

中国・四国地区，九州地区(沖縄を含む)。

第3条 会長，幹事及び会計監事は評議員を兼任することは出来ない。

第4条 会長及び地区選出の評議員に欠員が生じた場合は，前任者の残余期間次点者をもって充当する。

第5条 会員が「藻類jのパックナンバーを求めるときは各号1，750円とし，非会員の「藻類jの予約購読料は各号3刈氾円とする。

第6条 本会則は 1999年 1月1日より改正施行する。
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世界の淡水産紅藻
熊野茂著

B5判・上製416頁・本体価格28000円

i古澄な水域に生息している淡水産紅藻は，環境汚染に極めて敏感であるため，地球的規模での水の汚染の危険を人

類に知らせる有効な指標としての役割jを担っている.しかし水質の汚染に伴い残念ながら淡水産紅藻種のいくつか

の秘は既に絶滅し，また多くの穫の絶滅が危倶されている.本書は淡水産紅藻という分類群の現時点での研究成果

をまとめたものであり，世界で認められている淡水産紅藻の大部分の分類群を，機，変種のランクまで収録する.

淡水藻類入門淡2fa孝弘究 山岸高旺編著

B5判・ 700頁(口絵カラー含む)・本体価格25000円

rl:l本淡水深図鑑」の編者である著者がまとめる，初心者・入門者のための書.多種多様な藻類群を，平易な言葉で誰にも分

かるよう，丁寧に解説する. 1編.11編で形質と分類の概説を行い，国編では各分野の専門家による具体的事例20編をあげ，

実際にどのように観察・研究を進めたらよいかを理解できるように構成する.

淡水藻類写

淡水藻類写真集ガイドフ‘ック

1巻 山岸高旺・秋山優編集

--20巻 各巻町判・ 216頁・ 100シート

1・2巻 4000円. 3-10巻 5000円. 11-20巻 7000円

山岸高旺著

B5判・凶4頁・本体価格 3800円

新日本海藻誌一日本産海藻類総覧-
吉田忠生著

B5判・総頁 1248頁・本体価格46000円

本書は古典的になった岡村金太郎の雌史的大著「日本海藻誌J(1936)を全耐的に苦手き直したものである.r日本海藻誌j刊

行以後の約60年間の研究の進歩を要約し.1997年までの知見を盛り込んで，ト1本産として報告のある海藻(縁起草，褐藻，紅

海)約 1400種について，形態的な特徴を現代の討葉で記載する.植物学・水産学の専門家のみならず，広く関係各方面に必

携の舎.

@}D小林珪藻図鑑

藻類の生活史集成 姻郷三編

第 l巻 緑色藻類 B5・448p(185種) 8ωo円

第2巻褐藻・紅藻類 B5・424p(171種) 8∞o円

第3巻 単細胞性・鞭毛iii類 B5・400p(146稀) 7000 ITI 

陸上 の源 三共訳植物 B: 渡遺伝
嬬線二

緑藻から緑色植物へ A5・376p. 4800円

最初に海で生まれた現生植物の杭先は，どのような進化をたどって

降 lーに進出したのカ」一一.分了'1:.物学，生化学，発生学，形態学な

どの成果にもとづく探求の書.

本演k宿図鑑償糊瀬弘幸 JI悶
: 拐潔罵 B町5'9蜘6ω仰0句p兜捌胸蜘0∞卿0∞0

図鑑としての特性を最尚皮に発主抑締nさす為に図版は必必.ず左頁に'図版

の説明は必ず右頁に組まれ，常に凶と説明とが同時にみられるよう

に工夫.また随所に総括的な解説や検索表を配し読おの便宜を図る.

小林弘
南雲保・ 1:11井雅彦・真山茂樹・長田敬五著

多様性の生物学 千原光雄編者
B5・400p・9000I工l

藻類の今を見渡し，理解するための最適の書.斯界の第一人者により，

藻学および周辺領成の膨大な知識の蓄積が整珂ーされ，新しい研究成果

も取り入れられている.j;築学を学ぶ方，またこの分野に興味のある方

の新たなスタンダード.

日本の赤湖生物 福代・高野 共編
千原-松岡

ー写真と解説 B5・430p'13000円

11本近海および日本の淡水域にHi現する2∞種の赤潮牧物を収録.赤

潮生物の分納・同定に有効な一冊.

原生生物の世界 丸111 晃若

丸山雪江絵

細菌， ~長類.菌類と原生動物の分類 B5・440p・280∞円

原生生物，すなわち細菌.1菜類，蘭類と原生動物の分煩という壮大な

t!t界を級術な点捕国iとともに一巻に収めたl3i例のないJj.

表示の価格は本体価格ですので.日IJ途消費税が加算されます. 7JJ122Z52文互応急主55:内田老鶴圃



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類」バックナンバー 価格，各号，会員 1，750円，非会員 3，000円;30巻4号(創立30周年記念増大号， 1-30巻索引付

き)のみ会員 5，000円，非会員 7，000円;欠号 1-2巻， 4巻 1，3号， 5巻 1，2号， 6-9巻全号。「藻類」パックナンバーの特別

セット販売に関しては本誌記事をご覧下さい。

2. r藻類」索引 1-10巻，価格，会員 1，500円，非会員2，000円;r藻類J索引 11-20巻，価格，会員2，000円，非会員 3，000円，

創立30周年記念「藻類j索511・30巻，価格，会員， 3，000円，非会員4，000円。

3.山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補， 1977， A5版， xxviii+418頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼文及び内外

の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24) を掲載。価格7，000円。

4.日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North Pacific. 1. A. Abbott・黒木宗尚共

編， 1972， B5版， xiv + 280頁， 6図版。昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日米科学セミナーの記録

で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，000円。

5.北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977， B5版， 65頁。昭和49年9月に札幌で行われた日本藻類学会主催「コ

ンブに関する講演会」の記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，000円。
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